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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　『冷たく暗い水の下で』







　地上から天へと延びる純白の塔とう。


　宙を羽ばたく鳥の高度を越こえ、蒼そう穹きゆうに浮うかぶ雲の高度すら越えた空域まで。地上と天を繫つなぐその姿ゆえ『天結宮ソフイア』と名付けられた塔を遥はるかに臨のぞみ──


「……懐なつかしいな」


　イグニドは、溜ため息いきさながらの口調で呟つぶやいた。


　居住区にほど近い自然区に広がる小高い丘おか。風車だけが静かに回り続ける場所で、漆しつ黒こくのスーツをまとう異い篇へん卿きようは彫ちよう像ぞうのように立ちつくしていた。


「……本当に懐かしい」


　淡あわい微び笑しようだけを帽ぼう子しから覗のぞかせて、虚こ空くうを抱だきしめるように両手を広げる。


「あの塔で過ごした記き憶おくも、シェルティスとの思い出も、今となっては全すべてが泡あぶくと消えた夢ゆめ幻まぼろしのごとく。ただただ過去だけが愛いとしく憎にくい……でもあと少し……もうすぐ全てが元に戻もどる。私の全てがあの塔から取り戻せる」


　そよぐ風にゆれる淡い金きん髪ぱつ。


　黒帽子が飛ばされぬよう鍔つばを指先でそっと押さえ──


「ねぇ禁断水すい晶しよう？　穢歌の庭エデンを封ふうじる秘術を皇おう姫ひサラに与あたえて千年。とうとうあなたの待ち望んでいた者が現れた。穢歌の庭エデンの深部にたどりつき、その音色に育はぐくまれた少年。穢歌の庭エデンを消しよう滅めつさせ、同時にあなたを解放できる唯ゆい一いつ無二の可能性──────」


　イグニドは、その薄うす紅べに色いろの唇くちびるを引きしめた。


「だが、私はそれを許しはしない」


　一ひと粒つぶの水すい滴てきから生まれた波は紋もんが湖こ畔はんに広がっていくように。


　静かに沁しみていくその言葉。


「シェルティスが穢歌の庭エデンに向かうことも、穢歌の庭エデンが消滅することも私は許さない。だから禁断水晶、あなたは永遠にそこで眠ねむっていなさい。あなたが目覚めるという奇き蹟せきも可能性も、この世界には与えられてないのだから」


　丘の上。


　雲間に消えた塔の頂上をイグニドはいつまでも見上げていた。


「ねぇシェルティス、感じるでしょう。世界でたった一人の異い端たんであることの悲ひ壮そう。自らを知り、世界の理ことわりを知り、あなたはどこへ向かうというの？」


　自然区に残してきた少年の名を呼んで、イグニドはその身をひるがえした。


　居住区を一望できる丘を下り、その足先は塔へと続く道程へ。


「私も三年ぶりの天結宮ソフイアか。……永かった」
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　……ぽちゃん。


　どこか遠くで聞こえる水しぶき。たった一ひと滴しずくの水滴が何かに触ふれて弾はじける音色。渇かわききった無音の空間に沁みわたる潤うるおい。


『────────』


　けれどその音もまた、自分の記憶が浮かび上がっただけの幻げん聴ちようであることを禁断水晶は知っていた。


　なぜならこの場所は光も音も、時間すら凍こおりついた世界だったから。





　穢歌の庭エデン。





　自らが結界の核かくとなって封じた世界。


『────』


　目をつむり、両りよう膝ひざをかかえて身体からだを丸めた幼い少女。身に纏まとう衣服はなく、緋ひ色いろに輝かがやく自らの長ちよう髪はつが天衣さながらに身体を覆おおっていた。


『……いた……い……』


　自らの力のほぼ全てをつぎこんだ結界『氷結鏡界』。穢歌の庭エデンを封じる代だい償しようとしてその身を蝕むしばむ、寒気をこえた痛み。


　だが、それほどの代償を払はらわなければ────


『……『Selahセラ』…………あなたの嘆なげきは……あまりに大きすぎるから……』


　それほどの代償をもって、ようやく穢歌の庭エデンを凍とう結けつできる。


　皇姫サラに氷結鏡界の秘術を伝え、自らが結界の核となって穢歌の庭エデンを封じる。それが世界の守護者たる禁断水晶じぶんの役目なのだから。


『……でも』


　冷たい水底を想おもわせる黒い空間を漂ただよいながら、禁断水晶は両膝を抱かかえる腕うでを小刻みにふるわせた。


『わたし…………本当は…………』


　声にならない声。上ずるような、掠かすれ消えてしまうほど小さい嗚お咽えつ────それは泣き声と呼ばれるものだった。


『…………姉…………さ……ん……わたし…………』


　閉じた双そう眸ぼうから伝うしずく。


　それが頰ほおを伝って落ちて……否いな、落ちる前にその雫しずくすら凍りついて氷となる世界。


『────』


　何かを言おうとして唇が動いて、けれど声は出なかった。


　かわりに紡つむいだ言の葉は。


『……シェルティス…………あなたが……』


　たった一人の少年に向けた独白。


　穢歌の庭エデンから遥か上空を浮かぶ浮遊大陸オービエ・クレアに向けて。


『あなたが決めて。この凍いてついた世界の行きつく先を』




　第一章　『天結ぶ塔とう』







　　　　１





　夜の草原。


　広大な丘きゆう陵りように囲まれた大地は降りしきる豪ごう雨うに濡ぬれ、草を打ちつける雨音のみがこだまする。


「……っ…………はっ……っ……ぁ……！」


　その道なき道を、シェルティスは無心で駆かけていた。


　冷たい豪雨と夜風にさらされ冷えきった身体と、激痛で動かない左足を引きずって。


　左足に受けた毒どく蛇へびの牙きば。


　直接の傷である太ふと股ももは筋組織を破は壊かいされて紫むらさき色いろに腫はれ上がり、全身に回った毒は高熱と激痛へと変化する。灼やけつく痛みに意識すら何度となく途と切ぎれ、時に意識すら失って……それでもなお、前へと進む足だけは止めなかった。


　やがて、地平線の先に光がにじみだした頃ころ。


「……っは…………ぁ…………」


　かすんだ視界の中、シェルティスは第三居住区の公道に立っていた。





〝天結宮ソフイアで何をするつもりか、って？　巫み女こを一人頂いてくるだけです〟





「いかせる……かっ……イグニド」


　街灯の柱に片手でつかまって荒あららいだ息を整える。


　──まだ時間の猶ゆう予よはある。


　空白イグニドは、天結宮ソフイアに向かった後に合流すると黄マ金ハに断りを入れていた。


　合流に遅おくれると仲間に告げる必要があった。つまり、天結宮ソフイアへの侵しん入にゆうに時間がかかると考えたからだ。


「……朝か」


　空白イグニドを逃のがしてしまってから一夜。


　天結宮ソフイアの警備は巫女による結界と最さい新しん鋭えいの電磁防衛セキユリテイさらには正せい護ご士しによる守護の三重壁へきだ。いくら異い篇へん卿きようとて侵入のための準備には時間が要いるはず。


「時間は……ある」


　深呼吸をくり返して気持ちを落ちつかせる。あとはこの呼吸が平常並みに────


　チャリッ。


　胸に当てた指先が、首にぶらさげた機械水晶イリスに触れた。


「……そうだ、イリス!?」


　灰色になった機械水晶イリスから反応はない。


　静音設定──空白イグニドとの苛か烈れつな戦せん闘とうにそなえ、演算性能を双そう剣けんの維い持じ・補修に集中する機能に切りかわったままだ。主シエルテイスが解除を告げないかぎりこの状態が続く。


　解除は、他ほかならぬイリス自身が設定した言葉。


「あ……えっと、『心なき機も械のよ、愛みえざるものの実在証明を』」


『──────』


　水晶の中心がほのかに点ともり、蒼あおい輝きを放ちだす。


『ふぁぁぁ。あ、おはようございますシェルティス、朝から疲つかれていませんか』


「……今の一言で疲ひ労ろうが四割増しになった気がするよ」


『そうですか？　では冗じよう談だんはさておき、現状について確かく認にんさせてください』


「説明は」


『とりあえず不要です。静音設定にも音声記録から状じよう況きようは逐ちく一いち把は握あくしていました。今は天結宮ソフイアに向かう帰路ということでよろしいですね』


　言葉で返すかわり。


　無言で頷うなずき、シェルティスは居住区の公道を駆けだした。


『速すみやかに確認したい事じ項こう、よろしいですか』


「なに？」


『まずあなたの目的です。塔とうへ急ぐ理由は、イグニドが巫女を狙ねらっているという言葉からですね。標的は春蕾シユンレイと言っていたあの宣告に対たい抗こうするために』


　その問いに、シェルティスは自然と拳こぶしを握にぎりしめていた。


「ユミィもだよ」


　──全すべては、異い篇へん卿きようの拠きよ点てんに突とつ入にゆうした時から始まった。


　天結宮ソフイアと統政庁によって結成された連合部隊。レオンやホルンといった千せん年ねん獅しとともに選ばれ、『天の車』の第九ヒユーイツクらと浮遊島ラグーンに忍しのびこんだはいいが、待ち受ける異篇卿を相手に戦力を分散させられた。


　……イグニド。


　……アイツは、いったい何者だっていうんだ。


　異篇卿第七位。あの人物によって、自分が穢歌の庭エデンに堕おちて魔ま笛てきを帯びたこともユミィとの関係も全て……天結宮ソフイアの全域に知られてしまった。





〝巫女の第四位、春蕾・ピア・ヌクレネン。彼女の領域系術式は、私の目的の邪じや魔まになるので…………ユミィは最後です〟





　さらに、あの異篇卿は塔の巫女を狙っているとも言っていた。まず春蕾、そして最後の標的がユミィだと。


「絶対に食い止める」


『もちろんです。けどあなた自身の状況も危険です……左足の太股を中心に異常な熱反応がありました。黄マ金ハから受けた毒の注入痕こんが高熱をもってしまっています』


「……毒は抜ぬいたよ」


　イグニドとの戦闘時、背後から忍びよってきた黄マ金ハから受けた傷だ。沁しん力りよく術式で創造した毒蛇の猛もう毒どくを受けたせいで左足がほとんど動かない。


『応急処置は治ち療りようではありません。この緊きん急きゆう事態ですし、その足で天結宮ソフイアまで向かうことは止めません。しかし塔までまだ距きよ離りがあります。塔につく前に、せめて異篇卿の襲しゆう撃げきを前もって伝達するべきかと』


「それができれば一番だったんだけどね」


　羽織った黒の上着、天結宮ソフイアの員章を入れたポケットを叩たたいてみせる。


「通じないんだ。電メ子ー文ルは送ったけど反応がない」


　ユミィと春蕾本人に加えてメイメルと爛ラン、それに春蕾の専属護衛パートナーであるレオンにも送信したのだが、いずれも反応がない。


『しばしお待ちを──────なるほど、記録上は確かに送信されていますね。しかし受信確認がないということは、いずれも未読である可能性が高いかと』


「……わかってる」


　確認していないのではなく、巫女が電メ子ー文ルを確認する余よ裕ゆうもないほどの何かが天結宮ソフイアで起こっているとしたら。


『あれだけの事実が流れ出たのです。あなたの事情を知る巫女や千年獅はともかく、それ以外の大多数を占しめる人間には衝しよう撃げきだったでしょうね』


「…………」


『最悪、塔の指揮系統が混乱を来きたしている可能性もあります』


「……ごめん。僕のミスで」


　空白イグニドとの一対一の決けつ闘とう時。イリスは静音設定で双剣の維持に集中していた。これが通常の支し援えん形態であったなら、会話を盗とう聴ちようされる可能性は格段に減っていただろう。


『ええ。私がその場に立ち会っていれば盗聴は防げたかもしれません。ですが盗聴を食い止めていれば、空白イグニドも穢歌の庭エデンの秘密を明かすことはなかったでしょう』


　淡たん々たんと、静かな口調で機械水晶イリスは続けた。


『何を謝りたいのか察しはつきます。確かにあなた自身の秘密を盗聴され、天結宮ソフイアに流出させたのは痛手でした。しかしその代だい償しように、あなた自身も知らないでいた三年前の事実を知ることができた。それは他にかえがたい貴重な情報です』


「それは……そうだけど」


『私の判断では五分五分。重大な情報を流出させた反面、重要な情報を得ることができた。ならばそれを悔くいるより、少しでも状況を改善させる方法を検討すべきです』


「……そうだね」


　理性でそう理解していながらも不安でしかたなかった部分だ。


「ありがと、考えがまとまった」


『お役に立てたのであれば』


　薄うす暗くら闇やみ。いまだ街灯の灯ともったままの公道を駆けぬける。


　──ピキッ。


「痛つぅっ!?」


『シェルティス、やはり足の腫れが!?』


「……ううん……。こっち……は……大だい丈じよう夫ぶだから、追加でお願い」


　引きずる左足の太股を押さえ、奥歯を嚙かみしめながらも再び公道を走りだす。


「僕以外の……選せん抜ばつ部隊が無事なのか、それだ……け確認してほしいんだ」


　第三機関の拠点内で別れたレオンや第九ヒユーイツクと黒ク猫ロ。いや、彼らならまだ自力脱だつ出しゆつもできるだろう。残してきたエリエとユト、別働隊であったホルンの安否も不安だ。


『わかりました。だからもう喋しやべらないで、走ることだけに集中してくれれば結構ですから』


「うん」


『だから喋っちゃだめですって』


　……なんかイリスがユミィみたい。


　苦く笑しようをぐっと呑のみこんで、シェルティスは公道の先を見み据すえた。


　第三居住区。重要拠点が密集した第一居住区や商業の発達した第二居住区と違ちがい、ここは閑かん静せいな住宅街が広がるエリアである。


　……人ひと影かげがない。ここは驚おどろくくらい静かなのか。


　……それともこの早朝だから？


　イグニドの流出させた情報で塔が混乱しているとすれば居住区も。そう覚かく悟ごしていたからこそ、居住区の静けさが逆に怖こわい。


『シェルティス、エリエと連れん絡らくが取れました』


「エリエと!?　それ、いま会話できるってこと!?」


『いえ、電メ子ー文ルでの返信です。彼女以外からは今のところ返信ありませんが、少なくともエリエとユトの二人は無事に帰き還かんしている模様です』


「……良かった」


　心の底からそう思う。それに、あの二人が帰還しているということは残りのメンバーも無事である可能性が高い。


『エリエもユトも塔とう内ないホテルにいるとのことです。立てこんでいるので通話ができず、かわりに第一居住区の『狭きよう月げつの大ア拱ー門チ』で待ってるから、と』


　三日月を模かたどった大ア拱ー門チ型の記念碑モニユメント。天結宮ソフイアからも近く、第一居住区では集合場所として人気のある場所だ。


『エリエの指定は今から一時間後。間に合いますか』


「間に合わせるさ」


　とめどなく流れ落ちる脂あぶら汗あせをぬぐい、シェルティスは唇くちびるを嚙みしめた。
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　天結宮ソフイア２８７階。


　上層雲の雲海を突つき抜けて延びゆく塔、その頂上にかぎりなく近いフロアで──


「……もう朝？」


　強化ガラスの窓まど枠わくに手をかけて、ユミィは腫はれ上がったまぶたをこすった。


　昨日から着続けている法ほう衣いはそこかしこに皺しわが生まれ、日ひ射ざしを反射する淡あわい黄金色オフゴールドの髪かみもところどころ乱れている状態だ。





〝シェルティス、思いだして。天結宮ソフイアの錬れん護ご士しであったあなたは三年前、穢歌の庭エデンに転落していくユミィを庇かばって助けた代償に、自分が穢歌の庭エデンに堕ちてしまったのですよ〟





　イグニドによって天結宮ソフイア全体に晒さらされたシェルティスの秘密。そして、そんな彼と自分の関係もまた知られてしまった。


「…………」


　あまりの衝撃に混乱する塔の対応に追われ、まともに寝ねることもできないまま夜が明けてしまった。


「……喉のど……カラカラ」


　ふらふらとリビングのテーブルまで歩き、水差しの水をグラスにそそぐ。冷たい水すい滴てきで乾かわいた唇を湿しめらせて────けれどその水を飲むことはしなかった。


　……緊きん張ちようと重圧で、お腹なかが締しめつけるように痛い。


　今は何も口にしたくなかった。何か胃に入れた途と端たん、それが水であってもたちどころに吐はきだしてしまう気がしたからだ。


　──リンッ。


　部屋に響ひびきわたる鈴すずの音。


「ユミィさまぁ。お言いつけどおり来ましたよー」


「あ……い、いますぐ開けます！　ちょっとそこで待っててください！」


　何重もの電磁防衛セキユリテイに守られた機械扉とびらのランプが点灯。


　──認にん証しよう──


「や、おはよーございますユミィ様。錬れん護ご士し筆頭イシュタル到とう着ちやくですぅ」


　背せ丈たけより長い金きん属ぞく鎗やりを背に結ゆわえた彼女が可愛かわいらしく一礼。


　純白のパンツとタイトな儀ぎ礼れい衣いのコート姿。さらには肩かたや肘ひじや膝ひざ、太ふと股ももといった各所に黒の獣じゆう皮ひベルトを巻きつけるという装よそおいの長身女性だ。


「ごめんなさい……こんな早朝に」


「いえいえー。イシュタルいつも早起きですからぁ。早朝修練もあるし、イーシャちゃんの朝ご飯も作ってますので。朝の集合は大得意です」


　のほほん口調で手をふる錬護士筆頭。


「それで例の件」


「はいはい。塔とうの状じよう況きようを教えてほしいということでしたね。ま、ユミィ様ご本人が下の階層に来るわけにもいきませんし。イシュタルが知ってることはお伝えできますよ」


　互たがいに椅い子すに腰こしかけて、テーブルを挟はさんで向かいあう。


「最初に、塔の全ぜん般ぱんに共通して言えることですが、ちょっぴりやばいですねぇ」


「ちょっぴりって」


「んーと、塔の権力図が足あし下もとから崩くずれちゃうくらいじゃないですか？」


「っ！　それ、ちょっぴりどころじゃ──」


「まぁまぁ。具体的に説明しますと、まず塔の地上フロアで、異い篇へん卿きようの放送を聞いて動どう揺ようした一いつ般ぱん人じんが案内ロビーに詰つめかけています。『魔ま笛てきを宿した人間が塔にいる』という話に尾おひれがついて、『天結宮ソフイアは一般人に秘密で幽ゆう幻げん種しゆを飼っている』という噂うわさまで流れだしてますね。問題なのが、その噂を信じる者が天結宮ソフイアにもいるってことです。天結宮ソフイアの職員だって普ふ通つうの庶しよ民みんと変わりないですからねぇ」


　本来ならこうした情報の錯さく綜そうを抑おさえることが使命。だが今回は違う。情報の錯綜を抑えるべき塔の事務員まで噂を信じ、扇せん動どうされる側に陥おちいってしまっているのだ。


「……そこまで」


「ええ、それだけ衝撃の大きい内容でした。彼シエルテイスのこと、そして天結宮ソフイアと穢歌の庭エデンの関係のこと。会話のなかで、しかもあれほど堂々と告げられると信じたくもなります」





〝天結宮ソフイアの最上階こそが穢歌の庭エデンの最さい奥おうそのもの。塔の２９１階、『楽園』と呼ばれるあのフロアの奥にはさらに、穢歌の庭エデンへと続く不可視の扉がある〟





　……あの情報の真しん偽ぎは巫女わたしにもわからない。


　だけどあの話が本当だとして。巫み女こすら知らない情報を知ってる声の主はいったい何者なんだろう。


「メイメルが抑えてくれると思うけど」


「ええ、そのための公式発表の準備をされてます。ま、メイメル様ならうまくやり過ごすでしょう。ですが問題はこっから先。下のフロアに控ひかえている護ご士しの状況です」


　そう、それこそ自分がイシュタルを呼んだ理由なのだ。


　巫女の護衛。巫女にもっとも身近で、そしてもっとも関かかわりの深い者である護士が、あの話を聞いてどう思ったか。


「うーん。昨日のうちに爛ちゃんから報告を受けたんですよね」


「少しは……覚悟はしています」


「たぶん、護士の反応は爛ちゃんの当初報告のとおりだと思いますよ。で、現状はその反応が露ろ骨こつに表に出てきたという感じでしょうか」


　グラスの水を口に含ふくんでイシュタルが苦笑。


「護士の反応も、まあ一般人のそれと大差ないですねぇ。穢歌の庭エデンに堕おちて魔笛を宿した人間がいて、しかもそれが千年獅候補の錬護士だっただなんて。現錬護士や正せい護ご士しが黙だまっていられるはずもなく、真相を知りたがってる者は少なくないですよ。正式な説明を求めるって声も公然と出はじめてます」


「……はい」


「そしてもっと大変なのが候補生。正直、致ち命めい的てきでしたね。魔笛を宿した人間の名前がシェルティスって明らかにされた状態で、その前に送られてきていた例の電メ子ー文ルが伏ふく線せんとして効果バツグンでした」





〝天結宮ソフイアの皆みな様さまへ────


　とっておきの秘密を教えてあげましょう。


　人の形をした幽幻種が、護士に姿を変えてあなたたちの塔に潜ひそんでいます。あぶり出すために、塔の護士全員に巫女の洗礼術式を浴びせてみることを勧すすめます〟





「ユミィ様もおわかりでしょう？　昨日の会話と電メ子ー文ル。これでもう候補生の頭の中では完かん璧ぺきに、魔笛を帯びたのはシェルティスという候補生で、それも正体は人に化けた幽幻種に違いないと刷りこまれてしまいました」


「……そうなってもしょうがないと思います」


　……本当に何者なの。


　……そして、なんて巧こう妙みようで残ざん酷こくな罠わななんだ。


　あの電メ子ー文ルそのものが、シェルティスを異篇卿の拠きよ点てんまでおびき寄せる罠だった。


「そこから先は、もう護士にあるまじき醜しゆう態たいですね。一いつ緒しよに訓練してた候補生もそうでもない候補生も大混乱。『アイツのそばにいた自分たちも魔笛に冒おかされた！』そう叫さけんで塔の浄じよう化かセンターに駆かけこんだり、それを周りの人間に言いふらしたり。ごく一部落ちついている者もいるけど、全体としては不安が抑えきれない状況です。なにしろ総ト司ツ令プたる千年獅のレオン君が生死不明でホルンちゃんが重体。この混乱の最さ中なかで爛ちゃんはメイメル様の警備につきっきりですから。頼たのみの綱つなの千年獅が枯こ渇かつしてます」


「……そうですか」


　護士の頂点である千年獅。彼らこそ幽幻種への最大戦力、天結宮ソフイアの意志の具現とも言うべき存在なのだ。それがいま、現れるべき時にいない。


「そうそうレオン君といえば春蕾様はどうです？　部下の報告ではかなり参っていると」


「……自分の部屋で、ずっと遠視でレオンを探たん索さくしてるみたいなの」





〝あっっっ、あ……ぁぁぁ……っっやっっ、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁっっっっっっっっ!?〟





　……あの時の春蕾の悲鳴、忘れられるわけない。


　大たい剣けん使いの異篇卿にレオンが敗れ、肩から胸を抜ぬけて逆の脇わき腹ばらまで切きり裂さかれるという大ケガ負って滝たき壺つぼへと落下していった…………


　生死不明。


　いまの春蕾は、そのレオンを探すことでぎりぎり精神を平常につなぎ止めている状態だ。だけどそれも限界が近い。なにしろ氷結鏡界を三日間支え、わずか一日の休息を置いてすぐにいまのような状況で遠視をし続けている。身体からだが保もつわけない。


「弱りどころですねぇ。塔の事務員が噂に扇動され、幽幻種と戦うはずの護士が不ふ審しんに怯おびえ、巫女様まで疲ひ弊へいしている。上層部がこれを逃のがすはずが……」


「上層部？　天結宮ソフイア各局の幹部のこと？」


「あ……いや、これはまた別の話なんですけれどぉ」


　彼女にしては珍めずらしいくらい歯切れが悪い。


「ユミィ様、いま錬護士って何人いるかわかります？」


「え……えと、五十人が定数だったかと」


「それでですね、その五十人がいずれも巫女様の味方とはかぎりません。巫女様よりも塔の上層部と繫つながりの深い『お抱かかえ』錬護士の存在──」


「……どういうことですか」


　守るべき巫女より塔の上層部と繫がりが深いって？


「錬護士五十人。対して千年獅は、巫女の数にも左右されますがいまは最大五人です。もともと錬護士まで上りつめるような護士は実力申し分なし、さらに頭もキレて要領も良いのが大半です。けれど、それでも千年獅に選ばれない者の方が圧あつ倒とう的てきに多い」


　テーブルに置いたグラスを指先でつつくイシュタル。ゆれる水面みなもをどこか遠い視線で眺ながめながら彼女は続けてきた。


「ユミィ様ならどうします？　実力が拮きつ抗こうしているなか、自分が千年獅に選ばれるためにどうします？　自力ではどうあがいても活路を見いだせない時に」


「…………」


「ええ、口に出しにくい方法がありますよ。他人を頼たよる、これ以外にありません。そしてそんな錬護士と利害を一いつ致ちさせた者が────」


「さっきの塔の上層部の話ですね」


「ええ。塔とう制せい局、沁しん理り局、総務局、機工局、環かん境きよう局そして護ご法ほう院。これら天結宮ソフイアの各局の幹部です。巫女とはいえ彼らを無視することはできない」


　そのとおりだ。


　皇おう姫ひと巫女が一年中この天結宮ソフイアで祈いのりに集中できるのも、塔の制せい御ぎよを彼ら事務員が担になってくれているからに他ほかならない。


「イシュタルが気にしてるのはですね、シェルティス君が塔の上層部に目をつけられた場合、彼らの息がかかった錬護士が介かい入にゆうしてくる場合があるということです」


「……初めて知りました。そんな人たちが」


　巫女がシェルティスを庇かばおうとしても、上層部と繫がった錬護士が難なん癖くせをつけてくる可能性がある。問題は、それが『塔の上層部の意見』ではなく『巫女を守る護士の意見』として周りには映ってしまうことだろう。


　……巫女だもん、護士の意見は軽かろんじることができないよ。


　……せめて事前に誰だれかわかってれば。


「イシュタルさんは知ってるんですか？　その錬護士の人に心当たりは？」


「うーん。実はほとんど知らないんですよねぇ。なにしろ塔の規則には違い反はんしないし、お抱え』でない錬護士だって局長クラスの人間と親しいのは何人もいます。誰が確実にソレかって特定する術すべがないんですよ」


「……そうですか」


「ま、数人耳に入ってはいますけどねぇ、そういう疑いのある人」


　テーブルに頰ほお杖づえをつく錬護士筆頭。


「疑義のあるレベルというわけで実名を挙げるのは憚はばかられますが、たとえば『あやとり師』とか『青人形』、それと『図書館』あたり。渾あだ名なは体を表すみたいな者ばかりなので、ユミィ様も調べれば簡単に予想がつきますよ？」




[image: ]


「は、はい！　それで……」


　──リンッ。


　言い終える前に、再び呼よび鈴りんが鳴なり響ひびく。


「あれ？　誰だろこんな時間に」


「……いまの足音。護士ではなさそうですねぇ。たぶん事務職の誰かかな」


　首を傾かしげるイシュタル。さすがというべきか、機械扉とびらを隔へだててなお彼女には足音が前もって聞こえていたらしい。


「朝の五時三十七分。ユミィ様、イシュタル以外にこんな早朝で誰かを？」


「ううん」


　それに、もし事務職の誰かだとしたら事前に必ず連れん絡らくを入れてくるはずだ。こんな突とつ然ぜん、それも早朝にやってくるなんて例れいがない。


「……だとすれば、これは……先手を打ってきたかな」


「え？」


　頰杖をついていた姿勢から無言で立ち上がる錬護士筆頭。


「塔とうの上層部。扉の向こうで待ってるのはたぶん、お迎むかえです。ユミィ様の証人喚かん問もんのね」





　　　　２





「おーいシェルティスっ！　こっちこっち！」


　目と目があうなり、エリエが声を張り上げた。地平線から差しこむ朝焼けを反射する大ア拱ー門チの真下で、彼女が両手を振ふってみせる。


「シェル兄～っ！」


「ユトまで!?　こんな朝早くに起……いや、それより無事で良かったよ」


　抱だきついてくる黒くろ髪かみの幼女を抱き上げる。


「シェルティスまったくもう！　どこ行ってたのよ、こっち本当に大変だったんだから！　浮遊大陸オービエ・クレア戻もどるまでが大変で、帰ってきてからも大おお騒さわぎなのよ！」


　いつもの古びたツナギ姿で腕うで組ぐみするエリエ。


「え……いや、それは僕も嫌いやというほど承知で」


「わっ、ちょ、ちょっと何！　よく見たら顔真っ青じゃない!?……汗あせの具合も異様だし、どうしちゃったの。本当に平気？　死にかけてない？」


『毒を受けた状態で駆け回りましたからね。筋肉の運動で血流が促そく進しんされ、猛もう毒どくが傷口から全身に回ってしまったはずですよ』


「は？　なにやってんのバカ！　そんなことしたら本当にレオンみたくなっちゃうよ！　いま春蕾がどんな状じよう況きようか──」


　エリエのその一言に、全身が反射的に凍こおりついていた。


　レオンみたいに？　春蕾がどんな状況かってどういう意味だ？


「エリエ……それ……どういうこと。レオンと春蕾に何があったのさ」


「…………」


　向かい合う少女の瞳ひとみに陰かげがよぎる。


「アレ、乗って。天結宮ソフイアに行きながら話すから」


　エンジン音を撒まき散ちらす三輪ヴィークルを指さして、エリエは沈しずんだ口調で呟つぶやいた。





「……レオンが生死不明」


「あたしもホルンお姉ちゃん伝えだけどね。そのホルンお姉ちゃんはユミィから聞いたみたいだから噓うそじゃないと思う」


「────」


　ヴィークルの後部座席で、膝ひざ上うえにのった手が小刻みに震ふるえているのがわかる。


　……あのレオンが、噓だろ。


　…………死ぬわけない……そう思いたいけれど。


『エリエありがとうございます。選せん抜ばつ部隊の個々の状況は把は握あくしました。それと、申し訳ありませんが塔の状況は？　わかる範はん囲いで結構です』


「うんとさ、それが本当にわかんないの。飛ひ空くう艇ていで戻った時には偉えらそうな人が何人も通路走ってて、ケガしたホルンお姉ちゃんが医務室に行ったりしてる間にユミィとメイメルが65階に下りてきて……えっと、その後どうしたんだっけ？」


「エリ姉とユト、ユミィ姉のお部屋に呼ばれたよ！」


「おーそうだった。なにしろ次から次へ質問したり質問されたりで頭パンクしそう」


　オレンジ色の癖くせっ毛をかき回してエリエが溜ため息いき。


「あたしが聞いて理解できたのは、シェルティスの魔ま笛てきのことが天結宮ソフイアの人に知られちゃったってことくらい。本当なの？」


「……単なる噓と思いたかったけどね」





〝天結宮ソフイアの全フロアに、今の話を強制送信させました〟


〝あらら大変。あなたの過去も、あなたとユミィの関係も、隠かくしておきたかった秘密が塔の皆みんなに知られちゃいましたね？〟





　覚かく悟ごしていたことだ。あの異い篇へん卿きようは態度こそ軽けい薄はくだが、噓や脅おどしの類たぐいで敵を欺あざむくことがまるでなかった。


「たぶん、あたしが見た騒そう動どうもそれだと思う。その偉そうな人、『魔笛が～～』とか『今すぐ巫み女こ見習いを招集して～～』とか早口で怒ど鳴なってた。事務員のオジサンたちまで仕事止やめて点呼されてさ。たぶんあれ、身分確かく認にんとか再チェックされてたんだよ」


『予想どおりの有様ですね。エリエのいた65階の機工局でそれですから、塔の幹部級が集つどう階層や護士たちにいたっては相当な混乱かと』


　魔笛が恐おそろしいのは感かん染せん者しやに触ふれるだけで汚お染せんが拡大するということ、そして沁しん力りよくによる浄じよう化か以外に助かる術がないという点だ。そんな呪じゆ詛そを宿した人間が塔にいたというのだから、怯える人間がいて当然だろう。


『塔を混乱に陥おとしいれた張本人が帰き還かんするわけです。どういった仕打ちを受けるやら』


「……でも僕しかいないから」


　空白イグニドの狙ねらいを誰かに話して理解してもらう余よ裕ゆうはない。空白イグニドを食い止められる可能性があるとすれば自分だけ。


　──レオンがいない。ホルンも重傷、爛もメイメルの護衛で手て一いつ杯ぱいのはず。


　──ユミィも春蕾も、僕が二人を守るしかないじゃないか。


「あ、一個言い忘れてた。でもシェルティス安心して。天結宮ソフイアの中は騒動がひどいけど、ユミィがとりあえず手を打ってくれてるはずだよ」


　ヴィークルの操縦席に座るエリエがふり返る。


『ほう？　何か良い案でも？』


「そそ。とにかく天結宮ソフイアが混乱しっぱなしはまずいじゃん。だからユミィが『本件につき、後日招集する特務委員会で対応する』って特命出したんだって。どういうことかというと、魔笛を宿した疑いの人物は巫女わたしたちが責任もって確認するので、他の人は関かん与よしちゃだめですよってこと。そうすれば余計な噂うわさも情報もこれ以上は流れない。シェルティスだっておおっぴらに危険人物扱あつかいされることはないはずよ」


「……そんな手があったんだ」


　不幸中の幸いだ。ユミィの特命でひとまず自分の処しよ罰ばつを決する審しん判ぱんは保留になる。その間なら塔に出入りしても強制監かん禁きんまでは至らないはず。


　──空白イグニドの侵しん入にゆうにも対応できる。


「エリエ、ヴィークルの速度上げられる？」


「いけるよー。でも、そんなことしなくても見えてきたじゃない」


　朝あさ陽ひを浴びて暁あかつき色いろに染まった塔。一いつ般ぱん人じんや観光客の集中する正門を迂う回かいして、その西側に設置された関係者用の門へ。


「シェルティス、員章すぐ出せる？」


「もう準備してるよ」


　天結宮ソフイアの護士候補生として登録済みの職員カード。電子認にん証しよう鍵かぎの埋うめこまれた裏面を電でん子し錠じようの読み取り機へと押し当てて────


『警告。現在、この認証番号は管理局によって禁止ロツクされています』


　鈍にぶいアラーム音とともに、カードの読み取りが拒きよ絶ぜつされた。


「え……？」


「ん、シェルティスそれ見せて。裏面のとこ泥どろとかついてるんじゃない？」


　電子認証鍵の表面をツナギの袖そででこすって汚よごれを拭ぬぐい、エリエがあらためて読み取り機へとカードを近づける。


「あれ、また弾はじかれた？　シェルティスこれ使えないよ」


「……うそ。いや、だって昨日までは」


『どうも上級権限で禁止ロツクされているようですね。禁止ロツクの指定違ちがいか、あるいは』


　機械水晶イリスの言葉がわずかに濁にごる。


『誰かがシェルティスの番号を意図的に禁止ロツクしたか』


「エリ姉、この音うるさいねー」


　鳴りやまぬアラーム音にユトが両耳を押さえて首をふる。


　……昨日まで使えたはずの認証鍵が弾かれる？


　……そういえば、僕が送ったはずの電メ子ー文ルも誰だれからも返事がないし。


「失礼、旧錬護士シェルティス・マグナ・イール隊長とお見受けしますが」


「────」


　背後から現れた気配へ、シェルティスはゆっくりとふり向いた。


　全部で六人。電子認証が弾かれてアラーム音が鳴り響いた途と端たん、それを待っていたかのように門の奥から現れた正護士部隊。


「くり返しますが、シェルティス隊長でよろしいですね」


　もっとも手前に立つ短たん髪ぱつの剣けん士しが恭うやうやしく会え釈しやく。


「……僕は候補生です。隊長だなんて呼ばれたこともない」


　シェルティス隊長。自分に向かってそう告げるということは、やはりこの正護士たちも空白イグニドの流した会話を聞いて……？


「そうですか。それでは候補生シェルティス、我々に少々付き合っていただきたい」


「悪いけど急いでいるので。巫女様に報告したいことがあるんです」


「お時間は取らせません」


「今は一分でも惜おしいんです。だから、巫女様への報告が終わってからなら──」


　真正面から対たい峙じする正護士たちの背後で、新たな靴くつ音おとが響ひびいたのはその時だった。


「おいおいおいイルレイジちゃん、いーつーまーでーそんな問答してるわけ？　ったく頭ッ悪わりぃなおぃっ」


　巫女見習いを示す法ほう衣いをまとった女性が四人。さらにその最さい後こう尾びから、並ぶ巫女見習いと正護士の部隊をかきわけて現れる女性。


「あー……なんだ、そこのシェルなんとかって先せん輩ぱい？　てめぇはチョー危険人物だからさっさと連行されてくれませんですかっつぅ大人の隠語スラングがわからない？」


　黒の前まえ髪がみの一ひと房ふさだけを真しん紅くに染め、赤しやく銅どう色いろに日焼けした肌はだ。肩かたが剝むき出だしのタンクトップの上に、袖を通さずに儀礼衣を引っかけた恰かつ好こうだ。


　──十本の指にそれぞれ金属製のリング。


　──鋼線使いか？


「よぉ、お初。もと錬護士の先輩」


「……あなたは？」


「ネスカルシア。ネスカルシア・ジ・リーファ。護法院および沁理局から本件の総管かん轄かつを任ぜられた。位は錬護士。見てのとおり鋼線使い……ウチは『あやとり師』っつぅ渾あだ名なのが気に入ってるんだがね。可愛かわいいだろう？」


　地面を蹴けりつけるように歩き、自分とちょうど三歩分の距きよ離りでぴたりと止まる。だらんと下げていた腕うでを持ち上げて。


「やれ」


　直後、彼女の真後ろに従う巫女見習いが一いつ斉せいに開放序詞を口ずさむ。





【Ema意志　　　Ies色　　　──mille-s-clar生まれて歌う】


【　Valen祈り　　　ars王　　　──mille-s-clar生まれて歌う】


【　　Clar歌　　　milve鏡　　　──mille-s-clar生まれて歌う】


【　　　Co息吹　　　zahl鼓動　　　──mille-s-clar生まれて歌う】





「なっ!?」


　反応する間もなく、まばゆい蒼あお色いろの輝かがやきが自分たちを取り囲む円形サークルを地に描えがく。


「っ！」


　反射的に頭部を庇かばおうと両手を交こう叉さ。その両手に結界の光が触れた途端、じゅっ、と何かが灼やける音が辺り一面にこだました。


「沁力結界でダメージ。微び弱じやくですが彼の身体からだから白い煙けむりが立ち上っています。……まさか、本当に魔笛を宿してるなんて」


「んなのは見りゃあわかる。そう、一いち目もく瞭りよう然ぜんてやつだ。なぁ先輩、これでもう言いい逃のがれはできねぇぜ。ほれ、記録しな記録」


　部下である正護士の頭を小こ突づいて嘲あざ笑わらうネスカルシア。


「現在七時四十七分。第七小門にて対象を発見。調査の結果、件くだんの会話どおりシェルティス・マグナ・イールの魔笛保持を確認しました。これより捕ほ縛ばくしますってな」


「捕縛？　待って、どういうこと！」


　腕うで組ぐみする錬護士に向かってエリエが叫さけぶ。


「あたし巫女様から聞いたもん、シェルティスのことは巫女様が委員会を開いて取り調べるって。だから他ほかの人は手を出しちゃいけないって！」


「その指示はついさきほど、塔とうの議決により一時凍とう結けつされました」


　応じたのは、ネスカルシアの右みぎ隣どなりに佇たたずむ小こ柄がらな巫女見習いだった。


「指示を出したユミィ様ご本人が、そこのシェルティス・マグナ・イールとの関連を疑われています。現在、ユミィ様ご本人が聴ちよう取しゆを受けられているため、塔法の規定によりユミィ様の出した特命も凍結されているわけです」


『まずいですね。今回の混乱で巫女と塔の上層部、つまりは祭事と政まつりごとの権限抗こう争そうが最悪なかたちで浮うき上がりつつあります』


　天結宮ソフイアの防ぼう御ぎよを崩くずすのではなく、その組織の根本から自じ壊かいするのを待つ。


　……まず周りの人間を押さえて、あくまで僕を孤こ立りつさせる。


　……まさにイグニドの狙いどおりってわけか。


「事情は理解しました。それが塔の決定なら従いますし、取り調べだろうが拒こばみません。でもこれだけは聞いてほしいんです。第三機関の異篇卿が巫女を狙ってる。最低でも錬護士クラスの人間を二人以上、巫女の周りに護衛として配置してほしいんです」


「は？　第三機関？　魔笛を浴びすぎて幻げん覚かくでも見たか」


　やっぱりだ。第三機関の情報は錬護士たちにも展開されつつあるが、まだ浸しん透とうには至っていない。


「……なら一時間、いや三十分でいいから時間をください！　巫女か千年獅の誰でもいい、僕から直接話をすれば──」


「はい却きやつ下か」


　地鳴りが聞こえそうなほど強く地面を踏ふみつけるネスカルシア。


「さっきから立場理解してねぇの？　いいか、てめぇは塔の巫み女こサマにとっちゃ有毒生物も同然なんだよ。そんな奴やつが巫女サマに会う？　話をする？　魔笛を浴びすぎて頭までイカレたんじゃねぇのか」


「……っ」


「状じよう況きようは理解したかい？　わかったらさっさと連行されな」


　四人の巫女見習い、いずれも法衣に刻印儀礼を織りこんだ重装部隊が動いた。統とう率そつされた動きでこちらの四方を取り囲み、沁力を付ふ与よした十字棍ロザリオを突つきつける。


「シェルティス!?　シェルティス大だい丈じよう夫ぶっ？　ちょっとあんた何を──」


「誰が勝手に動いて良いっつった小こ娘むすめっっ！」


　びくんっ。


　走り寄ろうとしたエリエの肩が小さく揺ゆれた。


「な……なによ……そんな怖こわい声で怒おこったって！　言っとくけどね、シェルティスが本気で怒ったらあんたの十倍強いんだから！」


「へぇ」


　必死の形相で睨にらみかえすエリエに、むしろネスカルシアは楽しそうな表情で。


「これは感心、泣きだすかと思ったけどなかなかどうして度胸がある。ねえお嬢じようちゃん、お姉さんはむしろ親切で言ってあげたのよ？　ここにいる男はね、とっても危険なモノを保有してるの。お嬢ちゃんが触さわったら感かん染せんして死んじゃうかもよ？」


「そ、そんなことないって！　あたしが何年シェルティスと一いつ緒しよに──」


「ん～お嬢ちゃん？……やっぱり黙だまれ」


　錬護士が指を打ち鳴らすや、背後の正護士が一いつ斉せいにエリエとユトを取り囲んだ。


「ちょ、ちょっと何すんのよあんたたち。っ…………シェルティスっ！」


「シェル兄ぃーっ」


　肩を押さえられ、特とく殊しゆ繊せん維いのシーツにくるまれる二人。


「やめろっ！　二人は無関係で──」


「偉えらそうなクチ叩たたいてんじゃねぇよ、このクソ元げん凶きようがっ！」


　──ィンッ。


　何もないはずの虚こ空くうで、鳶とび色いろの前髪が数本はらはらと微み塵じんに刻まれて地に落ちた。


「…………」


「へぇ、ギリッギリでよく踏みとどまったじゃないか」


　ネスカルシアのそれには応こたえず、シェルティスは踏み出した足をわずかに後退させた。自分のちょうど鼻先の高さ────虚空に幾いく重えにも編まれた、蜘く蛛もの糸よりも細い鋼線。これ以上踏み出していれば顔を切り刻まれていた。


「あの二人は『保護対象』だ。てめぇの魔笛に感染してないか確かく認にんして、念のために浄じよう化かを受けさせてそれで解放。被かぶせたシーツも拘こう束そく用じゃねぇ、沁力の刻印儀礼を織りこんだ殺さつ菌きんガーゼみたいなもんだ」


　しゅるっ。


　指先一本で虚空に張った鋼線を巻きとる錬護士。と思いきや、彼女は不意に真横の巫女見習いを睨みつけた。


「しかしコレどういうことだ？　予定じゃ結界でこいつを拘束するはずだっただろうが」


「は、はい！　ですが、その……予想以上に……」


「四人がかりでも魔笛を抑おさえきれなかったと？　あー面めん倒どうくせぇ。こりゃ当初の想定より強力な魔笛じゃねぇの？　むしろ本当に人間なのか？　穢歌の庭エデンに堕おちたシェルティス・マグナ・イールに幽ゆう幻げん種しゆが化けてるんじゃねぇだろうな」


　指先の金属リングを弄いじる錬護士の目がいっそう凶きよう悪あくなものになる。


「まあいい。動けるなら先輩自身の足でご足労願うとしますか」


「…………」


　空白イグニドの襲しゆう撃げきまで時間がない。


　ここで連行されれば、待ってるのは恐おそらく何日間にも及およぶ尋じん問もんと身体検査。二年前に穢歌の庭エデンから帰き還かんした際も経験したが、今回はさらに大規模な検査になるだろう。無事にいったとしてもいつ解放されるかわからない。


　……最悪な状況だ。ここで僕が屈くつしたら。


　……ユミィと春蕾を空白イグニドから守る手だてが無くなるっていうのに。


「もし断ったら？」


「左足、ずいぶん小刻みに震ふるえてるじゃねぇか」


　くすくすと愉たのしげに目を細めるネスカルシア。


「血の気けの引いた顔色と尋じん常じようじゃない脂あぶら汗あせ、気づかれないとでも思ったか？　ウチと戦って力ずくで事態を打開するなんて考えちゃいねぇよな」


「……言われなくても……わかってるさ」


　どれだけ力をこめても左足の痙けい攣れんが収まらない。傷の痛みと高熱で意識すら失いかけている状態だ。彼女ネスカルシア相手に戦うどころか逃にげることもできる気がしない。


　──エリエとユトを人ひと質じちに取られて連行を強要されて。


　──だけど、連行されればユミィたちを守れない。


　八方ふさがりだ。どうすればいい？


『シェルティス』


　ともすれば聞き逃してしまうほどの小声で機械水晶イリス。


『この場は従いましょう』


「イリス!?」


『現状、あらゆる状況が私たちにとって逆風になっています。仮にこの場をしのぎ、かつエリエたちが無事だとしても、今のあなたの体調コンデイシヨンでは空白イグニドを抑えることは難しい』


「────」


　反論の余地がない。そしてそれを自分が、何より空白イグニドが誰だれより確実に理解しているというのが絶望的なのに。


『この数分で調べたかぎりですが、塔の電磁防衛セキユリテイも巫女メイメルの結界も平常時と同じレベルで作動しています。空白イグニドが侵しん入にゆうするにしても容易ではありません。それを信じ、状況が好転するのを待ちましょう。行動を開始するにしてもあなた自身が回復してからです』


　その言葉に────


　シェルティスは目を閉じて、明るさを増していく空に息を吐はきだした。


「観念したって表情だな」


　冷たい笑えみを浮かべる錬護士に、シェルティスはすっと頭を下げた。


「……一つだけお願いします。今日か明日中に……必ず巫女の前に襲撃者が現れるはずなんです。あなたでも誰でもいい。それを巫女全員に伝えてほしいんだ」


「覚えておこう」


「……お願いします」


「それじゃあ凱がい旋せんといこうか先せん輩ぱい。行き先は我らが天結宮ソフイアの取り調べ室だ」


　歩け。


　顎あごでそう指示する彼女から目をそらし。


「…………僕は、絶対に諦あきらめない」


「無む駄だ口ぐちは叩かない方が身のためだがな」


「────」


　包囲する巫女見習いに促うながされ、シェルティスは無言で歩きだした。





　　　　３





「あら、お帰りなさいユミィ。早かったわね」


　電でん子し錠じようで制せい御ぎよされた機械扉とびらをユミィが開けたそこに、なぜか自分の見知った先輩巫女が優ゆう雅がにティーカップを手にしていた。


「あのですね……なんでメイメルがわたしの部屋でくつろいでるんですか」


「えー。だっていつ帰ってくるかわからなかったんだもん。ただ待つのも暇ひまでしょう？」


　エメラルド色の髪かみを手で梳すくドレス姿の巫女。


　メイメル・イン・カーネイション──自分の先輩巫女にあたる女性で、その見み目め麗うるわしき容姿はもちろん、交こう渉しようや話術といった組織術にも秀ひいでた才女だ。


「あれ、それわたしのお菓か子し？」


　テーブルの上の銀皿に盛られた美お味いしそうなチョコレートケーキ。


「ええ。美味しそうだったから一つ頂いたわ」


「でも、とっておきだからって隠かくしておいたはずなのに」


「甘いわぁユミィ。冷蔵庫の一番奥の箱に入れて『カレールー』だなんて手書きメモを張ってあったら怪あやしいと思うじゃない」


「……次、勝手に箱を開けたら爆ばく発はつする仕し掛かけにしておきますね」


　でも、まあいいや。


　……どのみち食しよく欲よくもなかったもん。食べずに腐くさらせちゃうより良いいよね。


「それで、取り調べは終わったかしら？」


「……人を悪者みたいに」


　溜ため息いきをつく気力も起きず、腕うでを枕まくらにしてテーブルに突っ伏ぷした。


「でも、本当に悪者みたいな扱あつかいでした。名目は事情聴ちよう取しゆだったけど、後ろに局長クラスの人が三人も並んでて、ずっと会話は記録されてて……」





〝塔とうの上層部。扉の向こうで待ってるのはたぶん、お迎むかえです〟





　イシュタルの推測は当たっていた。


　扉を開けたそこに待っていたのは塔の事務員と正護士数名。「１２８階の合同会議フロアにて、ユミィ様にお話を伺うかがいたいことがございます」──拒きよ否ひすることもできずにその場で１２８階に連れられて、特段の説明を受けることもないままに聴取が始まった。


「ふーん。で、何を聞かれたのかしら」


「質問というより事実確認でした。これは本当ですか？　これは知っていましたか？　これに心当たりはありますか？　って」


　その質問は、全てシェルティスに関係したことだった。





〝シェルティス、思いだして。天結宮ソフイアの錬護士であったあなたは三年前、穢歌の庭エデンに転落していくユミィを庇かばって助けた代だい償しように、自分が穢歌の庭エデンに堕ちてしまったのですよ〟





　塔に流れたあの会話は本当なのか。


「どう答えたの？」


「……そんなはずないです、って」


　わたしを庇ってシェルティスが穢歌の庭エデンに堕ちた？


　そんなことあれば……わたしが忘れるわけないもの。レオンだって「シェルティスは生ビ態オ生ト育ー野ブの外れから転落した」って言ってたし。


「ほかの質問もそんな感じかしら」


「ええ。ほとんど答えられるものじゃなかったです。『穢歌の庭エデンに堕ちた彼が魔ま笛てきを宿した理由に心当たりは？』とか。わたしが聞きたいくらいだもん」


「ふぅん。でも当然、彼があなたの幼なじみっていうのは知られちゃったんでしょう？」


「それは……素す直なおにそうですって答えました」


　二年前にシェルティスが穢歌の庭エデンから帰還した時、自分はまだ巫み女こ見習いで上層部から事情聴取なんて話もなかった。でも巫女という立場になって、さらにシェルティスとの関係も公おおやけに知られてしまった。


　……上層部がわたしに事情聴取したのもそれが一番の理由なのかもしれない。


　……魔笛を宿した人間と巫女が旧知の仲だなんて。


　氷結鏡界を支える巫女ユミイにとっての最危険人物が身近にいる。上層部でなくたって事実を確認したくもなるだろう。


「ふむふむ。そりゃ巫女だって人間だし幼なじみも家族もいるわよね。とはいえ、今回の件でそれが問題になるとすれば──」


　チョコレートケーキの端はしをフォークの先せん端たんで削けずりつつ、メイメルは何やら考えこむように視線を宙に泳がせていた。


「ねえ、あれはどうしたの？」


「あれって……」


「ほら、いつだったか教えてくれたじゃない。彼とした千年獅の約束。異い篇へん卿きように流された情報だとそっちの方を気にする人間が多そうよ」





〝ユミィは浮遊大陸オービエ・クレアを守る巫女となってあなたを幽幻種から守り、あなたもまたユミィの千年獅となって彼女を守る。そんな約束でしたね〟





「……それも聞かれました。あの話は本当なのか、って」


「どう答えたの」


「…………」


　二時間におよぶ聴取でもっとも辛つらい質問だった。下手に認めてしまえば、自分が一年近くも千年獅をつけない理由がそれだと皆みんなに印象づけてしまう。


「……子供の頃ころの挨あい拶さつみたいなものです、って」


「なるほど、『子供の頃の冗じよう談だんに過ぎません』とも『子供の頃からの約束です』とも解かい釈しやくできる言い方ね。曖あい昧まいにとれるよう頭を使ったのはわかるけど、よく向こうを納なつ得とくさせられたわね？」


「いえ、やっぱり何度も聞かれました。でもずっとその一点張りで……ほかの質問もあるからって退ひいてくれました」


「粘ねばり勝がちね。鈍どんくさい方法だけどこういう時には良──」


　リンッ。


　メイメルの声を遮さえぎる呼よび鈴りんの奏。


「失礼、錬護士十七番ネスカルシア罷まかりこしました。ユミィ様、よろしいでしょうか」


　強固な岩を感じさせるハスキーボイスな女声。ネスカルシア……面と向かった記き憶おくはないけれど、錬護士の名めい簿ぼにそんな名前があるのは覚えがある。


「開けていいわよ。本人に間ま違ちがいなさそうだから」


「メイメルは知り合いですか？」


「ま……何度かはね」


　意味深な苦く笑しようで頷うなずく先輩巫女。


「どうぞ」


「失礼します。ほぉ、メイメル様もご一いつ緒しよでしたか」


　ティーカップを携たずさえた巫女に対しても恭うやうやしく一礼し、再びこちらに向き直る錬護士。


　……なんか怖こわい女ひ性と。


　女性で男おとこ勝まさりなほど日焼けしているのは爛もそうだけど、一ひと房ふさを真っ赤に染めた前まえ髪がみや全身からにじみ出る威い圧あつ感かんがそう思わせる。


「取り急ぎ用件を。天結宮ソフイアに放送された一連の会話への対応について、本日○二時○八分、ユミィ様から特命委員会の招集要よう請せいがありました件です。ユミィ様の聴取が終わるまで凍とう結けつされていた本要請ですが──」


「はい」


「ユミィ様の聴取終しゆう了りように基もとづき、凍結解除となったことをお知らせします」


　シェルティスが塔に帰き還かんした際に問答無用で捕ほ縛ばくされることを防ぐための一策だ。彼の魔笛については巫女と巫女見習いで対策本部を設置する。魔笛に関する専門家のみで話しあうことで、上層部をはじめとする部外者のしがらみを排はい除じよできる。


　……良かった。


　……これならシェルティスもすぐに天結宮ソフイアで迫はく害がいを受けたりしないはず。


「わかりました。報告ありがとうございます」


「ですが、委員会の招集は無効になる見込みです」


「…………え？」


　優に数秒、まるで謎なぞかけでもされているような気分になった。招集した委員会の招集要請の凍結は解除された。けれど委員会が無効になる？


「委員会が無効。まさか」


　ティーカップを握にぎるメイメルの手が震ふるえた。


「委員会で対応するはずだったシェルティスを、上層部が先に拘こう束そくした？」


「さすが。お見込みのとおりです」


　あからさまな嘲ちよう笑しようをかたちづくる錬護士の唇くちびる。


「ユミィ様が聴取を受けられていた二時間の間に、護法院および沁理局からの任を受けて私が『彼』を拘束しました。ユミィ様は聴取中だったので彼への調査もできない。しかし魔笛保持者である彼には一刻も早い調査が必要ですから、そこで護法院と沁理局の担当者が提案して別個の検討チームを発ほつ足そくし、ユミィ様の委員会が凍結している間に彼の調査を引ひき継ついでいたというわけです」


「わかりました。あとは委員会で彼に対する対応策を検討します」


「それはできません」


「──っ!?」


「先に報告したとおりです。委員会の招集は無効になると」


　チャリッ……指先に嵌はめたリングを互たがいに擦こすり合わせながら。


「塔法に規定されているとおりです。一個の調査対象に対して複数の調査機関が存在する場合、調査対象への検討決議書の決定を受けた機関に主導権がある。シェルティス・マグナ・イールについて、既すでに当検討チームは決議書の決定までを完かん了りようさせました。天結宮ソフイアの電子公文書としても掲けい載さいされていますのでご確かく認にんを」


「そんなっ!?」


　……うそ、あまりにタイミングが出来すぎている。


　シェルティスが塔とうに戻もどってきたところを拘束し、決議書の決定までを完了させた？　それが全部、よりによって委員会の権限が凍結されている間に起きただなんて。


「以上、報告を終了いたします。よろしければ私は退室させていただきますが」


「一ついいかしらー」


　膝ひざを組んだ恰かつ好こうのメイメルが片手を挙げる。


「単純な質問よー。即そく答とうでお願いしたいわね」


「何でしょう」


「ねぇ『あやとり師』さん？　その検討チームとやら、あなたも参加してるんじゃない？」


　──あやとり師。


　──まさかそれは……じゃあ、まさかこの人が…………





〝イシュタルが気にしてるのはですね、シェルティス君が塔の上層部に目をつけられた場合、そのお抱かかえ錬護士が介かい入にゆうしてくる場合があるだろうということです〟





「お見込みのとおり。調査顧こ問もんの任を与あたえられました。対象が護士候補生ですし、護士の意見も参考に取り入れるとの意向です」


「……そ。ならいいわ、私からの質問はお終しまい」


　何事もなかったかのように微び笑しようで応こたえる先せん輩ぱい巫女。


「ユミィ様はいかがでしょう。何もない場合、私はこれで退室させていただきますが」


「え……あ、え……ええと」


「よろしいですか。では──」


「待って！　あ、あります。質問……させてください！」


　背を向けようとしたネスカルシアを強ごう引いんに押しとどめ、ユミィは彼女の瞳ひとみを真正面から睨にらみあげた。


「彼を拘束した、と言いましたね」


「はい。魔笛を宿した存在に対しては必要な処置かと」


「その時……何か言っていませんでしたか」


　ずっと疑問だった。シェルティスだって、自分と異篇卿の会話が盗とう聴ちようされて天結宮ソフイアに流れたことに遅おそからず気づいたはず。


　……塔に戻れば身み柄がらを拘束されるのも予測できるし。


　なのに、それを承知で彼は戻ってきた。それはなぜ？　簡単だ、異篇卿イグニドと戦ったなかでシェルティスも何か伝えたいことがあったから。


　……それも可能なかぎり早く。


　……万が一にも盗聴をおそれて員章の通信機能も使えなかった可能性が高いもん。


「何でもいいんです、彼がその場で口にしていたことを全部話してください」


「…………」


「絶対に何か」


「ありません」


　たった一言、全すべてを遮しや断だんするように錬護士が首を横にふる。


「彼は何も喋しやべりませんでした。いえ、私も何か巫み女こ様に伝えるものはと訊たずねたのですがね。黙だまりこくるばかりで」


「うそ、そんなはず──」


　間かん髪はつ入れず追つい及きゆうしかけた矢先、誰だれかにぽんと肩かたを叩たたかれた。


「はいはいお終しまい。もう下がっていいわよー。報告ありがとね」


「メイメル!?」


「そうですか、では失礼します」


　ユミィが二の句を継つぐ間もなく、鋼線使いの錬護士は部屋のどこからも消えていた。


　テーブルごしに向き合って。


「……どういうことですかメイメル。なんでわたしの話を」


「あれ以上追及したって意味ないってわかったからよー」


　悪びれたそぶりもなく先輩巫女は教えてくれた。


「ユミィもわかったでしょ、上層部の目的は明らかよ。最初から彼を拘束するつもりで動いてきてる。わざわざお抱え錬護士の彼女をチームに参加させてるあたり、隠かくす気もないんでしょうね。彼らの目的は──」


「……二年前の再現」


「そう。塔に仇あだなす存在として一度は追放したはずの護士。それが幽ゆう幻げん種しゆの結界突とつ破ぱ事件をきっかけに再び戻ってきてしまった。待ってたんでしょうね、再び彼を審しん問もんにかける事件が起きるのを」


「でも、あんまりです……」


　浮遊大陸オービエ・クレアを守りたいという気持ちは同じはずなんだ。


　魔ま笛てきを保持する者に対する対応が違ちがうだけ。その小さな歪ゆがみが、こんなにも大きな衝しよう突とつを生んでしまう。


「せめてシェルティスが……わたしの聴ちよう取しゆ中に捕つかまってなかったら」


「運が悪い？」


「だって、たった二時間です。その二時間の間にシェルティスが戻ってくるなんて」


「それハズレ。因果関係が反対よー」


「反対って……」


「つまりね、ユミィが事情聴取を受けている間に彼が戻ってきたんじゃないの。彼が戻ってくるまでユミィに事情聴取をかけて委員会を凍結させてたわけよ。それが二時間で済んだから、あなたの聴取も二時間で終わったというわけ」


「っ！」


「したたかよねー。レオン不在で春蕾が不安定。私は明日あしたの声明発表に必要な準備で動けなかった。ヴィオラだって氷結鏡界の支し援えんで精せい一いつ杯ぱい。一人残されたあなたも委員会の設立途と中ちゆう。誰も他人を庇かばう余よ裕ゆうがなかった状じよう況きようでよくぞまあ……仕し掛かけてきたものね」


　自じ嘲ちようじみた笑えみを浮うかべてメイメルが溜ため息いき。


「で、どうするの」


「どうするって……」


「このままじゃ、彼、また天結宮ソフイアから追放されちゃうかもしれないわよ」


「…………知ってます」


　二年前ですら天結宮ソフイアから追放措そ置ち。今回はさらに多くの人間にシェルティスの存在が知られてしまった、単なる追放で留とどまるかもわからない。


「巫女は私情に囚とらわれてはいけないというけど、……ま、今回だけは私もちょっと居い心地ごこち悪いわね。私の決定で彼を第三機関の拠きよ点てんに向かわせたんだから」


　言葉どおり、そう告げるメイメルの表情もどこか煮にえきらぬ趣おもむきだ。


「私情ぬきでも彼の追放は大きな痛手ね。護士としての実力、幽幻種に対する知識、なによりこれから激化が見込まれる異い篇へん卿きようとの衝突に彼の不在は厳しいもの」


「……わたし考えます。シェルティスを助ける方法」


　頰ほおの内側を嚙かみしめる。


　巫女のために塔に戻ってきて、巫女のために第三機関の拠点に赴おもむいて、その代だい償しようがこんな結末だなんて認めない。


　──天結宮ソフイアに尽つくしてくれた護士に応こたえるのが巫女ならば。


　──今度はわたしが助ける番だから。




　第二章　『絶望と希望の境界線』







　　　　１





　天結宮ソフイア、屋外訓練場。


　水しぶき──轟ごうとうなる水音は一いつ瞬しゆんたりと途と絶だえることがなく、頭上からの強きよう烈れつな日ひ射ざしが細かい水すい滴てきに触ふれて小さな虹にじをいくつも作りだしている。


「……ふむ。ここも人ひと気け無しか」


　切りたった崖がけから雄ゆう大だいに流れる瀑ばく布ふ。


　浮遊大陸のあらゆる環かん境きようを再現した訓練場の中でも、適度に涼すずしく動きやすいという利点から、自主訓練時には候補生たちが好んで集まる数少ない環境フイールドである。


「こんな状況下こそ平常心で訓練…………普ふ段だんならそう檄げきを飛ばすところだが」


　口元に煙草たばこの煙けむりを燻くゆらせて、ユメルダ教官は無人の瀑布を崖上から見下ろした。


　皺しわ一つない紺こんスーツに真っ赤なネクタイ姿の長身女性。先せん端たんが九つに分ぶん岐きした漆しつ黒こくの鞭むちを携たずさえた指導員だ。


「……皆みんな、部屋にこもって待機中か」


　屋外訓練場の各所を回り続けて小一時間。熱砂環境、草原環境……どれも候補生の影かげすら見あたらない。


「…………」


　候補生の名前が羅ら列れつされた分厚い名めい簿ぼをめくっていく。その最さい後こう尾び近く、名前が灰色に塗ぬりつぶされた候補生を見つけたところで手を止めた。


「シェルティス・マグナ・イール──穢歌の庭エデンから生せい還かんした代償に沁しん力りよくを失って魔ま笛てきを宿したか。にわかには信じがたい話なんだがな」


　一連の会話が放送された時、多くの候補生がまさに屋外訓練場で訓練中だった。


　これが人気の少ない時間だったなら反応も違ったかもしれないが……結果、シェルティスの使用した武器にも魔笛が付着しているという噂うわさが広まり、昨夜から今朝にかけて塔とうの浄じよう化かセンターにかけこむ候補生が相次いだという。


　今もそうだ。


　彼が訓練に使用した環境フイールドに魔笛が残っている。そんな噂が護ご士しの統とう轄かつ機関である護法院までを動かして、巫女見習いによる環境フイールドの一いつ斉せい浄化が行われるという話まで浮ふ上じようしているらしい。


「────この動乱しばらく続く。そんな表情ですね」


「どうだかな」


　滝たきの轟ごう音おんに混じる声に、ユメルダ教官は苦く笑しよう気味に呟つぶやいた。


　ふり向いたそこには見知った姿の護士候補生。黒くろ髪かみを伸のばした優やさ男おとこ風の面おも立だちに、腰こしと太ふと股もものホルダーにそれぞれ大型の拳けん銃じゆうを格納した双銃士だ。


「今日は訓練の予定はないぞ、ナッシュ」


「ですから自主訓練ですよ。こういう時が良いんです。周りの連中に、よりによって俺が汗あせ水みず流してる姿を見せずにすみますから」


　柔にゆう和わな物もの腰ごしのなか不敵な眼光を同居させた護士候補生。


　ナッシュ・Ｇ・エンドルフィン──千人に達する候補生の中でも正せい護ご士し昇しよう格かくが確実視されている男の一人だ。基き礎そ的な戦せん闘とう力は言うまでもなく、洞どう察さつ力と考察力そして誰より強い向上心にあふれた青年。


　……その大量の汗。


　……私に隠れ、既すでに相当の訓練を自主的にこなしていたというわけか。


「お前一人か？」


「まさか。部隊長が汗流してるんすよ、あたしらがいないわけないし」


　そう応こたえたのは彼ではない。


　轟と唸うなる滝の真下、もう一つの入り口から入ってくる四人の候補生──その一人、沁力を付ふ与よしたハープを抱かかえた女性候補生だ。





〝……このまま終わるつもりはない〟





　かつて黄マ金ハの強きよう襲しゆうを受けて負傷し、統政庁への護衛部隊を決する最終選考でモニカ部隊に敗れた彼ら。


　……こいつらの良いところがここだ。


　飽あくなき向上心を水面下で支える苦痛の修練。誰より高く跳とぶことを欲ほつし、高く跳ぶためには低く屈かがむ努力が必要なことをよく理解している。


「この時期、この騒そう動どうの最さ中なかに訓練か？」


　候補生に送るべき賞賛の微び笑しようをあえて隠し、ユメルダはあくまで教官としての表情を取りつくろった。


「同どう僚りようである候補生の件────知らぬわけではないだろう？　お前たちも22階で浄化を受けた方がいいんじゃないか？」


「さてどうでしょう。ま、俺たちは俺たちの判断で動く。それだけです」


「して、お前たちの判断とは」


　部隊長ナツシユの視線と正面から向かい合う。数秒……数十秒……の後、先に視線を外したのは彼の方だった。


「たぶん、教官が思ってるとおりのことですよ」


「ほう？」


　意味深な仕草で肩かたをすくめてみせる彼。候補生にしては横おう柄へいな態度とも言えるが、今はそれが心地ここちよいとすら感じる。


「とはいえ彼の所属していた部隊、あそこの状況は気になりますね。部隊長が女性の……モニカと言いましたっけ。どうなってます？」


「控ひかえめにいっても良くないな。いつ内部崩ほう壊かいしてもおかしくない」


「ま、当然でしょうね。今回の事件のまさに渦か中ちゆうも渦中。仲間の一人が幽ゆう幻げん種しゆも同然だったという容疑をかけられて平然としていられるわけがない」


「いや、むしろ別の要因さ──」


「別の？」


　煙草の吸すい殻がらを携けい帯たい用の吸い殻ケースに移し、新たな一本を口にくわえる。けれど先端に火を点ともすことなく、ユメルダはしばし瀑布の音に耳を傾かたむけていた。


「……男には理解できない問題だよ」





　　　　２





　天結宮ソフイア17階。


　昇降機エレベータから降りてすぐの通路から奥の突つき当あたりまで、ずらりと並んだ個室。なにしろほぼ全すべての候補生たちが寝ね泊とまりする宿舎である。このフロアの収容人数だけでも百人近いと聞いている。


「ったく、なんで俺がこんな場所に」


　コツ……ッ……


　悪態をつきながらも声は控えめに。17階は女性候補生の専用スペースだ、男性の候補生がうろついているとわかれば即そく座ざに事情聴ちよう取しゆが待っている。


「ったく面めん倒どうくせぇ」


「それなら、どうしてここまで来たんです？」


　知的な雰ふん囲い気きの少女の声。通路を折れてすぐ、見知った顔の同僚が立っているのを見てヴァイエルは露ろ骨こつに顔をしかめてみせた。


「おはようございます。朝の訓練も中止なのに早いですね」


「…………」


「あ、待って！　なんで引き返そうとするんです。あなたもモニカの様子が気になって来たんでしょう？」


　儀ぎ礼れい衣いの背中部を摑つかんでくる小こ柄がらな少女。研究者用の白衣を羽織り、頭には巨きよ大だいな機メ械ツ帽トを目ま深ぶかにかぶっている。


「てめぇ一人が様子見てくれば十分だろうが」


　同じ小声で華宮カグラに言い返す。とはいえ、彼女なら来ているだろうという予感はしていた。彼女と部モ隊ニ長カとは部隊を結成する前からの旧知だという。部モ隊ニ長カが振ふるわない時に考えることは同じというわけだ。


「で、どうだったんだ」


「有あり体ていに言って、体調が優すぐれないとか気分が優れない以前の問題ですね。放心状態といいますか、扉とびらの前で何度か呼びかけたのですが反応がなくて……」


「ちっ」


　面と向かって話せばまだ違ちがうのだろうが、鍵かぎを掛かけて部屋に閉じこもっているとなると打つ手がない。





〝シェルティス、思いだして。天結宮ソフイアの錬れん護ご士しであったあなたは三年前、穢歌の庭エデンに転落していくユミィを庇かばって助けた代だい償しように、自分が穢歌の庭エデンに堕おちてしまったのですよ〟





「驚おどろくのはわかるがよ、いくら何でもダメージが大きすぎるんじゃねぇの」


「いえ。昨夜伝えたとおりです。モニカにとってシェルティスは単なる部隊仲間で済まされないんです。憧あこがれていた錬護士……三年前に穢歌の庭エデンに堕ちて殉じゆん職しよくしたと思っていた彼が生きていて、しかし彼は沁力を失って幽ゆう幻げん種しゆと同じ魔ま笛てきを宿していた」


「それを初めて聞かされたってのなら俺も似たような条件だろうが」


「いえ。ですから────」


　言いかけた言葉を華宮はあえて呑のみこんだ。


　モニカにとっては、たぶん「三年前の彼」が初はつ恋こいの相手だったのだ。赤の他人の情報として聞くのとは重みが違う。


「てめぇは知ってたんだよな」


「はい。昨夜モニカの前で伝えたとおりです。マハと戦った時、彼が魔笛を使ってマハの沁力を中和したのを見ていました。彼が三年前に行方ゆくえをくらました錬護士と同一人物であることは明白でしたし、シェルティス本人もそれを認めていましたから」


「なぜそれを伝えなかった……つぅのはしょうがねぇか。内容が内容だ」


　釈しやく然ぜんとしない面持ちでヴァイエルは髪かみを搔かきむしった。


「だがよ、部隊仲間が知ってて自分だけが知らなかったっていうのは大きいぜ？」


「はい。わたしにも責任の一いつ端たんはあるでしょう。昨日、話しながら頰ほおをひっぱたかれるくらいは覚かく悟ごしていましたし」


　……いや、むしろそれくらいの気力がある方がマシかもしれない。


　昨日の彼女は全てが夢うつつのような有様で、何を言っても曖あい昧まいな返事しか返ってこなくて…………まるで感情の抜ぬけた人形のようだった。


「もう一個聞いて良いか」


「あらたまって訊たずねてくるなんて珍めずらしいですね。何ですか？」


「アイツの魔笛とやらは実際のところどうなんだ」


　儀礼衣の端はしをつまむヴァイエル。


「俺もてめぇも、ほかの候補生連中もアイツと数ヶ月訓練してたよな。幽幻種と同じ魔笛だったらとっくに俺らは感かん染せんして全ぜん滅めつしてるだろうが」


「それが判断のわかれるところです。長い潜せん伏ぷく期間という可能性はありますが、それよりは単純な無害説をわたしは推おしますね。事実、二年前の上層部も同じ判断を下したようですから」


　人に影えい響きようを与あたえるような作用は見られない。しかしその確証が得られなければ巫み女この傍そばに置くわけにはいかない。結果、居住区への永久追放となったと聞いている。


「……果たして彼の魔笛は何なのか。その絶対的な真相は、たぶんシェルティス本人にもわかっていないと思うのです」


「考えるだけで面倒くせぇ」


　腕うで組ぐみして壁かべによりかかるため身体からだを傾けるヴァイエル。


「どうしましょうね。わたしたち」


「だから、それを決めるには大将がいなくちゃ始まらねぇんだよ」


「そうです、そのとおりです。でも……」


　ヴァイエルの隣となりまで身体を寄せて。


　華宮は、変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらの彼を真下から覗のぞきこんだ。


「モニカが気持ちを整理できるまで、もう少しだけ時間をくれませんか」
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　……華宮の声は、ずっと聞こえてた。


　……扉をノックする音も呼よび鈴りんも、ずっと続いていたのは知っていた。


〝モニカ、モニカいるんでしょう。話、できないでしょうか〟


　でもだめだった。


　身体が……いいえ、心の方がどうしても反応できなくて。立ち上がることもできずに、ベッドの上で膝ひざを丸めてうずくまっていた。


　…………わたしは。


「……なにを……やっていたんだろ」





〝わたしが巫女見習いだった頃ころに、憧れていた護士の少年がいた。それだけだ〟





　憧れていた錬護士が生きていて、よりによって同じ部隊の中にいた。本人の前で自分の気持ちをさらけ出してしまって。


　……ううん、それ自体は別にいいんだ。


　……彼が生きていた。それは何にも増して喜ばしいことだもの。


　穢歌の庭エデンから生せい還かんした代償に沁力を失った。そして幽幻種と同じ魔笛を宿した。それが何だ。それで命が助かるなら安いものじゃないか。同じ部隊の仲間じゃないか、再び沁力を取とり戻もどす方法をみんなで検討すればいい。


　……そう。話がそれだけなら良かった。


　もちろん驚きはしたけれど、ほかの候補生のように魔笛を恐おそれるあまり彼を部隊から外したりなんて絶対しない。


　だけど────


　次の瞬しゆん間かん、わたしは聞いてはいけないものを聞いてしまった。





〝ユミィは浮遊大陸オービエ・クレアを守る巫女となってあなたを幽幻種から守り、あなたもまたユミィの千せん年ねん獅しとなって彼女を守る。そんな約束でしたね〟





　入りこむ余地なんて無かった。膝が折れ、気づいた時には地面に座りこんでいた。


「……ユミィ？」


　あの子が？　よりによってわたしの後こう輩はいだったあの子が？


　彼と……そんな約束を。





〝レオン隊長とも知りあいなら、お前もやはり千年獅が目標なのか？〟


〝……そうだね〟


〝それは、なりたい理由が明確にあるのか〟


〝守るって約束した巫女がいるから〟





　初めて彼と組んで浮遊島ラグーンに行った時のことだ。飛ひ空くう艇ていの不時着でレオン隊長たちと分断されて、合流するまでの一夜の会話。


　あくまで努力目標のつもりで言っているのだと思って疑わなかった。


　でも違った。


　あの時、シェルティスは本気でそう言っていたんだ。


「…………なんで……こんなことばかりなのかな」


　三年前に死んだはずの想おもい人が生きていた。けれど彼にはずっと前から親しい女の子がいた。そしてその子は……自分が仲良くしていた後輩だった。


　わたしなんかよりシェルティスとの関係もずっと前からずっと深くて。


　魔笛を浄じよう化かする方法だって、巫女見習いが精せい一いつ杯ぱいだったわたしより巫女のユミィの方が詳くわしいに決まってる。





〝本当にあなたはユミィのことを想っているんだなって。大切な人間というのはほかにもいるでしょうが、さすがに彼女だけは別格だ〟





　声の主が誰だれだかわからないが、全すべてを知っているようだった。


　華宮だってシェルティスが穢歌の庭エデンに堕ちたことを知っていた。


　……もしもユミィが。


　わたしが気持ちを打ち明けた時点で、あの子とシェルティスの関係を話してくれていれば、ここまで深く衝しよう撃げきを受けることはなかっただろう。


　……あるいはシェルティスが。


　三年前に憧れていた錬護士のことを打ち明けた時点で、それが自分だと教えてくれていれば、こんなかたちで真実を知ることもなかったはずなのに。


「…………最低だ」


　ユミィもシェルティスも悪くない。一方的に彼を好きになったのはわたし。なのに、その想いが潰ついえた理由を誰かのせいにしようとしてる自分がいる。


「ちがう……ちがうのに…………わたっ……たしっ……はっ！」


　口の中まで涙なみだの味。


　しずく色に滲にじんだ視界のなかで、喉のどが痙けい攣れんして言葉がでない。





　わたしは……ただ……こんなかたちで真実を知りたくなかったの。





　シェルティスでもユミィでも華宮でもよかった。


　面と向かって本当のことを教えてほしかった。わたしは……シェルティスが穢歌の庭エデンに堕ちたと言われても、それを誰かに言ったりしない。失った沁力を取り戻す方法だって一いつ緒しよに考えてあげられると思ってた。


　素す直なおに打ち明けてもらっていれば……それがどんなかたちであれ……笑って終えられたはずなのに。


「…………わたし……本当に嫌いやな奴やつだ」


　とどのつまり、わたしはユミィに嫉しつ妬としてるんだ。


　世界に五人しかいない巫女である彼女と平へい凡ぼんな候補生である自分を比べてしまって、ユミィに勝てるところを何一つ見いだせなくて。


「…………お願い、放ほうっておいて。一人にさせて」


　何も考えたくない。昨日聞いた全部を忘れてしまいたい。


　息絶えるように呟つぶやいてベッドに倒たおれこむ。そのまま目を閉じて────


『あの……モニカ先せん輩ぱい……いま、少しお話できますか』


　聞き知った声が念話で伝わってきたのは、その時だった。
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　カツッ、ツッ──


　冷たく硬かたい通路に響ひびく足音。沁力の刻印儀ぎ礼れいが床ゆかと壁一面に刻みこまれたそのフロアは、幽ゆう幻げん種しゆが通過するだけで微び弱じやくなダメージを与えると言われている。


　天結宮ソフイア１９９階。巫女のフロアと浄化室を除くなら、ここまでフロア全体に魔ま笛てき対策が施ほどこされた場所は天結宮ソフイアでも稀まれに違ちがいない。


『シェルティス、平気ですか』


「ん……そうだね」


　硬いベッドに腰こしかけた姿勢で、シェルティスはぼんやりと頷うなずいた。


　──沁しん理り局の所有フロアか。


　護士を統とう率そつする機関が護法院なのに対し、沁理局は巫女見習いの養成と沁力研究をになう機関だ。フロアに施された刻印儀礼も実は魔笛対策ではなく、巫女見習いの修しゆ行ぎようによるものと言われている。


　……過去何百人、何千人という巫女見習いの汗あせと涙がしみこんだフロアなんだ。


　……ユミィもモニカも、巫女見習い時代は皆みんなここで修行してた。


「意外」


『何がです？』


「正直、もっと人外的な扱あつかいされると思ってた」


　天てん井じようには埋うめ込こみ型の照明のみ、横よこ壁かべには窓もカーテンも見あたらない。唯ゆい一いつの調度品といえるのは、いま自分の腰かけている折りたたみ式のサブベッドだけだろう。


「……これでもきっとマシな方なんだろうなって」


　人目につかない地下室に投とう獄ごくされたとしてもおかしくなかった。


『どうですかね。だってほら、家具がない理由ってアレですよ。部屋に家具置いておいたらシェルティスの魔笛に汚お染せんされる心配があるからって考えだろうし』


「それくらいは二年前から慣れっこだよ」


『嫌な耐たい性せいですねぇ。それより足は？』


「……相変わらず」


　紫むらさき色いろに腫はれ上がった左の太ふと股もも。魔笛汚染の疑いのせいで医師も近寄ることができず放置された傷だが、鎮ちん痛つう剤ざいを服用したおかげで痛みは感じない。そのぶん鎮痛剤が切れた時に拷ごう問もんのような激痛が待っているのだろうが。


『動けば毒が血流にのって全身に回ってしまいます。足の腫れが引くまでは動かない方が良いでしょう。軟なん禁きんされるタイミングもかえって良かったくらい』


「…………」


　そう、この身にとっては疲ひ労ろうを癒いやす機会でもある。一方で異い篇へん卿きようの脅きよう威いは何一つ解決していない。ユミィと春蕾シユンレイのもとに空白イグニドがいつ現れるかわからない。


「あの人、信用できると思う？」


『ネスカルシアという錬れん護ご士しですか。シェルティスの伝言をユミィに伝えるという点については無理ですね。空白イグニドのことなどまるで伝わってないと覚かく悟ごした方が無難です』


　あっさりと断言してみせる機械水晶イリス。


　いつどこで会話が記録されてるかもわからないこの状じよう況きようでだ。


『私たちを捕ほ縛ばくしたあの部隊、最初から結論ありきで動いていました。巫み女こにも浄化できない魔笛を宿した人間が天結宮ソフイアにいるんですから、巫女や氷結鏡界に影えい響きようが出る恐れだって頭をよぎって当然。ならば今度こそ天結宮ソフイアを追放させる必要がある…………今回の捕縛もその第一段階と考えるべきです。もちろんコレは最悪のシナリオの想定ですが』


「……いや、それで合ってると思う」


　腰のポーチに触ふれて溜ため息いき。


　収めていた双そう剣けんの柄つかと員章は参考品として没ぼつ収しゆうされた。武器を奪うばわれ、天結宮ソフイアでの通信手段も失った。こんな丸まる裸はだかも同然の状況で、唯ゆい一いつの希望はこの──


「むしろよくイリスが平気だったなって」


　万が一にでも声が聞き取られないように声を抑おさえる。


『……いや、ですからさっき偉えらそうな人が言ってたじゃないですか。魔笛に汚染された可能性がある物は極力一か所に集めておけって。散らばると浄化が厄やつ介かいだからって。双剣を没収したのはほら、あなたがソレ持って暴れ出したら困るから』


「一か所って結局は本ぼ体くのところ？」


『そうですよー。…………あぁ、十六歳の乙おと女めな私が汚よごれ物もの扱あつかい。なにこの仕打ち、あんまりひどくて泣いちゃいそう』


「元気そうで何より」


　機械水晶イリスが戯おどける余よ裕ゆうがあるうちは、それなりに事態が好転する機会があると思ってのことだろう。今はそれだけで心強い。


『あー、何かの間ま違ちがいで巫女様か誰か助けてくれないかな』


　機械水晶イリスがユミィの名を出さなかったのは、これも会話の傍ぼう受じゆを恐れたからだろう。


　……助けは、あるとしても時間がかかるはず。


　……今は来てくれるだけでいいんだ。


　望みがあるとすればユミィか春蕾、メイメル。異篇卿の脅威を知る巫女が一人でも来てくれれば、空白イグニドの襲しゆう撃げきを事前に知らせることもできるはずだから。


「いや、それも厳しいか」


　春蕾はレオン不在の衝撃でどうなっているかもわからない。メイメルは塔とう全体の混乱を制せい御ぎよするのに精一杯だろう。唯一動けるとすればユミィだが、いま彼女がここに来れば自分との関係に要いらぬ疑いが及およんでしまう。


「……エリエとユトはすぐ解放してもらえると思うけど、レオンの方が」


『考えることが山積みですね。レオンは救出隊に託たくすとして……私はもう一つ気になることがあって』


　先と比べやや歯切れの悪い口調で機械水晶イリスは続けた。


『モニカたちの方です。もっといえば護士全ぜん般ぱん』


「────」


『ユミィやレオンといった個々人への心配も必要ですが、あなたの魔笛のことを知った者たちのことも考えておかないと。なにしろ数が圧あつ倒とう的てきです。いまの彼らがあなたに対してどんな心象を抱いだいているのか』


「どうだろ……良いイメージは湧わかないね」


　染しみ一つない横壁を虚うつろな視線でぼんやり見つめる。


「……華宮が正しかったのかな」





〝あなたの魔笛のこと、モニカには知らせません〟


〝ただし、いずれ彼女も知ることになる気がします。その時は、あなたが自分の口で真実を伝える覚悟はしておいた方がいいでしょうね〟





　……せめてモニカとヴァイエルには僕から自分で。


　……その場でどんなことを言われたとしても、打ち明けてた方が良かったのかな。


「モニカ、怒おこってるかな」


『怒ってるし困こん惑わくしてると思います。部隊長としてが半分、もう半分は、三年前の錬あ護な士たに憧あこがれていた巫女見習いとして。もちろん仕方のないことではありますが』


「そっか……」


　ここまで事態が悪化したいま、現部隊の解散だって十二分に考えられる。モニカたちと部隊を組むことも今後二度と訪おとずれないかもしれない。


「モニカに謝らないと」





〝邪じや魔まなんですよ、あなたの周りをうろつく者は全すべて邪魔。全部綺き麗れいに排はい除じよしたい〟





　いまのところ全てが空白イグニドの目もく論ろ見みどおりだ。自分も天結宮ソフイアも、浮遊大陸オービエ・クレアそのものが異篇卿の術中に嵌はまってしまってる。


「────」


　床に拳こぶしを打ちつけ、煮にえたぎる激情をかろうじて抑おさえつけた。


　……状況をひっくり返す時機は必ずある。


　その時に自身が全快でないと意味がない。


「少しだけ目つむって休むよ。一時間したら起こして」


『はい。それが現在とれる最良の選せん択たく肢しだと思います』


　腫れた左足に体重がかからぬよう慎しん重ちように床へと腰を下ろし、シェルティスはそっとまぶたを閉じた。





　　　　３





『あの……モニカ先せん輩ぱい……いま、少しお話できますか』


　──言葉が出なかった。


　喉のどが痙けい攣れんして声が上ずってしまっていたのもあるけれど、それ以上になんて返事をすればいいかわからなくて喉が詰つまってしまっていたから。


　……寝ねてるフリをしてしまえば。


　……せめて今晩だけでも、そうしてしまえばどれだけ気楽でいられるだろう。


　いまの自分は後輩ユミイを気き遣づかう余裕なんてない。あの子を心ない言葉で傷つけてしまうかもしれない。心のどこかで醒さめた自分がそう告げていた。


　なのに────


「よかった。わたしも話があったんだ」


　気づけば、自分のものじゃないように唇くちびるが勝手に動いてしまっていた。


「…………」


『…………』


　互たがいに最初の一言が切りだせない。緊きん張ちようのあまり意識が飛びそうになって、モニカは服の上からぎゅっと自分の二にの腕うでを力いっぱい握にぎりしめた。


『……今日は……先輩に謝らなくちゃいけないと思ってて…………』


　念話ごしに伝わる後輩の声は、いつにない緊張を孕はらんで震ふるえていた。


　立場だけなら向こうの方がずっと上なのに。いつもそうだ、この子は巫女として振ふる舞まう時以外は、本当に等身大そのままの少女に戻もどってしまう。


　……きっとこれが。


　……良くも悪くも一番『この子らしさ』な一面なんだろうな。


『本当はわたしから先輩のところに行かなくちゃって思ってたんですけれど……ずっと監かん視しの人がついてて……部屋から動けない状態で』


　それには応じぬまま──


「話というのは、天結宮ソフイアに流れた会話の件か？」


『……は、はい』


　ベッドの上で身体からだを起こし、モニカは薄うす暗ぐらい部屋のなかで深々と息を吐はいた。


「知っていたのか？」


『え』


「わたしの部隊のシェルティスが、穢歌の庭エデンから堕おちて魔ま笛てきを宿していたこと。巫女であるお前は知っていたのか？」


『…………知ってました』


「……わたしは知らなかった」


　小刻みにふるえる自分の指先。ベッド端はじのシーツを握りしめようとして、けれど力がまったく入らなかった。


「先に一つ、ヴァイエルや華宮のためにも聞いておきたい。彼の魔笛は……その……塔にとって安全と考えていいものなのか？　害悪はないのか？」


『害は……ないと思います。二年前にも集中検査があったけど害らしい害は発見できなくて。なんて言えばいいのかわからないけど、シェルティスの魔笛は、魔笛だけど魔笛じゃないんです。沁力と反発するけど幽ゆう幻げん種しゆのものとは違ちがうみたいで』


「──そうか」


　良かった。これだけは心の底からそう思う。


　幽幻種の脅威をよく知る者からすれば無害の魔笛など到とう底てい信じがたいものだけど、現に自分の身体にも影響らしきものは出ていない。


　彼の魔笛が人体に影響を及ぼすようなものなら部隊長の立場として放ほうっておけないし、ヴァイエルや華宮にも医務室での検査を勧すすめなければならなかった。


　けれど、その反面──


「わたしは…………わたしだって天結宮ソフイアの状じよう況きようくらいわかってる。シェルティスの魔笛のことを公表しろなんて言う気はない。ただ……魔笛が無害だと判明しているなら、せめて同じ部隊のわたしには一言伝えてほしかった」


　協力してやれたはずだった。


　知りうるかぎりの情報と人脈で魔笛の浄じよう化かに協力して、そして……現い状まのような予期せぬ事件に対しても彼を庇かばうための準備ができたはずだった。


「わたし……そんなに信用できないと思われていたのか」


『！　それは違いますっ！』


　悲鳴にも似たユミィの応え。


『ただ……一人でも打ち明けてしまえば際限がきかなくなると思ってたんです。そんなことになれば塔の上層部も黙だまってないはずで。それが怖こわくて……先輩に黙っていたのは本当に申し訳なかったと思いますが、誰だれかに言える状況じゃなかったんです』


「そうして隠いん蔽ぺいし続けた結果が現こ状れなんじゃないか？」


　ごく一部を除き、誰も事実を知らされなかったシェルティスの過去と魔笛。


　誰にも打ち明けないという閉へい塞そくは天結宮ソフイアにとって一時の安定をもたらしたが、今回の件に誰一人対応できないという結果をももたらした。


『それは……』


「今回のことでわたしが悔くやしいとすればそれだけだ」


　……………………


　…………悔しい。


　怒ってるんじゃない。悲しいわけでもない。ただただ悔しくて仕方なかった。


「な……なん、なっ………………なん、でっ…………」


　喉が痙攣して声にならない。


　いつしか口の中が、にがい涙なみだの味でいっぱいになっていた。


『先輩──』


「なんでっ！　なんでお前もシェルティスもわたしに黙ってたんだ！　そんな大事な秘密、いつか絶対、誰かに漏もれてしまうに決まってるだろ！」


　こんなかたちで知りたくなかった。


　今のような手て遅おくれになる前に知っておきたかった。


「こんなかたちで……こんなことさえなければ、わたし……アイツのことを庇ってやれたはずなのにっ！　お前とも協力して……できたかもしれないのに」


『でも先輩、わたしも──』


「なんで言ってくれなかったんだ！　わたしがシェルティスのこと好きになったって言った時に…………あの時にお前とシェルティスが、ずっと前からそれ以上の関係だったって教えてくれれば────────っ！」


　声が絶ぜつ叫きようをこえて悲鳴となった。


「こんな…………辛つらい思いしなくてすんだのに…………」


　頭が痛い。まくしたてるあまり酸欠で何も考えられなくなって、モニカは再びベッドに倒たおれこんだ。


　……なんで……こんなことになってしまったんだろう。


　……大好きなはずの後輩に……気づいたらこんな我が儘ままみたいな愚ぐ痴ちをぶつけてしまっている自分がいて…………。


「……帰ってくれ」


　声を失って沈ちん黙もくする後輩に、モニカは枕まくらに顔を押しつけて消え入るように呟つぶやいた。


「一人に……してほしいんだ」


『────はい。こんな遅おそくにごめんなさい』


　念話が途と絶だえ、再び静まりかえる部屋。


「……ぁ……っ……はぁ、っ…………ぁっ…………」


　苦しい。身体をくの字に曲げて何度深呼吸しても息がろくにできた気がしなかった。


「……っ……っ、は…………」


　胸に枕を押し当てて抱だきかかえて。物音一つしない沈黙の空間で、自分の胸の鼓こ動どうだけが伝わってくる。


　わたし、なにしてるんだろう。喧けん嘩かなんてする気なかったのに。あの子だって、このままじゃいけないからって話をしにきてくれたのに。


　それを、一方的に言うだけ言って拒きよ絶ぜつしてしまうなんて。


「……わたしの……ばか」


　血が滲にじむまで強く下した唇くちびるを嚙かみしめる。赤く腫はれたまぶたを閉じて────


　……どうか、目が覚めた時は全てが夢でありますように。


　……ユミィとも仲良くできて彼シエルテイスが部隊にいる日まで戻っていますように。


　そんな泡ほう沫まつの願いを最後に、モニカの意識は深い深い夢の底へと沈しずんでいった。
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　眠ねむる世界。


　耐たい圧あつガラスでできた窓から覗のぞく世界は黒一色。普ふ段だんは忙せわしなく瞬またたく夜空の星も、今日だけは夜の暗さの中に隠かくれて息を潜ひそめていた。


　……ふしぎな夜。


　……まるで空全体が眠ってるみたい。


「こんな静かな夜なのに……」


　夜の冷たさに凍こおりつく窓まど枠わくに手をかけて、ユミィは塔とうの外の世界をぼんやりとした視界で見つめていた。


　──こんなにも静かな空の下で、天結宮わたしたちは、未み曾ぞ有うの混乱と衝しよう突とつに巻きこまれてる。





〝なんでっ！　なんでお前もシェルティスもわたしに黙ってたんだ！〟





「……先輩が怒おこるのも当然だよね」


　決して悪意で隠していたわけじゃない。


　彼女の言うようにいつ周囲に知られてしまうかわからない彼シエルテイスの魔笛。だからこそ打ち明ける相手を厳選し、打ち明ける時タイミングを慎しん重ちように探さぐっていたのも事実ではある。


　…………いいえ。


　……違う。彼の魔笛のことはきっかけに過ぎないもの。





〝お前とシェルティスが幼なじみで、ずっと前からわたし以上の関係だったって最初から教えてくれれば────────っ！〟





　わたしと彼女の間に生まれた本当の亀き裂れつは、きっとこっちの方だから。


「……先輩に嫌きらわれるのも当然なのかな」


　知らなかった。本当に知らなかったんだ。


　まさかモニカ先輩がシェルティスにそんな想おもいを抱いだいてるなんて、聞かされる前まで考えもしてなかった。


　……怖かったの。本当に大切な先輩だったからこそ怖かった。


　……喧けん嘩か別わかれを覚かく悟ごで全てあの場で打ち明ける勇気、どうしても出せなくて。


　このままじゃいけないと決心して念話を繫つなげてみても、結局は火に油を注ぐような結果で終わってしまった。


「──ううん、やっぱりダメ！　落ちこんでる暇ひまなんてない」


　頰ほおを両手でパチンと叩たたく。


「今はメイメルのお手伝いしなくちゃいけないし、春蕾だって励はげまさなくちゃ！　みんな大変な時なのに巫み女こが落ちこんでたら始まらないもん。シェルティスだって今ごろ──」


「彼のことは気にしなくていいですよ」


　……その声は。


　窓辺に腰こしかける自分の、すぐ背後からだった。


「誰！」


　照明を落とした薄うす暗ぐらいリビングの中央にゆらゆらと佇たたずむ漆しつ黒こくの人ひと影かげが。


「おや、驚おどろかせてしまいましたか。そういえば入室の際にノックを忘れていたかも」


　黒帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶった長身の優やさ男おとこ。


　金ボタンに彩いろどられた漆黒のスーツに漆黒の革かわ靴ぐつ。夜の暗がりと同化してしまいそうな出いで立ちと対照的に、その男声テノールは美しいほどによく通る。





〝シェルティス、思いだして。天結宮ソフイアの錬護士であったあなたは三年前、穢歌の庭エデンに転落していくユミィを庇って助けた代だい償しように、自分が穢歌の庭エデンに堕おちてしまったのですよ〟





　……あの時の声だ。


　ぞくり。真冬の氷さながらの寒気に背筋が一いつ瞬しゆんで凍りついた。忘れられるわけがない。シェルティスとの会話を天結宮ソフイアに流した張本人の声。


「……あなたが空白イグニド？」


「ええ。お久しぶり」


　黒帽子の陰かげの下、その朱しゆ唇しんがうっすらと笑えみのかたちにつり上がる。


「本当はここに寄るつもりはなかったけど、ついあなたの顔を見たくなったので」


「…………」


　その場に留とどまったままの異い篇へん卿きようを前にして、ユミィは無言で後ずさった。


　──本当に何者なの。


　自分やレオンも知らなかった三年前の真相を知り、ミクヴァの緋ひ眼がんを自在に起動させ、さらにここまで……天結宮ソフイアの警備を突とつ破ぱしてきた？


　不気味を通りこして悪夢を見ているようだ。


「そこまで特別なことはしていないのだけど」


「っ!?」


「表か情おに出てますよ。コイツいったい何者なんだって」


　トン、トトン……テーブルの縁ふちを指先でリズム良く突つつく異篇卿。その仕草に意味がないとわかっていながらも、思わずその一挙一動を凝ぎよう視ししてしまう。


「塔の警備を突破するなんて食後のティータイムのようなもの。私にとっては『あたりまえ』なんですよ。そう思いませんか？」


「……なんで、わたしに同意を求めるんですか」


「ねぇユミィ」


　不動を保っていた人影が、一歩こちらに近づいた。


「まだ私がわからない？　本当に？　本当に私が誰だれだかわからない？」


「──来ないでっ！」


　二歩目を踏ふみ出そうとする空白イグニドに対し、ユミィは反射的に声を上げていた。


　……これ以上近い距きよ離りで何かされたら反応もできない。


　……自分で自分を守らないと。


「これは警告です。それ以上近づいたら……」


「近づいたら？」


「沁力術式で迎げい撃げきします。巫女だからって沁力結界しかできないと思わないで！」


　巫女見習い時代に、最低限の自衛手段として学んだ術式がいくつかはある。もちろん通用するとは思えない。あくまで追おい払はらうための虚きよ勢せいの一策だ。


「そんな怯おびえなくてもいいのに」


　嘲ちよう笑しようめいた吐と息いきが異篇卿の唇くちびるからこぼれて消える。


「今日は顔を見に来ただけですよ。シェルティスの次に愛いとしく、そして憎にくらしい。そんなあなたは最後に虐いじめて虐めて虐めつくしてあげると決めているから」


「……何を」


「意味がわからない？　身に覚えがない？　だいじょうぶ、それも最後に教えてあげる。私とあなたの縁えにし、嫌いやでも思いださせてあげるから」


　腰を深々と折りまげて慇いん懃ぎんに会え釈しやく。


　瞬しゆん間かん、帽子の下でその淡あわい金きん髪ぱつが幽かすかにゆれた────ユミィがそう感じた時には、空白イグニドの姿は部屋のどこからも消えていた。


「………………っ……はっ…………ぁっ！」


　気配が立ち去ったのを確かく認にんした瞬間、全身から力が抜ぬけて膝ひざをついた。


「……本当に……何者なの」


　聞き覚えないはずなのに。見覚えないはずなのに。


　あの声あの姿、あの立たち振ふる舞まい。目の前に居るだけで何か……変な違い和わ感かんを覚えずにはいられなかった。なんだろう、あの異篇卿は何かが違ちがう。怖こわいとか不気味とかじゃなくて、自分と決定的に相あい容いれない異物感を感じずにはいられなかった。


　──それに、なぜこの塔にこの時機タイミングで？


　──いったい何が目的で侵しん入にゆうしてきたかもわからない。


「…………シェルティス」


　怖い。怖くてたまらない。


　千年獅の欠落にここまで不安を感じたのは初めてだ。


「……お願い、早く…………来て」


　消え入りそうな声で呟つぶやいて、ユミィはベッドに倒たおれこんだ。





　その翌日。


　巫女・春蕾の姿がないことが判明し、天結宮ソフイアはさらなる混乱の渦か中ちゆうへと押し流された。


　消えた巫女。空っぽの部屋にただ一つ──


　何かの位置を書かき殴なぐりで記した彼女のメモだけが残されていた。




　幕間　『ねじれる思惑』







　　　　１





　浮遊ラグーン諸島。


　統政庁が拠きよ点てんをかまえる巨きよ大だいな浮遊島ラグーンから飛ひ空くう艇ていで一時間。直径数キロにわたるものから数十メートル足らずのものまで、大小様々な浮遊島ラグーンが密集した空域だ。


　そのうちの一つ、一部の者からは『施設島プラント』と呼こ称しようされる島。この島の地中深くに第三機関の拠点があった。


「あー…………」


　地下に埋うまった拠点に響ひびく妖よう艶えんな声。


「あー……ヒマ。暇すぎる。こんなに時間の経たつのが遅おそいの久しぶり」


　あくびをかみ殺しつつベッドの上でゴロンと寝ね返がえり。ベッドの脇わきに山と積み重なった空のワインボトルを鬱うつ陶とうしそうに睨にらみつけ、ナタラーシャは小さく溜ため息いきをついた。


　燃える赤。


　ウェーブがかった真しん紅くの長ちよう髪はつは照明の光を浴びて怪あやしく輝かがやき、下着一枚という姿から覗く胸の双そう丘きゆうは今にもこぼれ落ちそうなほど。それと対照的に、首からうなじにかけての曲線は触ふれただけで折れそうなほど華きや奢しやで艶なまめかしい。


「天結宮ソフイアも統政庁も動きなし。もうちょっと勇んで攻せめてくると思ったんだけど、これじゃ興ざめ。……アルマデル様は訓練で籠こもりっぱなしだし、ほかの連中はまともに会話の成立しない輩やからばっかりだし。いっそ島の外に出てバカンスにでも──」


　トン、トトン。


　小気味よいリズムで扉とびらがノックされる音。


「……イグニド？」


「さすが、正解です。ちょっと失礼しますね」


　電でん子し錠じようで閉じられたはずの扉が音もなく開いていく。鍵かぎを解除した形けい跡せきも、かといって無理にこじあけたような気配もないというのに。


　……変な特技。


　……ま、こいつの得体が知れないのは昔からだけど。


「お早うございますナタラーシャさん。ノックしたのが私だとよくわかりましたね」


「こんな時間からわたしの部屋に来るなんてあなたくらいでしょうに。というより、まず言いたいのが──」


　ベッドの前まで悠ゆう々ゆうと歩いてくる同どう僚りようを見上げる。


　黒帽子に細身の黒スーツ、おまけに黒くろ靴ぐつ。こんな仕事外オフの日まで律りち儀ぎな服を着ずとも、もう少しおおざっぱな服装でも良いのにと思えてしまう。


「わたし、見てのとおりの恰かつ好こうなんだけど」


「はい。ほとんど全ぜん裸らですね」


　寝ね間ま着きすら脱ぬぎ捨すてて下着一枚。おまけに寝ね汗あせのせいで全身が濡ぬれそぼったように湿しめり気けを帯びていて、それが何ともいえない色いろ香かを引き立てている。


「なんかこう……言うことはないのかしら。『あぁお美しい』とか、『ぜひそのままの恰好で抱だきしめてください』とか思わない？」


「あいにく全然」


　帽子の下、微び笑しようすら浮うかべてあっさり否定する当人。


「だってナタラーシャさん、アルマデルさん以外が何言ったって聞く気ないでしょう？」


「当然。でも言われるのは悪い気しないもん」


「そういうところ好きですよ。自じ称しようオトナの女の割に子供っぽい一面て良いと思います。でもいい加減、そんな恰好してないで着き替かえては？」


「だって着替える必要ないでしょ。アルマデル様は訓練中で双ふた子ごは別件で外に出てるし、ベルトマーにいたっては何してるかもよくわからない奴やつだから」


「それは残念、ちゃんと着替えると気分も一新できるんですけどねぇ」


　そこまで言ったところで、ふと空白イグニドが考えこむように虚こ空くうを見上げた。


「はて。双子の別件とは？」


「知らない。『変な感じがするよ？』、『うん、妙みように空気がざわついてるね』。『見に行くよ』、『うん、見に行った方が良さそうだね』────なんて言って出かけちゃった。場所は、えっとほら、そこのテーブルにメモを書かせておいたわよ」


「ふむ……少し距離のある浮遊島ラグーンですね。あの二人が外出なんて珍めずらしい」


　紙の切きれ端はしを睨みつける空白イグニド。


「黄マ金ハさんは？　黄マ金ハさんの名前がありませんでしたが、双子のつきそいですか」


「マハ？　あぁ、アイツなら統政庁よ」


　二度目のあくびを嚙かみ殺しつつ、寝ね癖ぐせのついた髪かみを手で梳くしけずるナタラーシャ。


「アイツ出身があの島なんだって。かかりつけの医者のところに行ってくるって」


「あー……そっか。黄マ金ハさん定期検診ですね」
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「そそ。薬が切れて辛つらそうにしてたからさっさと行きなさいって言ってやったわ。アイツ人見知り激しいから外に出たがらないのよね」


「黄マ金ハさん繊せん細さいで内気ですからねぇ。誰かと違って」


「喧けん嘩か売ってる？」


「ああいや冗じよう談だんですってば。それよりナタラーシャさん、さっき私が着替えてくださいって言ったのも実は理由がありまして。紹しよう介かいしたい人を連れてきたんですよ」


「は？」


「もうこの拠点にいますよ、彼女」


　わたしに会わせたい人間？


　この拠点に？　第三機関以外の誰かを連れてきた？


　──何を勝手なことを。


　イグニドは、正式には異い篇へん卿きようではない。この組織に入ってまだ一年、この男に与あたえられた階位は異篇卿補ほ佐さというものでしかないのに。


「どういうことかしら」


「おお怖っ。まあまあ、そんな目で見つめないで。そんな目してるとせっかくの賓ひん客かくが怖がっちゃいますよ。なにせ黄マ金ハさんと同じくらい内気で人見知りな有名人だから」


「有名人？」


「ええ。いまは私の部屋で寝ねてもらってます。ちょっと睡すい眠みん薬やくが強すぎたみたいで」


　肩かたをすくめてみせる黒ずくめ。


　そして。


「天結宮ソフイアの巫み女こをね、一人誘ゆう拐かいしてきちゃいました」


　イグニドは、口元に変わらぬ笑えみを浮かべてそう言った。





　　　　２





　浮遊大陸オービエ・クレアから北へ六千キロ。


　音速で行き交かう飛空艇なら五時間、低速の遊覧船なら十時間を要する距きよ離りの先に、現在知られているかぎりもっとも巨大な浮遊島ラグーンが雲間に浮いている。


　──統政庁。


　法と政まつりごとを司つかさどる機関の名であり、同時にその島の名前でもある。周囲の浮遊島ラグーンで採れる鉱石や果くだ物ものは浮遊大陸で見かけないものも多いことから、浮遊大陸からの観光客が途と絶だえる日は一日たりともないと言われている。


　その島の都心部、中央エリアの入り口にあたる凱がい旋せん門もんで──


「……ふむ、異状なしであるな」


　一目見れば思わず目を疑うほどの巨きよ漢かんが、門の片かた隅すみで仁に王おう立だちになっていた。


　子供が見れば泣き出しそうな強こわ面もての顔に逆立てた短たん髪ぱつ、そして何より成人男性を軽く二回りは上回ってしまいそうな背せ丈たけと筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした体格が印象的な偉い丈じよう夫ふである。特注サイズであろう灰色のロングコートすら、腕うで組ぐみした男の上じよう腕わん筋きんに内側から圧あつ迫ぱくされて今にもはち切れそうになっている。


「久々に地上に出てきたが良いものだ。この活気」


　大通りにあふれる人ひと混ごみを遠目に眺ながめては頷うなずく大男。


　その言葉どおり道の両りよう端たんにはところ狭せましと屋台と出店が並び、道行く観光客の楽しげな歓かん声せいがそこかしこから聞こえてくる。


「しかし、世の中太平なれど油断はできず。いつ奴やつらが攻せめてくるか」


　口元を横一直線に引き締しめる大男。


　午後の日ひ射ざしを浴びて滝たきのような汗あせを流しつつ、それでも日ひ陰かげに隠かくれる気はないらしく仁王立ちのまま微び動どうだにしない。その彫ちよう像ぞうのような姿は暑さを我が慢まんするというより、そもそも暑さを感じていないような雰ふん囲い気きだ。


　──ぴと。


　その太い首元にヒンヤリした冷たい感かん触しよく。


「む」


「隙すきアリ。なんて言ったら怒おこられますか？」


　冷えたガラス瓶びんを首元に突つきつけた彼女がクスッと微び笑しよう。


　キャップ帽ぼう子しに薄うす地じのシャツとミニスカート。小ぶりで可愛かわいらしい鞄かばんをたすき掛がけに下げた小こ柄がらな女性だ。


「黒ク猫ロか」


「さすが、一発で見み抜ぬいてきますね」


　帽子の鍔つばを持ち上げて女性が会え釈しやく。


「ごぶさたしておりますゼアドール様、偶ぐう然ぜんお姿を見かけた時は目を疑いました。まさかあなたが地上に上がっていらっしゃるなんて」


「うむ、久々の休きゆう暇かなのである。あの場の守護は第七に任せている」


　意外そうな表情でこちらを見上げる女性。彼女に向かって大きく首しゆ肯こうして、『第一』のゼアドールは依い然ぜんとして突きつけられたままのガラス瓶を横目に見下ろした。


「差し入れの炭酸水です。大おお汗あせを搔かいてらっしゃるようでしたので」


「礼を言う、ちょうど喉のどが渇かわいていたところである」


　瓶の蓋ふたを親指だけでこじ開け、そのままガラス瓶に口をつける。


「普ふ段だんと装よそおいが違ちがうように見えるが」


「ああこれですか？　私も大仕事を終えて休暇です。いつもの黒スーツだと気分も滅め入いってしまいますからね。ていうかスーツ焼かれたし」


　ミニスカート姿で黒ク猫ロがくるりと一回転。


「────というのは冗談で、やっぱり今から諜お報し活ご動とです。今回はスーツ姿でうろつくと目立ってしまうので服装も思いきって替かえてみました。どうですか？」


「うむ、我わが輩はいのみたところ」


「はい」


「防ぼう御ぎよ力に不安の残る服装であるな」


「…………忠告ありがとうございます」


　なぜかガックリと肩を落とす彼女。


「ところで第九ヒユーイツクの姿が見えないようだが」


「ヒューイック様は統政庁ですよ。先せん般ぱんの……天結宮ソフイアとの遠えん征せいで第三機関の情報を持って帰りましたから、今はその整理をなさっています。なので今回は私一人で出しゆつ陣じんです」


　身体からだを押しつけるほど寄りそい、かろうじて届く小声で黒ク猫ロが返答。


「第三機関か。よくぞ無事に戻もどったものである」


「多少なり異篇卿の情報があったという事実が大きかったですね。ゼアドール様からの事前情報も助かりました」


「話は聞いている。次、赴おもむく時があれば我が輩あるいは第キ七イも同行せねばなるまい。……しかし足止めしてしまったであるな。任務とあらば急ぐのではないか？」


「平気ですよ。どうせ飛ひ空くう艇ていの出発まで一時間近くありますから。……ちょっと失礼」


　降りそそぐ日射しに目を細めるや、そそくさと背後に回る彼女。


「ゼアドール様の後ろは身を隠すのに最適ですね。日射しが強くて眩まぶしいので」


「しかし飛空艇？　遠出であるな」


「浮遊大陸オービエ・クレアですよ」


　黒ク猫ロの一言に、ゼアドールの巨きよ体たいが一いつ瞬しゆん震ふるえた。


「浮遊大陸オービエ・クレアの第二居住区。日中の人口がもっとも多い場所で、商業と交流の中心地でもあります。黒スーツだと浮いてしまうと思って」


「……任務は諜報ではなかったのか？」


　ゼアドールの知るかぎり、第一や黒ク猫ロの主な活動場所は秘ひ匿とく情報が管理された公的機関がほとんどだ。なのに今回は庶しよ民みんの集つどう居住区？


「今回私に与えられた任務は、シェルティス・マグナ・イールという少年について大衆から情報を得ること」


「────」


「ゼアドール様もご存じの彼です。統政庁に護衛として参加し、今回の我々との合同計画にも本隊メンバーとして加わった少年。彼と異篇卿との会話……私もこちらに戻ってきてから聞きました」





〝シェルティス、思いだして。天結宮ソフイアの錬れん護ご士しであったあなたは三年前、穢歌の庭エデンに転落していくユミィを庇かばって助けた代だい償しように、自分が穢歌の庭エデンに堕おちてしまったのですよ〟





「統政庁でも不安視する声が出ています。魔ま笛てきを帯びた者がこの島を歩き回ったこと。気づかぬうちにこの地も魔笛に汚お染せんされているのでは、と」


「…………」


「まだ詳くわしいところの一いつ切さいが謎なぞです。未み確かく認にんですが、天結宮ソフイアの上層部が彼の捕ほ縛ばくを命じたという情報も入っています。おそらく浮遊大陸オービエ・クレアの居住区にも動どう揺ようが広まっているはず。それを確認してきます」


「奴やつとは接せつ触しよくする気か？」


「シェルティスとですか。そうですね……今は難しいでしょう。天結宮ソフイアとしても今は混乱を収拾する方に専念したいはず。統わ政た庁しが行っても煙けむたがられるだけかと」


「そうであろうな」


　しばし目を瞑つぶって黙もつ考こうし。


「……何かあれば報告せよ。我が輩、此こ度たびの件については思うところがある」


「はい。それでは、ゼアドール様も良い休暇を」


　再び目ま深ぶかに帽子をかぶった彼女が歩きだすのを見送って──


「さて、警備を怠おこたってはいかんからな」


　あらためて、ゼアドールは凱旋門の脇わきから辺りを見回した。


　……せっかくの休暇ならばこそ、普段できぬ場所での警備に務めるのが真まことの守護者というものよ。


　黄マ金ハと空白イグニド、さらに第九ヒユーイツクの報告で残る異篇卿の容よう貌ぼうもおおよそは頭に入ってる。これで異篇卿がいつ再び現れようと自分の目からは逃にげられまい。


「ふん、もはや奴らが我が輩の目をくぐり抜ぬける術すべは無────む？」


　さまようゼアドールの視線が、大通りの端はしでぴたりと静止した。


「あの女は……？」


　雪のような女性だった。


　純白の雪よりも透すきとおった白はく髪はつを腰こしまで伸のばし、その肌はだもまた白磁のように……いや、病的なまでに白いという方が適切だろう。身にまとう純白のワンピースも安物ではないのだろうが、彼女が着ていると病人の入院服にしか映らない。


　……なんだ。あの弱々しい姿。


　大通りに沿って立つ家屋の壁かべに手をついて、身体を預けてよろよろと歩いていく彼女。数歩歩いては休み、数歩歩いては休み。時折くの字形に身体を曲げるのは……あれは咳せきこんでいるからなのだろう。


「病人か。しかしなぜ周りが誰だれも手をかさん」


　観光客は出店に入いり浸びたりだし、売り子もそんな観光客にしか目がいっていない。通りの脇に並んだ家屋の方角など誰も見ていないのだ。


「………………やむを得まい」


　警備と彼女を秤はかりにかけ、優に一分近く粘ねばった末にゼアドールは腕組みをほどいて大通りへと大おお股またで歩きだした。


　大通りを横切って、その際きわにある出店も無視してその先へ。


「そこの娘むすめ」


「…………」


「お前だ、そこの…………むぅ、名前がわからんが白くて弱そうな娘」


「…………っ…………？」


　壁に手をつきながら弱々しくこちらをふり向く彼女。


　瘦やせこけた背中から想像していたとおりの華きや奢しやな顔立ちだ。よほど苦しいのか、上うわ目め遣づかいにこちらを見上げる双そう眸ぼうも涙なみだを溜ためて潤うるんでいた。はっきりした目鼻立ちといい造形は整っているだけに余計その儚はかなさが強調されてしまっている。


「そこの娘。何やら身体が芳かんばしくないようだが。医師が必要か？」


「…………っ……あ…………」


　息絶え絶えにふり向く彼女。深呼吸で息を整え、ようやく視線をこちらに向けたと思いきや、こちらを一目見るなり彼女の目が見開いた。


「～～～～～っ!?」


「む？」


「…………ぅ…………っ……くぅ……っ！」


　よろめきながら壁から手を離はなし、自らの二本の足で自重を支える女性。その表情は、まるで数十年来の仇かたきと対たい峙じしているかのように厳しく強こわばっていた。


「…………こ……こな…………い……で…………」


「待て娘。我が輩は何も危害を与あたえる気はないぞ。ただお前の様子が明らかにおかしかったのでな」


「…………う……そ…………」


　頰ほおから滴したたり落ちる苦痛の脂あぶら汗あせ。顔色は血色を失って暗い青へと。自らの足で立つ彼女だが、それが拙つたない虚きよ勢せいであるのは明らかだ。


　……どうやら警けい戒かいされてしまったようであるな。


　……しかしこのまま見過ごすわけにはいかんし。


　自分の容貌と物もの腰ごしが他人に威い圧あつ感かんを与えてしまうらしい。それは同どう僚りようである第九ヒユーイツクや第七、黒ク猫ロから散々聞かされているから自覚はある。


「落ちつくが良い。あらためて答えるが、我が輩は断じて貴様に危害を与える者ではないぞ。貴様の身を案じてだな……」


「……う…………そ…………だってあなたは──────」


　瞬しゆん間かん。ぷつん、と糸が切れたように彼女の膝ひざが折れた。


「────────」


「いかんっ」


　くずおれる彼女。硬かたい地面に倒たおれる寸前、ゼアドールはかろうじてその身体を抱だき上げていた。


「おいっ、おい娘っ!?……昏こん倒とうしてるか。これは幾いくばくの猶ゆう予よもあるまい」


　応こたえぬ彼女を胸の高さまで抱き上げるや、ゼアドールは再び大股で歩きだした。
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「…………」


「目が覚めたか」


　ベッドに横たわった姿勢で首だけを動かす彼女。その姿を正面の壁かべ際ぎわから見下ろし、ゼアドールは安あん堵どの息をこぼした。


「…………ここ……わたしの専門医の……？」


「運が良いのである。貴様を運んで医者に診みせたところ、まさしく貴様のかかりつけの医師ということだったのでな。ほら、そこに」


　視線で示す先にはテーブル上の水差しと紙かみ袋ぶくろ。


「常備薬であろう？　我が輩は事情を知らぬが、貴様の顔を見た医師がすぐに処方してくれたのである」


「………………」


「どうした？　まだ具合が悪いのか」


「…………ここのお医者様…………ずっと昔からお世話になっていますから」


「そうか」


　初めてまともに会話が成立した。ということは、わずかながらも彼女が警戒心を緩ゆるめてくれたということなのだろう。


「いずれにせよ今しばらく休むと良い。それでは、我わが輩はいはこれで失礼する」


「あ…………待っ…………」


「ん？」


　部屋から出ようとしたところを呼び止められ、ふり返った。


「…………」


　無言で、出会った時と同じく瞳ひとみを潤ませたままこちらを見上げる彼女。


「…………わたしのこと…………わか……わからない……です、か」


「貴様のこと？　うぅむ、済まぬが人ひと違ちがいであろう。我が輩わけあって普ふ段だんは滅めつ多たに人前に出ることも許されぬ身なのである」


「…………知ってます……知ってて、聞きました」


「うぅむ？」


　見上げてくる彼女をしばし見下ろして。


「済まぬ、やはり人違いであろう」


「……それなら……別にいいんです。知ってたら……こんな優やさしく…………扱あつかってもらえなかったはずだから」


「義は通す」


　寂さみしげに瞳をそらす彼女の前で、ゼアドールは自らの拳こぶしを堅く握にぎりしめてみせた。


「弱き者をうち捨てて何が道理か。我が輩、生しよう涯がい只ただ一度も自らの道理に背そむいたことはないのである」


「……でも」


　対する彼女は、くるまっていたタオルケットで口元までを隠かくして。


「…………わたしは、嫌きらわれ者ものです……誰かに助けてもらうことなんか」


「弱者に善よし悪あしの区別などあるまい」


　背を向けたまま、ゼアドールはその横顔だけで彼女に応えた。


「心せよ。この世は千者千様の義で成り立つゆえに絶対的な善悪などない。──が、絶対的な強者と絶対的な弱者は各おの々おのの主観を超こえて確実に存在する。なれば強者として生まれた者は弱者を庇うのが責務であろう？　善悪といった主観に囚とらわれず遍あまねく弱者を救う。それが真まことの義というものよ」


「…………」


「話は以上である。それでは──」


「待って！」


　出せる精せい一いつ杯ぱいの声量で呼び止めて。それから少しだけためらいがちに、少しだけ恥はずかしそうに彼女は続けた。


「…………助けてもらってありがとうございます」


「うむ。礼で応えるとは感心な」


「あ、あの……ですから、わたしも……この恩は忘れません。いつかお返しに参ります。き、きっと……こういう事情なら許しが出ると思うので」


　顔を紅潮させてぼそぼそと呟つぶやく彼女。


「……お、お約束いたします」


「それは良いが顔が真っ赤であるぞ。やはり熱があるのではないか？」


「こ、これは…………違ちがいますっ！」


　小さな悲鳴を上げて、とうとう彼女は頭までタオルケットにくるまって隠れてしまうのだった。





　　　　３





「ねぇイグニド、よく聞こえなかったわ」


　押し殺した声で呟き、ナタラーシャはゆっくりと上半身を起き上がらせた。


「もう一度いいかしら。わたしには……あなたが巫み女こを攫さらってきたと聞こえたけれど」


「ええ、ちょうど天結宮ソフイアの警戒が手て薄うすになっていましたから」


「誰の命令かしら」


「私の独断です。彼女──春蕾シユンレイが塔とうに残っていると私の目的の邪じや魔まになるので」


「そう、あなたの独断ね……ふぅん」


　ナタラーシャの身につけた下着から薄うすい煙けむりが立ち上っていく。その周囲には塵ちりほどの大きさの火花が生まれ、徐じよ々じよに部屋の気温を上げていた。


「いつからあなた、そんな行こう為いが許されるほど偉えらくなったかしら」


「おや、問題がありましたか？」


「早すぎる」


　じゅぅ……手のひらに生まれた炎ほのおを握りつぶす。


「巫女の強ごう奪だつはまだ計画段階だったはずよ。それに、実行するにしても双ふた子ごの『重じゆう界かい』が完成してからが時機でしょう。いま巫女を攫うメリットは無いわ。逆に巫女を奪うばい返そうと天結宮ソフイアが躍やつ起きになる恐おそれの方が面めん倒どうよ」


　天結宮ソフイアに残る千せん年ねん獅しと錬れん護ご士し五十人。一度に捌さばくのは第三機関といえど手を焼くだろう。疲ひ弊へいしたところに今度は統政庁の選せん抜ばつ隊が…………となれば厄やつ介かいこの上ない。


「それは問題にさえなりませんよ」


　対し、漆しつ黒こくの異い篇へん卿きようは柔にゆう和わな笑え顔がおを崩くずそうとはしなかった。その程度の詰きつ問もんは予想済み、そんな口調だ。


「無理に春蕾を奪い返そうとすれば、それこそ彼女本人の身が危あやうくなると天結宮ソフイアも重々承知でしょう。下手な真ま似ねさえしなければ巫女の安全は保証する、そう先制してしまえば塔は動けない。それどころか今後の刺し客かくをも抑よく制せいできる」


「どうやって巫女の安全を証明するの？」


「春蕾の念話があります。定期的に念話を許可して塔の巫女と通話させてあげればいいんです。むろん、不要な念話を行えば双子の結界で感知できます」


「…………へぇ」


　豊かな胸むな元もとの下で腕うで組ぐみし、ナタラーシャは小さく感かん嘆たんの吐と息いきをこぼした。


　……一理ある。


　……なるほど、ただ無計画に攫ってきたというわけではないということね。


「最後に一つ」


「何でしょう」


「さっき目的が何とかって言ってたわね。そういえばあなたの目的って何？　重界計画が最終目的というわけでもなさそうじゃない」


　そもそもイグニドという名前すら本名ではあるまい。


　一年前に唐とう突とつに現れて異篇卿の補ほ佐さに就ついた異例の存在。その素す顔がおも目的も異な篇か卿まにすら明かそうとしない。にもかかわらず今の身分が許されているのは、この男が他ほかの誰だれにもない特性を数多く備えているからだ。


　……警戒心と反はん抗こう心しんの塊かたまりで、今まで誰にも懐なつこうとしなかった双子が最初に心を開いたのがイグニドだったわね。


　……穢歌の庭エデンや幽ゆう幻げん種しゆについて博識。かと思えば天結宮ソフイアの内部事情にも精通してる。


　……それに、遠えん隔かく地ちを自在に行き来する謎なぞの力も。


「教えてほしいわね」


「おや珍めずらしい。異篇卿に私的プライベートな質問はしないのが暗あん黙もくの了りよう解かいかと思ってました」


「ええ、だから答えなくてもいいわ」


「うーん……そうですね。他ならぬナタラーシャさんのご要望とあらば」


　考えこむそぶりで帽ぼう子しの縁ふちをわずかに持ち上げる空白イグニド。天てん井じようからの光に、縁の下の髪かみが淡あわい金色に輝かがやくのが窺うかがえた。


「でも前に言ってませんでしたっけ。私はシェルティスに一いち途ずなので、とにかく彼を虐いじめて虐めて虐めぬきたいんです。狂くるおしいほどに愛してあげたい」


「それは、さっきの巫女の誘ゆう拐かいと関連しないでしょう」


「表ひよう裏り一体ですよ。彼の一番近い場所に戻りたい。その感情の裏はね、いま一番近い場所を独どく占せんしている相手への復ふく讐しゆうですよ。その復讐が、実はあの春蕾にだけはどうやってもバレてしまうことがわかってまして」


「へえ？」


　──らしくないじゃない。


　普段なら温厚の化け身しんとも言うべきこの男から「復讐」という言葉が出たこと。それが第三者にバレてしまうだなんて、普段なら絶対に見せぬ弱気さも窺うかがえる。


「いま言えるのはこれくらいですか」


「……ま、いいわ」


　弾はずみをつけてベッドから飛び起きる。そのまま裸足はだしでクローゼットまで歩き、中にズラリと整列された服から紅あか系統のワンピースを手に取った。


「おや、お着き替がえ？」


「あこがれの巫女サマと直じき々じきに対面できる機会だもの。あと、アルマデル様にはわたしから事情を伝えておくわ」


「助かります────っと。ちょっと失礼。通信が」


「双子？」


「いえ、これは黄マ金ハさんですね。えっと何々…………へ？」


　イグニドの声が裏返る。普段から男声にしては高音だと思っていたが、裏返ったその声はまるで女性の声と聞き分けがつかないほどだ。


「あら可愛かわいい声」


「……こほん、失礼しました。ちょっと意外な連れん絡らくがきたもので。黄マ金ハさんは統政庁にいらっしゃるらしいのですが」


「なんて？」


「ええと、『統政庁のゼアドール様は、とても優しく聡そう明めいな殿との方がたでした』って」


「…………待って。意味わからないわ」


　自らのこめかみに指を添そえ、ナタラーシャはしばし無言で考えを巡めぐらせた。


「……ええと、ゼアドールって『天の車』の？　あのゴツくて暑苦しそうで堅かた物ぶつそうな」


「たぶんその人かと。『真夏の夜の寝ね物もの語がたりのような、自分の業ごうをも忘れてしまえるくらい素敵な一ひと時ときでした……この胸の高鳴りは何でしょう』って。マハさん何してるんだろ」


　お互たがい頭を抱かかえて黙だまりこむ。


「…………マハ、とうとう持病が頭にまで」


「…………働きすぎたんでしょう可哀かわい想そうに」


　深い、深い深い沈ちん黙もくの後。


「さ！　お化け粧しようしよっと、可愛い巫女サマにご挨あい拶さつしなくちゃ」


「私も双子が気になるので調べ物を」


　異篇卿二人は、何事もなかったかのように自分の職務を再開した。
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　それはちょうど二十四時間前──


　エリエとともにシェルティスが塔とうに帰き還かんした日の夜よ更ふけのこと。





「…………レオン」


　織物調の法ほう衣いをまとった黒くろ髪かみの少女が、じっと窓まど枠わくにたたずんでいた。


　十六という実じつ年ねん齢れいより二つ三つ幼く映る童顔と華きや奢しやな体つき。その黒こく瞳どうは大おお粒つぶの涙なみだを含ふくんで湿しめっており、内気で控ひかえめという元来の印象をさらに色いろ濃こく映しだしている。


「………………どこに……いるの……」


　塔の２８７階にある巫み女この私室。


　絨じゆう毯たんを敷しいた床ゆかへふり返っても彼の姿はどこにもない。


　名を呼べばいつだって返事をしてくれる。椅い子すは不安定だから落ちつかない、そう言って床に直接あぐら座りする彼の姿が……どこにもない。


「…………お願い……どうか」


　異い篇へん卿きようとの戦いで負傷し滝たき壺つぼに落下した彼。既すでに複数の救助隊が向かっているが、いまだ発見したという報告は入ってこない。


「……どうか無事で」


　自分も遠視で落下地点を探たん索さくしているのだが、なにしろ滝壺へと落ちた彼が流されたであろう流域範はん囲いが広大すぎた。どれだけ時間をかけても探索しきれない。


「……っ痛！」


　ズキンと痛みの走る前頭部。沁しん力りよく術式の長時間使用にともなう疲ひ労ろう症しよう状じよう。巫女以前に、巫女見習いの時期に誰しも一度は経験する痛みだ。


　……力、使いすぎたんだ。


　……メイメルにも止やめなさいって言われてたし。


　もともと氷結鏡界を三日間維い持じしていた時点で限界なのに、ほぼ休む間もなく統政庁との合同計画に駆かりだされた身である。身体からだに負担をかけすぎているのは誰に言われるまでもなく自分が一番理解している。


「っぁ…………はっ……ぁっ…………」


　壁かべ際ぎわに寄せた椅子に腰こしかけて、窓枠に肩かたを押しつけてもたれかかる。


　身体に力が入らなくて、何かに寄りかかっていなければ今すぐにでも倒たおれてしまう。そんな気がした。


「…………レオン……無事だよね……無事だよね」


　何度も何度も声にする。たとえ応こたえてくれる人がいなくても、そうくり返していないと不安に耐たえられない。


「……無事だよね」


　頭が……割れそうに痛い。痛くてたまらない。どんなに強力な鎮ちん痛つう剤ざいを飲んでも鎮しずまることのない痛み。涙がにじんでも歯を食いしばって耐えしのび…………





　────っっっっ！





　直後、春蕾シユンレイの全身が小さく震ふるえた。


「い……いた…………レオンッ!?　レオン、レオンっっ！」


　鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる木々の奥────滝壺から下る激流の岸辺、そこから数メートルほど離はなれた距きよ離りにある大樹に背を預け、がっくりと頭こうべを垂れてしゃがみこむ男の姿。


「レオンっ！」


　……生きてる？　いや、わからない。座ってるけど微び動どうだにしてない。


　……気を……失ってるだけと信じたい。


「は……はや……早く…………」


　一秒でも早く現地の救助班に伝えないと。


　遠視で探さぐっていた位置はハッキリと覚えてる。ふるえる手でかろうじてペンを取り、遠視していた地点と地図を突つき合わせる。


　……落ちつけ。ここで座標を間ま違ちがえたら全すべてが台無しなんだから。


　……間違えないように。こんなの遠視の基本じゃないか、冷静に、冷静に。


　地図上の方位と座標をミリ単位まで正確にはじき出し、手にしたメモの数値をそのまま念話で現地の巫み女こ見習いへと伝送。


「……っ…………っ！」


　終わった──手元のメモを見て安あん堵どの息をこぼした途と端たん、両りよう肩かたにたとえようのない重みを感じ、春蕾はそのまま床に倒れこんだ。


　……だめ……もう、身体が…………これ以上は………………


　そのまま意識が途と切ぎれようとして──


「おつかれさま、春蕾」


　…………え？


　声が聞こえた。自分一人しかいないはずの私室で。


「大変な作業でしたね。まあでも、私もレオンは無事だと思いますよ。彼があの程度で力つきるはずがない」


「────誰だれっ!?」


　隣となりの窓枠に、まるで自分の真ま似ねのように肩を預けてこちらを見つめる長身の影かげ。


　黒帽子に黒スーツさらに黒くろ靴ぐつ。全身黒一色の装よそおいで、その異い篇へん卿きようは夜と同化するかのように立っていた。


　…………この声。


　…………異篇卿だ……シェルティスと話してた。


「さて無事にここまで来られました。しかしこうなるとレオンが不在というのは大きかった。私の目的がとっても達成しやすくなりました」


「…………嫌いや」


「あ、そんなに怯おびえないで春蕾。私があなたに手て荒あらな真似するわけないでしょう」


「え？」


　──どういうこと。


　目の前の人物は敵。それは間違いないはずなのに、この異篇卿の言い方はまるで知人か友人にでも接するような態度ではないか。


「たぶん、あなたが思ってるとおりですよ。ほら────」


　イグニドが一歩前に出る。


　窓ガラスの向こうから塔とうの外部照明の光が差しこんで、窓の正面に立つ異篇卿の姿を照らし出した瞬しゆん間かん。


「っっっ!?」


　春蕾は息も瞬まばたきも忘れ、目を見開いたまま凍こおりついた。





　見える。





　顔は帽ぼう子しに隠かくれ、その体型もスーツによって覆おおい隠されているけれど、確実に見える。衣服で顔かたちは隠せても『沁力のかたち』だけは誤ご魔ま化かせないから。


「幼少期より親の虐ぎやく待たいを受けて育った少女。過度なまでの対人恐きよう怖ふ症しようはこの影えい響きようだと推定される。常に人の顔色をうかがい常に人を疑って過ごした日々。しかしそれが皮肉にも、きわめて希け有うな沁力術式を後天的に開花させました」




[image: ]


　帽子の鍔つばをわずかに持ち上げる空白イグニド。


　一歩、また一歩近づいてくる。逃にげなくちゃ……そう思いながらも、しかし春蕾は倒れたまま微動だにできなかった。


　目の前の異篇卿の胸元に透すけて見えるモノ、それは────


「人の心の像、人の沁力のかたちを具現化して映しだす『世界図絵』。あなたはその力で当時、錬れん護ご士しだったレオンを見いだした。人の沁力のかたちは固有にして無二。一つとして同じかたちはない。そして、私にとって何より不都合な力でもある」


「……う……そ」


　渇かわききった喉のどから零こぼれる言葉、それが何より春蕾の本音を素す直なおに表していた。


　見える。


　イグニドの胸の高さの位置に、半はん透とう明めいながらに映った沁力の像。そのかたちは──


「……え…………あ……あれ」


　確かに見える『かたち』。でもそれが信じられない。


　そんなはずない。だってそれじゃあ……空白イグニドの正体は…………？


「どうし……て……」


「思おもい違ちがいではありませんよ。あなたが目にしている『沁力のかたち』がそのまま私の正体です。だから私がここに来た。よりによって私の素す顔がおを看破しうるのが春蕾……あなただったなんてね」


　異篇卿の腕うでがこちらに向かって伸のびてくる。


「…………どうして……どうしてあなたが……」


「全てが終わった後に教えてあげます。だから春蕾、しばらく私たちの拠きよ点てんに来てもらいます。なに、ちゃんと不自由ない生活は保証してあげる」


　かたくなに素顔を隠すイグニドの口元が嬉うれしそうにつり上がり────春蕾の意識は深く深く沈しずんでいった。





　　　　２





　天結宮ソフイア22階、塔とう内ない医院。


「エリエさんお疲つかれ様さまでした。もう服を着ていいですよ」


「ひゃ、ひゃぁい！……あー寒かった」


　白の法衣を着た巫女見習いに背中を叩たたかれて、エリエはその場で小さく飛び上がった。なにしろ服は全部脱ぬいで素すっ裸ぱだか。薄うす地じのタオルを一枚巻いただけという姿で何時間も精密検査なるものを受けていたからだ。


「くしゅん！　うぅ、なんでこんな寒い真似してるんだろ」


「我が慢まんしてください。服や身体のどこに『彼』の魔ま笛てきが付着してるかわからないので、服もお身体も確かく認にんしろという命令なんです」


「……だからぁ、シェルティスの魔笛は平気だってのに」


　頰ほおを膨ふくらませながら更こう衣い室へ。わざわざビニール袋ぶくろに入れられて「浄じよう化か済み」と札タグまでつけられた自分の愛用ツナギ。


「あ、でも良い匂におい。洗せん濯たくしてくれたんだ」


　袖そでを通した途端にふわりと感じる清せい涼りような香かおり。普ふ段だんは機械油の臭においしかしないから新しん鮮せんな感覚だ。


「エリ姉────っ！　エリ姉も終わったの？」


　ぱたぱたと駆けてくる黒くろ髪かみの幼女。こちらは空色のワンピースも着終わって帰宅準備も完かん了りようという出いで立ちだ。


「おーユト。ユトも終わったのね。良かった、これで無罪放ほう免めんだねあたしたち」


「むざい？」


「帰れるってこと。さ、ちょっと待っててね。いま荷物を確認……」


　指定のロッカーを開けたそこには自分の鞄かばん。鞄の中の収納位置が変わっているということは、中身もまとめて浄化を受けた後で魔笛の残留チェックが行われたのだろう。


「お菓か子しもジュースも通信機も……よし、全部入ってるぽい！　それじゃあとにかくフロアから出よっか」


「おーっ！」


　ユトの手をとって22階の第三受付へ。


「……っと、ここで良かったんだっけ。ねぇもしもし。指定番号０９８７－４Ｇのエリエと指定番号０９８６－９Ｋのユトなんですけどー」


「はい、エリエさんとユトさんですね。魔笛の残留チェックお疲れ様でした。精密検査の上でも魔笛の反応値０との結果が出ております」


　笑え顔がおで電子端たん末まつに触ふれて画面を見つめる少女。端末の検けん索さくを見ても慣れた様子だが、着ているのは白衣でなく黄色の法衣だ。


「ねね、あなたもお医者さんじゃなくて巫女見習いなの？」


「はい。この第三受付は巫わ女た見し習たいちが交代で管理しています。魔笛の診しん療りようと結果通知なので、お医者さんより巫女見習いの方が症しよう状じよう判定は確実です」


「……なるほど納なつ得とく」


　出力された結果通知を受けとる。穴が空くほどそれを眺ながめて、エリエは無言で紙を鞄にしまいこみ────鞄の中でくしゃっと握にぎりつぶした。


　……あたしもユトも全ぜん項こう目もくで正常値。


　……こんなに裏も取れてるのにシェルティスは捕つかまったままなの？　だとしたら何のための検査だっていうんだろ。


「あのさ、それであたしらはどうすればいいの。帰っていいの」


「はい。この２番ゲートを通って左に曲がれば中央昇降機エレベータがあります。一いつ般ぱんの方も使える昇降機エレベータですので、そちらから地上階に降りられます」


「こっちは？」


　エリエが指さしたのは二ふた叉またの通路の右側だ。


　左の通路はガラガラなのに、右側の通路は護ご士しらしき人たちが何列も列を作って待機しているので気になっていた。


「これからエリエさんと同じ診しん断だんを受けられる方ですよ。順番待ちですね」


「うそっ!?　え、だってあんなに大勢……？」


「ちょっと大変です」


　一いつ瞬しゆんだけ浮うかべた苦笑いをすぐに隠す巫女見習い。


「候補生の方々ですね。長いあいだ『彼』と同じ訓練に参加していたので、やはり魔笛に感かん染せんした恐おそれがあるからと浄化を申し出ているんです」


「……そ。ユト行こっか」


　目を細めて彼らを眺め回し、エリエは再びユトの手を取って歩きだした。人ひと影かげの少ない２番ゲートを足早に通過して。


「…………」


「エリ姉、怒おこってる？」


「……わかんない。でもあたし、こういうの好きじゃないかも」


　具体的に「こういうの」を説明しろと言われればできないだろう。ただ漠ばく然ぜんと、今のように不ふ穏おんで緊きん張ちよう感かんを孕はらんだ空気は嫌なのだ。胸が詰つまってしまいそう。もっと穏おだやかで楽しい雰ふん囲い気きの空気を吸いたいのに。


「ま、あたしまで暗くなってもしょうがないか！　よし、それじゃあ早さつ速そくどこか行こうよ。誰かと会ってパァーっと騒さわぐよ！」


「おーっ！　でもシェル兄いないよ？」


「そこなのよねぇ。たぶん検査とか当分終わらないだろうし」


　巫み女こ見習いによる入念な魔笛残留値チェック。あげくの果てに希望もしてない浄化術式を浴びせられて丸一日以上かかった。自分たちでこれだから、元げん凶きよう扱あつかいされているシェルティスが今日中に解放されるとは思えない。


　……シェルティス置いてあたしだけ二ア羽ルのビ白レ鳥オに帰るのなんて嫌いやだしね。


「んー。じゃあユトこっちおいで」


　中央昇降機エレベータを通り抜ぬけて、目指すは塔の職員だけが起動可能な高速昇降機エレベータだ。前に紗シヤ砂サからもらった員章を使えば塔のほぼ最上階まで一気にいける。


「ユミィ姉のところ？」


「そそ。シェルティスと会えたことだけでも報告してあげれば少し安心するじゃない？　ユミィってばずっと心配してたみたいだし」


　員章の電子認にん証しよう鍵かぎを読みこませ、表示されたフロア番号『２６０』のボタンに触れる。そこから上は２６０階でさらに専用昇降機エレベータへと乗のり換かえだ。


　ひゅぉっ──空気が擦すれる音を響ひびかせて上じよう昇しようする昇降機エレベータ。流れるように切きり替かわっていくフロア表示をぼんやりと眺めるうち、軽かろやかな音を立てて昇降機エレベータが停止した。


「とーちゃく！」


「おし、さっさと乗り換えよっか。ここ護士の人たちのフロアだし、あまり目立たずに移動してくださいって紗砂にも言われてるしね」


　幹部用会議室。


　……えっと、たしか錬護士と千せん年ねん獅しの人たちが大事な話に使うフロアだっけ。


　以前にも何度か通過したけれど、フロアが広大な割に錬護士の数が少ないからとにかく静かな階層だという印象だった。


「……と思ってたけど、あれ？　階層間ま違ちがえた？」


　昇降機エレベータを降りてすぐ、向こうの十字路の方向が騒がしい。かと思えば儀ぎ礼れい衣い姿の護士がぞろぞろと通路の左から右へと小走りに駆かけていく。それも一度や二度じゃない。誰だれもが口々に何かを発し、隊長格らしき人間にいたっては怒ど鳴なり散らす姿まで。


「な、なに……え、どういうこと？」


　一般人の自分にも錬護士たちがピリピリしているのが伝わってくる。このフロア……こんな慌あわただしく皆みんなが駆けていく場所じゃなかったはずなのに。


「────エリ姉、ちょっと静かに」


「うん？」


　愛くるしい声にふり返ってみれば、そこには目をつむって空を仰あおぐように天てん井じようを見上げたユトの姿。


「……………………………………………………面めん倒どうな」


「へ？」


「エリ姉！　ユトね、向こうの人たちの声聞こえたよ」


「おっ、おぉ!?　でかしたわ！　で、何であの人たち大騒ぎしてるの」


「ええと、えっとえっと……」


　うんうんと小刻みに何度か首しゆ肯こうするユト。


「みこさまがね、いなくなっちゃったみたい」


「……はい？　そりゃまた何で」


「んとぉ」


　あどけない表情のままユトはあっさりとこう告げた。


「みこさま、悪い人にさらわれたって言ってた」
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　天結宮ソフイア１９９階。


『ねねシェルティス、体調はどうですか』


「最悪……は抜けだした気がする……でもまだ起きるの億おつ劫くうかも」


　簡易ベッドに寝ねそべった姿勢で応こたえ、シェルティスはよろよろと右手を伸ばした。床ゆかに転がっていた飲料ボトルを拾い、蓋ふたを開けて口をつける。


　……全身が熱を帯びているのがわかる。


『ほら、言ったでしょう。そんな状態じゃ監かん禁きんされてなくてもどうしようもないって』


「…………うん」


　出血元の傷口が炎えん症しようを起こした弊へい害がいだ。震ふるえるほどの寒気と頭痛に襲おそわれて、数時間前まではイリスからの呼びかけにも応えられなかった。


『うなされてましたからねぇ。たぶん何度か意識飛んでたでしょ』


「え、噓うそ。そんなひどかった？」


『それと比べれば今は回復してますよ。これなら長時間の尋じん問もんにだって耐たえられます』


「……縁えん起ぎでもない」


『そうですかぁ？』


　対する機械水晶イリスはあくまでのほほん口調を崩くずさずに。


『でも私、覚かく悟ごしていましたよ？　ここに軟なん禁きんされて丸二日です。その間もずっと尋問、そうでなくても巫女見習いの魔ま笛てき検けん診しんが続くかと思ってました』


「そうだね……」


　重体の身から自分が回復するのを待ってくれていた？　いや、だとすれば別に医師の定期診断があったはず。


　──とにかく時間だけ浪ろう費ひしてしまうのだけは避さけないと。


「次、ここに誰か来たら聞いてみる」


『それが賢けん明めいでしょう。身体からだが回復期に向かいだしたのなら、次は積極的に動くことを考えていくべきです。春蕾が狙ねらわれているという事実もまだ解決していませんし』


　コツ、ッ……コッ……。


　硬かたい床をハイヒールの踵かかとが打つ音。


『あら噂うわさをすれば。足音さんこっち来てますよ。もしかして私たちに用事かも』


「……検査でも尋問でも、少しは事態が動けばいいんだけどね」


　しかしハイヒールは珍めずらしい。沁しん理り局のフロアを行きかう多くは巫女見習いと事務員だ。巫女見習いは踵の低い地味な靴くつが基本だし、事務員だって非常時に緊きん急きゆう動員で駆りだされるから運うん動どう靴ぐつが標準になっているのに。


　コツッ。扉とびらの前で止まる足音。


「シェルティス・マグナ・イール、任務だ」


「……わかりました検査ですね」


「任務だ」


「……そうですか事情聴ちよう取しゆ」


「人の話を聞かない部下は極きよつ刑けい」


　機械扉が開くや、火のついた煙草たばこが弓矢のごとく一直線に飛んできた。


「って、うわ危っ!?　な、なに!?　敵!?」


「任務だと言っているだろうが阿あ呆ほう。教官の話が聞けないのか？」


「あ、はい教官。失礼を────…………あれ」


　監禁室に入ってきた人物をよくよく眺ながめ、シェルティスはぽかんと目を瞬まばたかせた。


　皺しわ一つないスーツに真っ赤なネクタイ、それに硬いハイヒール姿の長身女性だ。口元に煙けむりを燻くゆらせた煙草をくわえ、その左手には見覚えのある鞭むちが。


「…………ユメルダ教官？」


「元気そうで何よりだ。死にかけの状態で監禁されたと聞いていたからな」


　その高圧的な物言いが、今はなぜだかとても懐なつかしく感じられた。


「しかし珍ちん妙みような部屋だな。私もこんな部屋に入ったのは初めてだ」


「あ……あの、教官？　どうしてここに」


　部屋のなかを見回す上司に恐る恐る聞いてみる。


「暇ひまつぶしだ」


「え、いやでもさっき任務がなんだって」


「聞いていたのなら結構。そのとおりだ」


　煙草をくわえたまま器用に言葉を続けるユメルダ教官。


「単刀直入に言おう。お前を含ふくむモニカ部隊四名に巡じゆん回かい任務を与あたえる。明日あしたから七日間ほど浮ふ遊ゆう大陸の僻へき地ちを回ってこい」


　…………任務。


　…………聞きき間ま違ちがいじゃなかったんだ。


「場所は？　巡回任務って言ったって場所はどこですか」


「フェルンの棘とげ森もり」


「っ！　待ってください。それ、生ビ態オ生ト育ー野ブにある場所じゃ!?」


「ああ。吐はいた息がそのまま凍こおりつく極寒の地だ。強きよう烈れつな吹雪ふぶきに大規模な雪崩なだれ……正せい護ご士しであっても自分からはまず志願しない難所として有名だ」


　フェルンの棘森。


　熟練の錬護士なら名前を聞いただけで鳥とり肌はだ立だつ極寒の地だ。凶きよう悪あくな肉食の害がい獣じゆうよりも恐ろしい気候を相手に、常に凍とう死しと隣となり合あわせの巡回をし続けなくてはならない。


『うわぁ……それってものすごい仕組まれた感じありますねぇ』


「仕組むどころか明確な悪意さ」


　さらりと告げる彼女。


「シェルティス・マグナ・イール、自覚があるかどうか知らんがお前、上層部に睨にらまれてるぞ。天結宮ソフイアの秩ちつ序じよを乱す最大の異物としてな」


「……覚悟しています」


「結構。それで、だ。連中、お前を軟禁したはいいもののすぐには審しん問もんを行う気がないらしい。とにかくお前を先に拘こう束そくするのが第一で、それを完かん了りようした今、後はどれだけ時間をかけてもいいわけだから当然の判断だが」


「それで、さっきの巡回の件ですか」


　……そういうことか。


　上層部の描えがいた筋書きシナリオがうっすらと読めてきた。


『あーなるほど。シェルティスを捕とらえた後は、塔とうから除じよ籍せきするための材料作りですね』


「そうだ。一応の名目は、『魔ま笛てきの保有を疑われているシェルティス・マグナ・イールについて、審問が始まるまで塔の外に置くことで無用な混乱を避けることとする』らしい。実際のところ、連中の狙いはお前が巡回中にボロを出すことだろうが」


　実際に魔笛を使った。巡回の途と中ちゆうにミスをして部隊を全ぜん滅めつの危機に追いやった。あるいは何か怪あやしげな言動が見受けられた。


　──それら全すべて、上層部は決して見み逃のがさないだろう。


「お前を塔から除籍する理由の増強だ。魔笛の件とあわせ、巡回中に下手を打つと一気に状じよう況きようが悪化すると思え」


「……それでわざわざフェルンの棘森なんて難所を」


「わかりやすいだろ？　上層部もそれほどまでお前を危険視しているというわけだ」


　じゅっ。煙草の先の火を指先で潰つぶしてみせるユメルダ教官。


「だが同時に、お前にとってはその七日間が唯ゆい一いつ最後の機チヤンスでもある」


　教官の言葉はもっともだ。


　……ここに監禁されるより、塔の外に出たら外部との連れん絡らくもとれるはずだし。


　……ユミィと春蕾に伝えなくちゃいけないこともある。


「生ビ態オ生ト育ー野ブまで離はなれれば、まあ直接の監かん視しはないだろう。巫み女こ見習いの遠視で見張られるくらいは覚悟するべきだろうが」


「だけど、そんな難所──」


「その台詞せりふ、錬護士であったお前が言っても説得力に欠けるだろうな」


　隠かくすことに意味はなかった。


　三年前の自分が錬護士であることはもう周知の事実なのだから。


　……たとえ上層部の罠わなと知っていても行くしかないのか。


　……塔の外に出る。それ以外にユミィや春蕾と連絡をつける方法がない。


「わかりました。どのみち強制任務であれば断ることなんてできないだろうけど、僕一人が平気だったとしても候補生が生ビ態オ生ト育ー野ブだなんて無茶です。行くなら僕一人で──」


「言ったはずだがな、最後の機チヤンスだと」


「え」


「お前の部隊、じきに潰れるぞ？」


　……潰れる？


「モニカが相当参ってる。といっても周囲の圧力じゃない。お前……今回の件、モニカにも秘密にしてたのか？」


「────」


　……そう。思えばモニカに対しては、誰だれより多くの秘密を抱かかえてしまってた。


　穢歌の庭エデンのことも魔笛のことも。彼女が憧あこがれていた錬護士の正体も、自分とユミィの関係も全て言えずにいた。


「今日の朝、私がこの件を持ちかけるまでモニカは自室に閉じこもっていたよ。華宮カグラとヴァイエルが何度出向いても返事すらなかったそうだ」


『そんな状態のモニカによく話ができましたね』


「扉を蹴けってこじ開けた。おかげで警報スイッチが鳴って大変だった」


『あ、やっぱり？』


「ひどい有様だったぞ。真っ赤に泣なき腫はらした顔で部屋の隅すみにうずくまってた。子供みたいに膝ひざを丸めてな」


「…………そんな状態で」


「今回の件も最初アイツは断ったよ。今はお前と会いたくない。会えば、きっと感情が爆ばく発はつしてしまうからとな」


「僕の責任ですからそれは覚悟してます。だけどそんな状態で生ビ態オ生ト育ー野ブなんて行ったら本当に命の危険が」


「いま行かずにいつ行く気だ？」


　火のついた煙草を自らの拳こぶしで握にぎりつぶし、教官は低く抑おさえた声で続けてきた。


「モニカの心の整理がつくまで？　整理などつかないさ。部屋が散らかったなら片付ければいい。だが失ったものは、その部屋をどれだけ探しても見つかるわけがない。無いものを探し続けて疲ひ弊へいして、そのうち何もかもが苦痛になる。それが今のモニカでありお前の部隊の現状だ」


「…………」


「見つけに行くしかないんだよ。失ったものは話し合いでは戻もどってこない、失った場所へ見つけに行くしかないのさ」


　部隊が崩ほう壊かいしつつあるのなら、失ったものもまた、護ご士しが護士としてあり続ける戦場で見つけるしかない。


　……なんてジレンマだ。


　巡回の任務を受ければ、自分から上層部の誘さそいに乗ってしまうことになる。


　だが同時に、この任務を受けなければモニカたちと会う機会は……もう二度とめぐってこないかもしれない。


「怖おじ気けづいたか？」


「教官は…………」


　こちらを見下ろす上司。その鋭えい利りな視線を、シェルティスはまっすぐ見つめ返した。


「どうして……僕にそこまでしてくれるんですか」


「ん？」


「だって、単に任務のことだけ伝えれば教官の役目として十分なのに。こんな状況なのにモニカのところに行ってくれたり……どうしてそんな」


　そもそも魔笛を宿した自分の監かん禁きん場所まで来る時点で不思議だった。ほかの人間は魔笛の汚お染せんを恐おそれて誰も自分に近づこうとしなかったのに。


「理由が必要か？」


　煙草をくわえたまま器用に口を動かす教官。


「そうだな、強しいて言えば……私の知りうる情報と経験則を勘かん案あんした結果、お前に近づくのがそのまま魔笛の汚染に直結するわけでもなさそうだというのが第一だ」


『貴重なご意見だと思います』


「ならば日ひ頃ごろのよしみだ、部下の部隊を奮起させるお膳ぜん立だてくらいはしてやろう。私が考えたのはその程度だ。……もう一つ挙げるならお前に対する褒ほう美びか」


「褒美？」


　自分が何か功績をあげただろうか。塔を混乱させる原因を作ったばかりか、原因そのものという自責の念すらあるというのに。


「私はお前の事情などよく知らないが、一つ確かなことがある。『穢歌の庭エデンに転落していくユミィ様を庇かばって助けた代だい償しように、お前が穢歌の庭エデンに堕おちてしまった』────ということは、お前は自らの命を張って巫女様を助けたことになる。まさに護士の生き様、真しん髄ずいの実じつ践せんといえるだろう」


「…………」


「ならば何を恥はじることがある、堂々とその名めい誉よを誇ほこればいい」


　……そっか、僕はそんなこと考えもしなかった。


　ユミィを助けて穢歌の庭エデンに堕ちた部分の記き憶おくもなくて、それに、ユミィを助けることなんてあまりに当たり前のことだったから。


「胸を張れ」


　肩かたに何かが触ふれた感かん触しよく。いつのまにか伸のびた教官の腕うでが、自分の肩を痛いほどに摑つかんで離さなかった。


「胸を張って、そしてモニカの力になってやれ」


「────」


「最初は心ない言葉に打たれるかもしれないが、あいつはまだ、お前なしで戦って生きていけるほど強くない」


　教官のもう片手が何かを宙高くに放ほうり投げる。


「これは──」


　宙高く舞まう双そう剣けんの柄つか。


　捕つかまった際に没ぼつ収しゆうされた自分の双剣、わざわざここまで教官が……。


『体調、ホントはまだ全快どころか歩き回るのも良くないんですけどね』


「そう言ってられないよ」


　イリスの苦く笑しように応こたえながら起き上がる。教官の投げた双剣をそれぞれ両手で受けとって、シェルティスは大きく足を踏ふみ出した。


　──行こう。


　生ビ態オ生ト育ー野ブ。浮遊大陸オービエ・クレアでもっとも過か酷こくな環かん境きようの大地へ。


「必ず、戻ってきますから」





　時同じくして。


　生死不明だった千年獅レオンが救出されたという報告が天結宮ソフイアに届いたのは、それからわずか数分後のことだった。





　　　　３





「メイメル！　メイメルどこ!?　レオンが……レオンが助かったって本当ですか！」


「落ちつきなさいなユミィ。そんな大声で駆かけてこなくても聞こえてるわ」


「いいえ、今回ばかりは落ちついてなんかいられませんっ！」


　天結宮ソフイア２８８階。


　巫女の第二位とその専属護衛パートナーの私室が用意されたフロアで、ユミィはメイメルに向かって全速力で駆けていった。


「ユミィ……私ずっと今回の件で動き回ってるの。大声出されるとしんどいわぁ」


　テーブルにぺたんと寝ねそべった姿のメイメル。


　高度二千メートル。地上よりも天上に近い場所にあるフロアの奥には、陽光を採とりいれるバルコニーが用意されていた。透とう明めいな強化ガラスに囲まれた空間は、真冬であろうと日光浴を楽しむことができるという趣しゆ向こうである。


「あぁ暖かい。癒いやされるぅ」


「そんなこと言ってないで！　報告受けたのメイメルって聞きましたよ、日なたぼっこしてないで教えてくださいってば！」


「……ん。ええとねー、まず生せい還かん。これは聞いてのとおりよ。発見に時間がかかったのは、予想よりずっと河の上流の岸辺に倒たおれていたから」


「上流？　下流ではなくてですか」


　発見が遅おくれるパターンの多くは、流された者が予想以上に河の下流へと流されてしまうという例が多いと思っていた。


「それがレオンてば、滝たき壺つぼに落ちてすぐ岸辺まで自力ではい上がったらしいのよ。専門家の話だと魚も溺おぼれるレベルの急流らしいけど。発見者の話じゃ、さらに傷口にアルコールをかけて消毒したうえ、野生の獣けもの対策に枯かれ葉はでたき火をおこしてから力つきて倒れたらしいわ。員章は衝しよう撃げきで破損して連れん絡らくつかなかったみたい」


「……噓うそみたい」


　あらためて千年獅の底力を思い知らされた気分だ。左ひだり肩かたから胸と腹部を突つき抜ぬけて右みぎ脇わき腹ばらまで、あの太た刀ちに切きり裂さかれていたというのに。


「でも良かった。それくらい元気ならきっと回復も早いですよね！」


「…………回復ね」


「メイメル？　な、なんですかその沈ちん黙もく。や、やめてくださいよ！」


「確かに彼は助かったわ。だけど彼はもはや剣を持つことも────」


「……そんな。う、うそですよね！」


「噓に決まってるじゃない。レオンてばもう意識戻っぷぇっ!?　ちょ、ちょっとユミィ！　いきなり拳グーで殴なぐるなんてひどいわっ!?」


「ふ、ふふ。ふふふふふ……」


　頰ほおをさすって後退する先せん輩ぱい巫み女こへ、ユミィは凶きよう悪あくな笑えみを浮うかべて近づいていった。もちろん両拳は拳グーのままである。


「メイメル。こういう場面でそういう噓は、さすがにわたし怒おこっちゃいますよ？」


「……わ、わかったわ。真ま面じ目めな話をしましょう」


　こほんと彼女が咳せき払ばらい。


「とまあ、私がこんな冗じよう談だんを言えるくらいレオンは無事よ。今まさに専属医の指示で傷口の診しん療りようと消毒中。そのまま縫ほう合ごう手術も行われるみたい。まだ断言できないけど後こう遺い症しようの心配もなさそうね」


「……安心しました」


　思わず胸を押さえて安あん堵どの溜ため息いき。


　良かった、本当に良かったと思う。


「でも無事すぎるのも辛つらいわね」


　テーブルに突っ伏ぷしたままメイメルがふっと瞼まぶたを落とす。


「レオンね、塔とうに搬はん送そうされる途と中ちゆうに意識が戻ったみたい。その場で部下に状じよう況きようを確かく認にんした彼の一声目が『状況を』、二声目が『……すまない』だったと聞いてるわ」


「それじゃあ春蕾のことも……」


　春蕾が攫さらわれた晩。いなくなった彼女のかわりに、たった一つ落ちていた小さなメモ。それがほかならぬ自分の遭そう難なん場所であったという報告を、彼はどんな表情で聞いていたのだろう。その答えがきっと『……すまない』に何千倍も濃のう縮しゆくされて詰つまっている。


「わたし、あの日の夜に異い篇へん卿きようを見かけて──」


「それは聞いたわ。塔の内部、それもこの上層階まで侵しん入にゆうされた時点で私たちの負け。巫女あなた一人がどうやったって抵てい抗こうできるわけないもの。むしろあなたまで攫われなくて良かったと真しん剣けんに思ってるくらい」


　……でも、もしも自分に千年獅がいてくれたら。


　……あの晩の侵入だって空白イグニドを撃げき退たいできたかもしれない。


「それで、レオンはどこまで春蕾のこと」


「塔の病院に運ばれてすぐ、私の知ってる情報は隠かくさず伝えたわ。いなくなった春蕾の部屋に異篇卿からの置き手紙があったこともね」





『愛する天結宮ソフイアの皆みな様さまへ、ご機き嫌げん麗うるわしゅう。


　早さつ速そくですが可愛かわいらしい巫女様の身み柄がらについて説明しましょう。我々は以下の三つをお約束します。




　一つ。春蕾様の安全は精神面と肉体面の両方で保証します。


　一つ。あなたたちが我々に対し侵入、報復その他一いつ切さいの行動をしないかぎり、一年後に春蕾様を無傷でお返しします。


　一つ。一週間に一度、春蕾様ご自身の念話で無事の報告をいたします。




　この条件に同意し我々に対して一切の報復・妨ぼう害がいを行わないと誓ちかうか。あるいは春蕾様の安全を犠ぎ牲せいにして我々に対たい抗こうするか。


　以上、よくよくご検討のうえ賢けん明めいなご判断を。　　　　　　』





「どうするつもりですか」


「頭の痛い問題よねぇ。一年で解放……これが絶ぜつ妙みようすぎるわ。十年や二十年後じゃなく、たった一年よ。それで春蕾が無事に戻もどるなら、ってつい思いたくなるわ…………だけど」


　口をへの字に曲げてメイメルが溜息。


　そう。空白イグニドからの伝言は重大な意味を秘ひめている。異篇卿にとって天結宮ソフイアを牽けん制せいするのは一年で良い。つまりだ、もしも塔が静観を決めこんだ場合、たった一年後に異篇卿たちの目的は成じよう就じゆしてしまうことになる。


「一年後には決定的な何かが起きてることになるでしょう。何が起きるかわからないけど、幽ゆう幻げん種しゆを水すい槽そうに生いけ捕どりにして研究する連中だもん、笑って見過ごせるものじゃないはず。だとしたら一年は放置できないのだけど……連中に手を出したら春蕾がねぇ」


「レオンは？」


「まだ返事なしよ。春蕾のことを伝え終わった途と端たん、気力が尽つきてまた気を失ったわ。いずれにせよ結論は先延ばし。レオンに話も聞きたいから」


　空になったテーブル上のグラスを覗のぞく先輩巫女。グラスの下に溜たまった氷を物もの憂うげな目で見つめ、彼女は右手で頰ほお杖づえをついていた。


「とにかく、来きたるべき時にしかるべき選せん択たく肢しを導き出せるようにね」


「肝きもに銘めいじておきます」


　春蕾のことはしばし頭から外し、塔の混乱しきった統とう率そつ環境を収めることを最優先だ。幸いレオンが戻ったことで最大の懸け念ねんの一つが解消できた。


　……残るわたしの最大の懸念は。


　……シェルティスの今後の処しよ遇ぐう、それとモニカ先輩との決着だよね。


「ユミィ、『彼』の件はあなたに任せているけど大だい丈じよう夫ぶ？」


「は、はい！……とにかくシェルティスの処置は巫女に一任してほしいって伝えてるんですが、上層部からは返答無しで。また催さい促そくするつもりです」


「そうね。あとヴィオラをあなたの手伝いに回すわ。彼女もしたたかだし、こっそり独自のコネも用意してるかもしれないから」


「は──」


　はい。ユミィがそう頷うなずこうとした矢先、背後から軽快な足音が。


「ユミィ姉っ～～」


「おー、いたいた！　おーいユミィ元気!?　ちょっと時間いい？」


　黒くろ髪かみの幼女と手を繫つないだツナギ姿の女の子。


「あっ、エリエ！　それにユトちゃんも！」


「いやぁ大変だったよ。シェルティスと一いつ緒しよに天結宮ソフイアまで来たんだけどさ、すぐ手前で怖こわいお姉さんに見つかっちゃって捕つかまってさ。えと、ええと──」


「ネスカルシア……って人？」


「おお、それそれっ。その人！　てかユミィ、春蕾が捕まっちゃったって本当!?　さっき下の階で護士の人たちが騒さわいでてさ」


「本当よ。ただ、あまり下のフロアでは言わないでもらえるかしら。２６０階以上のフロア限定での情報で、居住区には流してないの」


　頰杖をついた恰かつ好こうでメイメルが肩かたをすくめてみせる。


「はーい。……そっかぁ本当だったんだ。シェルティスが塔で捕まる覚かく悟ごで来たのもソレ報しらせるためだったんだけど。でもユミィだけでも無事で良かったよ」


「……待ってエリエ」


　がっくりと肩を落とす彼女の肩を摑つかまえた。


「シェルティス、そのために塔に戻ってきたの。わたしと春蕾のために……？」


「う、うん。その話も聞いてない？　シェルティス何度もお願いしたんだよ。ネスカルシアって人に、ユミィと春蕾の警備をって」


「…………」





〝彼は何も喋しやべりませんでした。いえ、私も何か巫女様に伝えるものはと訊たずねたのですがね。黙だまりこくるばかりで〟





「…………そう。ありがとエリエ」


　うつむき、ユミィは下した唇くちびるを嚙かみつぶした。


　……許せない。


　……やっぱり……やっぱりシェルティスは伝えにきてくれてたんじゃないか。


「エリエ──」


「う、うん。なに？」


　友人の肩を摑んだまま、ユミィはその目を真正面からじっと見すえた。


「お願い、その時のこと詳くわしく聞かせて。シェルティスを……助けたいのっ！」
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　天結宮ソフイア21階。


　昇降機エレベータを降りたそこは、無数の会議室が用意されたフロアである。巨きよ大だいな区画が全すべて少人数用に区切られて、候補生の打ち合わせ用フロアになっている。


「……フェルンの棘森だそうですよ、行き先」


「深呼吸したら肺の中まで凍こおりつくって噂うわさの極寒地帯だろ。洒落しやれになんねぇぞ、誰だれだこんな拷ごう問もんみてぇな場所選んだのは」


　員章に送られてきた電メ子ー文ルの通知を一いち瞥べつするや、手元にあったパイプ椅い子すに腰こしかけてヴァイエルが重々しく首をふってみせる。


「防寒着と耐たい寒かんマスク、それに暴風雪ブリザード時のゴーグルが支給されるそうです」


「勘かん弁べんしてくれよマジで……」


「わたしに言われても困ります。行き先は護法院によって決定済みですから。ただ拷問という表現は、もしかしたらそのとおりかも」


「どういうこった？」


「この巡じゆん回かいで『彼』が音を上げるのを待っているということです。いや、尻尾しつぽを出すと言った方がこの場合は適切なんでしょうね」


　椅子に座ってふんぞり返るヴァイエルの真後ろで、彼の背中に向かって華宮は続けた。


「これはわたしの推測ですが……『彼』の魔ま笛てきが危険であると判断できる材料データが足りてないんだと思います。そしてその材料データは、彼を監かん禁きんしているだけでは集めにくい。だからこその生ビ態オ生ト育ー野ブかと」


　過か酷こくな環かん境きようでシェルティスが追いつめられた時、彼の身に宿る魔笛がどういった反応を示すのか。魔笛が暴走するのか、あるいはさらに別の反応を起こすのか。


「なにしろ浮ふ遊ゆう大陸中がシェルティス一人の存在でパニック状態です。塔の幹部たちが彼を追放したいと考えるのも当然でしょうね」


　ふてくされて腕うで組ぐみするヴァイエル。その彼の隣となりまで自分のパイプ椅子を引き寄せて、華宮は彼の隣に腰かけた。


「で、俺に何が聞きたいんだ？」


「おや。あなたに聞きたいことがあるってよくわかりましたね」


「猫ねこと同じだろうが。てめーが近づいてくる時は何か企たくらんでる時だ」


　聞くならさっさと聞きやがれ────横目で面めん倒どうくさそうに促うながしてくる同どう僚りように、華宮はさらに顔を近づけた。


「生ビ態オ生ト育ー野ブに行くのは嫌いやだとさっきから連呼していますが」


「ったりめぇだろうが」


「でも、『彼』と一緒に行くことは嫌がらないんですね」


　ユメルダ教官から話があったのは正午ちょうどだ。


　魔笛保有の疑義により取り調べ中のシェルティスが一時的に解放される。その彼を連れて生ビ態オ生ト育ー野ブの巡回任務にあたれ────


「わたしたちは名目上、魔笛保有者の『彼』が任務途と中ちゆうに逃とう亡ぼうしないかの監かん視し役だそうです」


「…………」


「実際のところどうなんですか？」


「断る理由がねぇな。よくわからねぇが、アイツの魔笛は安全だって話なんだろ。なら普ふ段だんの任務と変わりねぇよ」


　そう応こたえる彼の視線は、壁かべ際ぎわに無言で腰かける少女へと注がれていた。


「そういう話だったんだろ大将」


「……ユミィに聞いた話ではそうだった。わたしだってその確証がなければ任務を受けることはできなかっただろうし」


　儀ぎ礼れい衣いの裾すそを弱々しく握にぎる部隊長。姿こそ不安さを感じさせるが、昨日まで返事もできなかった状態と比べれば言葉に力もある。


　……下手な説得より、強制的に任務を与あたえて力ずくで立ち直らせた。


　……悪くない状じよう況きようです。ここまではユメルダ教官の策が的を射たわけだから。


「無茶ぶりもいいところですが、教官の話では今日の残り半日で準備して明日あした出発とのことです。モニカは準備があるでしょう。輸送車の申しん請せいはしておきます」


「いや、それほど大した労力じゃない。わたしがやっておくから華宮とヴァイエルは共通装備の点検を頼たのむ。通信機と医い療りようパックの方だ」


「そうですか？　ならそれで」


　こちらの提案に対する反応も悪くない。部隊長の判断能力が衰すい弱じやくしたまま生ビ態オ生ト育ー野ブ入りというのが最悪のシナリオだったのだが、それは杞き憂ゆうに終わってくれそうだ。


「さすが、巫み女こ見習い時代に根こん性じようは鍛きたえられてますね」


「何の話だ？」


「いえいえこっちの話」


　真顔で聞いてくる彼女に手をふって応え、華宮はふっと呼気を吐はきだした。


　……モニカ単独でなら問題ないレベルです。


　……あとはシェルティスと顔を合わせた時、どんな化学反応が起きてしまうか。


　シェルティスに対してわだかまりを残したままのモニカ。彼女がシェルティスと再会を果たした時どうなるか、今度ばかりは華宮でも読みきれる自信がない。


　──自分が気づいたのはいつだろうか。


　──この任務打ち合わせの場でも、モニカは彼シエルテイスの名を一度も口にしていない。


「厳しい巡回になりそうですね」


　任務で起こりうるであろう不安を脳のう裏りに描えがき、華宮は幽かすかに肩をふるわせた。





　そして、冷たい空気の対流する部屋のなか。


「…………厳しいも何も、もっと先に片付けなきゃならねぇものが転がってるだろうが」


　ヴァイエルのそんな呟つぶやきを聞いた者はいなかった。




　第四章　『悲ひ想そう叫きよう鳴めい』







　　　　１





　朝五時。


　天結宮ソフイアの広大な敷しき地ちにおいて、うっすらと朝あさ靄もやが立ちこめる時刻。


『ひゃっほぅ、久しぶりの日光ですよ！　お日様ですよ！』


「ほらイリス静かに。あんまりうるさいと見つかっちゃうよ」


　胸むな元もとで何度も点てん滅めつする機械水晶イリスを両手で押さえこみ、シェルティスは急いで倉庫の陰かげに身を寄せた。


　……こんな時に誰かに見つかったら台無しだ。


　生ビ態オ生ト育ー野ブへの出発の日。


　集合場所は屋外訓練場の先にある格納庫の裏と聞いている。


「よし、誰もいない」


『ますます犯罪者みたいですねぇ』


　白しろ塗ぬりの壁かべと巨大なシャッターが特とく徴ちようの建物へ、芝しば生ふの道を小走りに駆かけていく。


　黄マ金ハと戦う時にはここから高機動ヴィークルを借りたが、今回は多人数用の輸送車を使うはずなのだ。


「っと、待ち合わせはこの裏手だから」


『まだ時間まで三十分もありますよ。誰も来てないかも』


　格納庫のシャッターを迂う回かいして壁ぞいに裏うら扉とびらへ。その角を曲がってすぐ。


「遅おそいです」


　機メ械ツ帽トを目ま深ぶかにかぶった華宮カグラが立っていた。


「……早いね」


「あなたが遅いのです。わたしよりヴァイエルの方が十五分早く着いていて、モニカはさらに一時間早かったらしいですから」


　そう告げる彼女の後ろには仏ぶつ頂ちよう面づらの青年、そこから少し離はなれた場所に桜色の髪かみをまとめた少女が立っていた。


「よぅ」


「あ……お、おはようヴァイエル」


　あんまり唐とう突とつで挨あい拶さつがすぐに出てこない。自分が一番のつもりで言葉も考えていたから、用意していた会話も全部考え直しだ。


「…………」


　一人無言のままこちらを見つめる部隊長。確かにこっちを見ているはずなのに、その瞳ひとみは怖こわいくらい感情が読み取れなかった。


「え、……っと、モニカ、その……」


「揃そろったな。格納庫でユメルダ教官が待ってるから行こう」


「あ！　待っ────」


　手を伸のばすより彼女が先に背を向けてしまう。


　……モニカ。


　華きや奢しやで小こ柄がらで、けれど芯しんの通った印象のモニカの背中。それがいつになく小さくて、そして寒さに凍こごえるように震ふるえるその後ろ姿は…………


　……泣いてる？


　モニカの心の底をそのまま映しだす鏡のようだった。
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　第三○○○型装そう甲こう車。搭とう乗じよう人数十一人、最大出力千二百シール。四輪駆く動どうを完全排はい除じよした浮遊滑走式エア・スケーテイングを採用し、未み舗ほ装そうの僻へき地ちも安定して走行できる輸送車だ。


　……氷の上を滑すべってる感じ。


　……本当に振しん動どうを感じないや。


「最新の機体制せい御ぎよ装置を取りいれた試用車だそうです」


　そう口を開いたのは対面に座る華宮だった。前方の操縦席から隔かく壁へきで区分された座席の一つに浅く腰こしかけて、彼女はこちらをじっと見つめていて。


「今日はおとなしいですね」


「え？……あ、い、いや……」


『異い篇へん卿きようとの戦いで負傷しましたからね。まだそれを引きずっているんでしょう』


　機械水晶イリスの援えん護ごをこんなにもありがたいと感じるのは初めてだ。


　──空気が重い。


　輸送車に乗ってもう二時間は経過したというのに、華宮が口を開くまで、誰だれ一人ひとりとして会話どころか深呼吸もできないくらいの重々しさだった。


　……でも言わなくちゃいけないんだから。


　部隊の仲間である三人に何より先に伝えようと思ってた。


「あの、さ……」


　仲間からの返事はない。それでも華宮は頷うなずき、ヴァイエルがわずかに顔を上げたのが見て取れた。


「…………ごめん、僕のせいで本当に迷めい惑わくかけて」


　静せい寂じやくが支配する場で、ただ一人シェルティスは深々と頭を下げた。


「もう知ってるとおり、空白イグニドの言ってたことは本当で……僕が本当は錬れん護ご士しの階級だっていうのも、穢歌の庭エデンに堕おちたっていうのも全部そのとおりだった」


「それはわたしから伝えてあります」


　巨きよ大だいな機メ械ツ帽トを脱ぬぐ華宮。


「異篇卿とあなたの会話が塔とうに流された時点で、これ以上隠かくしとおすのは逆効果と判断しました。特にあなたの魔ま笛てきの件はね」


「……そっか。でも、それって──」


　自分の魔笛のことを知っている華宮は別として。モニカもヴァイエルも、自分が魔笛を宿していることを理解したうえで任務に同行してくれたことになる。


「……ありがとう」


「おせーよ」


　華宮の左ひだり隣どなりに腰かけ、いつもどおりの仏頂面でヴァイエルが足を組み直す。


「理由は何であれ、てめーの部隊に迷惑かけたんなら一番に詫わびを入れるのが筋だろうが。グダグダ言い訳する前に男なら頭を下げろ。このまま詫びの一つも無いんならどうしてやろうかと思ってたが……ま、今回はギリギリ間に合ったことにしといてやる」


「へー？」


『素す直なおじゃないですねぇ。可愛かわいいんだから』


「なっ!?　て、てめぇら何だそのニヤニヤ笑い!?」


『まぁまぁ。それでですね、きちんと仲直りの挨拶も済ませたことですし、今回の巡じゆん回かいのこと確かく認にんした方が良いのでは？　たぶん今までにない難所ですよ』


「それだ」


　車内の隅すみ、たった一人で端はしの席に座る少女がぽつりと呟いた。


「モニカ、そんな端はじっこに座ってないでこちらへ来ては？」


「……ここがいいんだ」


　手招きする華宮に首をふる部隊長。


「あいにくわたしは、巫女見習いの時もフェルンの棘とげ森もりには行ったことがないから……下調べしようにも、とにかく寒さ対策しか思おもい浮うかばなかった」


「それで大だい丈じよう夫ぶだよ。あそこはとにかく寒さが最大の敵だと思えばいいと思う。雪崩なだれとか吹雪ふぶきもあるけど、やっぱりその根幹にあるのは寒さだから」


　うかつに深呼吸すれば肺の空気が凍こおりつく。極寒の地では体力の消しよう耗もうも激しいし、寒さのあまり寝ねることもできないというのが経験談だ。


「へぇ。つまり巡回の経験はあるということですね」


「……錬護士になりたての時期に一回だけね」


　聞き返す華宮へ、シェルティスは自じ嘲ちよう混じりの笑えみで応こたえることにした。


「ふむ、しかし対策がわかっているだけ良いでしょう。ねぇモニカ？」


「……ああ。それだけわかればいい」


　頷き、再び車体の隅で一人うつむいてしまう部隊長。それきり堅かたく口を閉じて押おし黙だまり、そのまま銅像のように動かなくなってしまう。


　……モニカ。


　……いまも、一度も目を合わせてくれなかった。


　部隊長である少女を横目に見つめようとして、その矢先、ツッと背中を撫なでる寒気に背筋が強こわばった。


『急に冷えてきましたね』


「……まだまだ、フェルンの棘森はこんな寒さじゃないよ」


　白い吐と息いき。


　薄うす地じの儀ぎ礼れい衣いの裾すそをつまみ、シェルティスはわずかに肩かたをふるわせた。
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　天結宮ソフイア22階、塔とう内ない医院。


　診しん療りよう録を山ほど抱かかえて看護師が通路を駆けていく。かと思えば初老の医師が小難しい顔で通路を行き交かうのが窓から見えて────


「…………」


　ベッドに仰あお向むけに寝かされた体勢で、レオンはうっすらと片目を開けていた。


　──ピキッ。


　わずかに息をした途と端たん、左ひだり肩かたから右みぎ脇わき腹ばらにかけて強きよう烈れつな痛みが駆けぬけていった。


「っぐ……！」


　……深呼吸しようと思った途端にこれか。


　傷口にそって何重にも包帯が巻かれ、その下には同じく消毒用ガーゼが何枚も貼はられ、その下には──数時間前に縫ほう合ごうを終えたばかりの傷口から、いまも血がにじみ出ている。





〝異篇卿第一位、『白銀』のアルマデル。我が剣けんにて受けて立つ〟





　…………俺は。


　…………負け……たのか。


　大剣は砕くだかれ、生と死の境目に突つき落おとされ、さらには巫み女こまで奪うばわれて。


「…………春蕾シユンレイ……すまない、俺が────」


　ふつふつと沸わき上がる感情を抑おさえる術すべもなく、奥歯がすり減るほどに強く嚙かみしめた。燃え上がるのではなく冷たく凍いてつくような激情……それはまぎれもなく自分自身に対する怒いかりの感情だった。


「……俺が……」


　──カチャ。


　ふと、電子鍵かぎで施せ錠じようされているはずの扉が前まえ触ぶれもなく開いていった。


「あら」


「……ヴィオ……ラ？」


「ごめんなさいねレオンさん、まさか意識が戻もどってるなんて思わなかったので」


　ヴィオラ・ノヴァ──貫かん頭とう衣い風の法ほう衣いをまとう巫女だ。


　春蕾とさほど変わらぬ背せ丈たけに華奢な体型、遠目には子供とも間ま違ちがわれそうな容よう貌ぼうだが、こう見えて歴れつきとした巫女の第三位。そして千せん年ねん獅しホルンの姉である。


「ヴィ……オラ、俺は……」


「ああ、無理に喋しやべらないでください。楽になさって、私が一方的に喋って帰ります」


　折りたたみ椅い子すを担かついで移動させる巫女。それを黙って見守っていると、彼女はちょうど自分の顔の真横に座りこんだ。


「まずは……そうですね、無事で本当にほっとしました。メイメルさんは一度来たそうですね、ユミィさんもお友だちとの話が終わり次し第だいいらっしゃるでしょうね。そのようなわけで、私からはこれを」


「？」


　こちらの手を取って何かを握にぎらせてくる彼女。手のひらを伝って感じる感かん触しよくは小さくてヒンヤリしていて、それでいて硬こう質しつの……


「紫水晶アメジストの原石です、早く身体からだが治るようにお呪まじない」


　満面の笑えみで微笑ほほえむヴィオラ。相手にかかわらず自分のお気に入りの石を渡わたしたがる。彼女の趣しゆ味みであることは重々承知ではあるのだが、石や宝石に興味のない自分にはちょっと扱あつかいに困ってしまう趣味である。


「ホルンにも同じものをあげました。さっきあの子のお見み舞まいにも行ってきましたが、あの子の治りも順調のようです。安心しました」


　安心した。ヴィオラの言葉が文字どおり心からの言葉であるとわかっていてなお、レオンはそれに頷くことに苦痛を覚えた。


　安心した。良かった。無事だった。ほっとした。


　…………俺には。


　……俺に、本当にそんな言葉を受ける資格はあるのかな。


「春蕾さんのこと考えていますね？」


　しっとりと、静かな笑みをうかべるヴィオラ。


「あら、今度はなぜわかったって思いましたね？　レオンさん、千年獅で一番まっすぐ感情が顔に出ますから。目を見ていれば十分会話ができちゃいます」


　両りよう膝ひざに手をのせてそっと座したままの巫女。


　──さすが、あのホルンが唯ゆい一いつ頭の上がらない相手というのも頷ける。


　背丈はせいぜい春蕾と同じくらい、愛らしく愛あい嬌きようのある顔立ちだって十代半ばと言われても信じてしまうだろう。なのに、それと対照的に落ちついた物もの腰ごしと口調はまるで、抱ほう擁ようにも似た一種の安心感を与あたえてくれる。
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「春蕾さん、レオンさんが無事でいますようにってずっとお祈いのりしてたみたいですね」


　そう、それもメイメルから話は聞いていた。


　自身が疲ひ労ろう困こん憊ぱいの状じよう況きようにありながら、それでも遠視によって河か川せんのほとりを片かたっ端ぱしから探して…………俺の居場所を巫女見習いに託たくした後に、連れ去られたのだと。


「春蕾さんが誘ゆう拐かいされた件についてです。塔の上層部も対応に悩なやまされて保留中のようですね。そんな事情もあって結論はしばらく先送りにするという話がメイメルさんからありました。先というのはねレオンさん、あなたの傷が癒いえるまで」


　……それは。


　……俺に結論を委ゆだねてくれるという意味なのか？


「ただしそう長くは待てないでしょう。ですから酷こくなお願いをしますと、一日でも早く回復なさってください。自分の足で立ちあがり、自分の口で喋れるまでに」


　時間がない。


　自分も、そして春蕾にも。


「長居しては休めないでしょうし、私はここで失礼しますね。……また、時間を見つけて来たいと思います」


　立ち上がるや、こちらの返事も待たずにヴィオラが背を向ける。


「それでは」


「………………」


　去っていく小こ柄がらな背中を見送り、レオンはしばし部屋の天てん井じようを見上げていた。


　……春蕾。あと少し、少しだけ耐たえててくれ。


　……お前を一人にはさせない。


「もっと……強くなるから」


　そんな幽かすかな宣言が、部屋の大気に沁しみていった。





　　　　２





　フェルンの棘森。


　蒼あおく輝かがやく吹雪と真っ白い雪に覆おおわれた、広大な浮遊大陸でも有数の極寒地帯である。


「……ちょっ、ちょっ……と、……待……て。これ洒落しやれにならねぇっ……ぞ……」


　車外に一歩出たヴァイエルが唇くちびるを紫むらさき色いろに変えて戻ってきた。どれだけ寒いか試ためしに普ふ段だんの儀礼衣で外に出てみた結果がこれだ。


「クソ寒さみぃぞ!?　てか何だこれ、肌はだがもう霜しも焼やけじゃねぇか！」


「だから寒いと言ったでしょうに。フェルンの『棘』森という名前は伊だ達てじゃないというわけです」


　そう答える華宮の方は、厚手の耐たい寒かん儀礼衣を着たうえに入念にマフラーを巻いている。「森に棘があるわけじゃないですよ。全身針をさされたみたいに痛いって感じるくらいの極寒地域だから『棘』森っていうんです」


「……くそが。先に言いやがれ」


「言ったのに爆ばく睡すいしてたのは誰だれだったんだ？」


　こちらも防寒グローブを着用するモニカ。腰こしから十字棍ロザリオを引ひき抜ぬくや、手て袋ぶくろのうえから握って感触を確かめる。


「うん、思ったよりも動きやすい。さすが華宮一押しの防寒グローブ」


「湿しつ気けを吸い取って発熱する繊せん維いを編みこんでます。ところでモニカ、私が昨日渡したアレもちゃんと着用してきましたか？　アレも暖かいですよ」


「アレ？」


「ほら、グローブと一いつ緒しよに渡した毛糸の保温パン……ぎゅっ」


「ば、ばかばかばかっ！　い、言うな華宮、それは言うんじゃない！　部隊長命令だ！」


　モニカが大おお慌あわてで華宮の口を塞ふさぎにかかる。


「もぉ何でですか。昨日あんなに嬉うれしそうに受けとってたのに」


「ど、どうしてもだ！……こほん、それじゃあ行くぞ」


　大型のバックパックを背負うモニカ。


「あ、待ったモニカ！　それ通信機入ってるから一番重いやつだよ。そっち僕が持つからモニカはこっちの──」


「目的地は拠きよ点てんのコテージだ、気を抜くなよ」


「…………あ」


　伸のばした手が虚こ空くうを摑つかむ。


　こちらの声にふり返ることもなくモニカが歩きだしてしまう。その背中に一番重いバックパックを背負ったままで。


　……モニカ、聞こえなかったのかな。


　……普段と同じくらいの声のつもりだったけど。


『シェルティス、行きましょう』


「……うん」


　機械水晶イリスに促うながされるまま自分も荷を担ぎ、三番手である華宮の後ろを追いかけた。座席後部の扉とびらから一歩外に出て。





　──吐はいた息が、そのまま空中で青い氷の粒つぶに変わった。





　ひゅぉっっ…………


　頰ほおに触ふれる雪せつ片ぺんまじりの旋つむじ風かぜ。小さな吹雪ふぶきとも言える白い風が目の前を通過して、その途と端たんに全身の体温が奪われて鳥とり肌はだが立った。


「痛つっ！」


　反射的に言葉が口をついて出た。


　……錬護士として来た時に死ぬほど寒いってわかってたはずなのに。


　……本当に、人が暮らせる寒さの限界を超こえてる場所だ。


　うっすらと氷の張った灰色の大地。


　空は雲もないのに薄うす暗ぐらく、その下は針葉樹林がまばらに生えた平原がどこまでも広がる景色が続くだけ。生物らしき影かげは一つもない。


『雪オオカミと氷鳥アイスバード、この平原で見られる害がい獣じゆうはこの二種です。人ではなく人の持つ食料を狙ねらって襲おそいかかってくるようですね。ご注意を』


「雪オオカミは群れで行動するんでしたっけ？」


　やおら、前をゆく華宮が横顔を向けてきた。


『正解。メス個体をリーダーとしてオス個体が従う狩しゆ猟りよう形態をとるみたいですよ。最大で十匹ぴき近くの群れになるはずです』


「襲われたら面めん倒どうですね。周りに気をつけますか」


　それだけ言ってすたすたと先を歩き始める少女。その足取りも、この極寒の地で凍こごえているとは思えないほど軽かろやかで──


「あれ、華宮ってば寒くないの？」


「おかしなことを聞きますね。寒くないわけないでしょう」


　機メ械ツ帽トをかぶったまま華宮が再びふり向いた。


「だって……」


「あなたたちと比べて少しだけ寒さに耐たい性せいがある。それだけのことです」


　すっ──重厚な機メ械ツ帽トを脱ぬいでみせる。


　ややおさまりの悪い濃のう緑りよく色いろの髪かみと可か憐れんな顔立ち。そして何より印象的なのは、ネルの民たみの特とく徴ちようであるピンと尖とがった耳で……


「ね？　わかりました？」


　温かそうな毛に包まれた自分の耳を指さして華宮が微び笑しよう。


『あーそっか。ネルの民はもともとが寒い地方の生まれでしたものね。吹雪の中でも聞こえるように進化した耳もそうだし、寒さにも慣れっこなわけだ』


「へぇ。ね、華宮ちょっと耳触さわっていい？　あ、ほんとだ温かい」


「ちょ、あ、あははっ、や、やめて！　くすっ、くすぐったいです！」


　ぴょんと耳を動かして華宮が飛び下がる。


「……はぁ、無む駄だに体力を使ってしまいました。ところで本題。わたし、フェルンの棘森って豪ごう雪せつ地帯だって聞いていたのですよ？　でもほら、突とつ風ぷうには雪がまじってるのに地面にはほとんど積もってない」


「もう少し歩けば嫌いやってほど見るよ」


　足あし下もとをふしぎそうに眺ながめる華宮へ、シェルティスはまっすぐ進行方向を指さしてみせた。地面に薄はく氷ひようが張っただけのここと違ちがい、向こうは本格的に雪の世界だ。


「……あそこから森に入って、それからが本当の難所になる」


　再び静せい寂じやくの帳とばりが降りていく。


　広大な道なき平原を、常に周囲を警けい戒かいしつつ進んでいく。隊の先頭がモニカで二番手がヴァイエル、三番目に華宮で最後がシェルティスという順だ。この列ならびは日々の訓練でも使う定番の隊列なのだが────


　……モニカ、時々ふらっと足がもつれてきてる。


　……後ろから見てても肩かたの上下が激しいし。


　初めての生ビ態オ生ト育ー野ブという緊きん張ちようにくわえ、そこに居るだけで体力を消しよう耗もうする極寒地帯である。しかも、これすらフェルンの棘森に入る前の平原だ。森に入ってからは今より厳しい巡じゆん回かいが待っている。


「森に入る前に休きゆう憩けいをとろう」


　雪をかぶった針葉樹林を前に、モニカが足を止めたのはその時だった。


「思ってた以上に……息が……辛つらいな」


　ほとんど投げ捨てる勢いでバックパックを地に下ろすモニカ。そのまま最も寄よりの針葉樹林に背を預けて寄りかかる。


「モニカ、できれば木の真下は避さけましょう。ほら上、木の上に雪が相当積もってます。これが落ちてきたら冗じよう談だんではなく再起不能ですよ」


「そ、そうか。わかった華宮」


　慌あわてて身を起こして大樹から離はなれる部隊長。


「……しかし寒いとカロリーを消費しますね。まだ全然歩いてないのに体力使うし、早くもお腹なかが空すきそうです」


　ちょこんと岩場に腰を下ろして華宮が溜ため息いき。砂糖をこれでもかと投入したお茶を口にしているものの、それだけでは物足りないらしい。


「おや」


　と──隣となりに座りこむヴァイエルを横目に捉とらえ、華宮の目が一気に見開いた。


「ヴァ、ヴァイエル……そ、その……あなたが口にしているのは何ですか」


「あぁ？　見りゃわかんだろ、行動食のチョコとマシュマロだ。腹が減ったら動くにも動けねぇだろうが」


「…………」


「なんだ？　その目？」


「……あ、あのですね……もし差し支つかえなければわたしにも一つ欲しいなー……なんて」


　上目づかいに、もじもじと恥はじらいながら華宮がおねだり。


　が──


「却きやつ下かだ。雪山での巡回に必要なものくらい調べてきやがれ」


「～～～～っ、な、なんですって！　わ、わたしがこんなに可愛かわいく頼たのんでるのに!?」


「はっ、ガキが！　この俺様がそんな下げ卑びた芸ワザで気を許すかってんだ」


「……くっ。この屈くつ辱じよく…………なるほど、どうしてもお菓か子しを渡わたす気はないと」


「ったりめぇだろ」


　余よ裕ゆうの笑えみすら浮うかべてヴァイエルが一いつ笑しよう。が、対する華宮も何やら不敵な笑みを浮かべたまま自分のバックパックを漁あさりはじめて。


「いいでしょう。ならばわたしが考案したとっておきの新技術で奪うばい取るまでです」


「ほう、力ずくってか？」


「ふ、後から後こう悔かいしても遅おそいですよ────さあ、これを見るのです！」


　取りだしたソレを高らかに振ふりかざす華宮。


「阿あ呆ほうか。ヘアバンドに……なんだ、その獣けもの耳みみ？」


「ふふ、これぞ頭に装着するだけで子こ猫ねこに変身できる優すぐれもの。あなたが愛してやまない子猫からチョコを要求されれば、さしものあなたでも動どう揺ようせずにはいられない」


　ヘアバンドの要領で早さつ速そくソレを頭につける少女。


「と言っても、最初は冬山の防寒具のつもりだったんですけどね。耳まで覆おおう帽ぼう子しのかわりに。どうです？　似合いますか？」


『あら可愛い。華宮ってば小顔で童顔だし、目も大きいから本当に子猫そっくりですね』


「──だそうです。さあどうですかヴァイエル？」


「はっ！　くだらねぇな。そんなもの装着したところで俺の心は──」


「にゃぁ？」


「～～～っっぐっっっっ!?」


　華宮の発した文字どおりの猫なで声ごえに、ヴァイエルが顔色を変えて後ずさった。


「ふふ、やはり効果はバツグンのようですね」


「……っぐぅ!?　くそが……声と見た目だけ猫の真ま似ねした分際で…………っ！」


「さあさあ、あなたの愛する子猫がお腹を空かせてますよ。そのチョコとマシュマロを渡すのにゃぁ」


　さっきの愛らしい上目づかいはどこへやら、猫耳ヘアバンドをつけた華宮が凶きよう悪あくなまなざしでヴァイエルへと迫せまる。


「こ、この野や郎ろう……きたねぇぞ……つかてめぇ、最初から似た耳してるくせに」


「にゃ？」


「～～～～っっっ！」


　そんな様子を遠くからぼんやりと眺めて──


「……なんか緊張感だいじなものを忘れちゃいそう」


　飲料ボトルに口をつけながら、シェルティスはがっくりと肩を落とした。


『そうですか？　ほのぼのしてていいじゃないですか』
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「そうかなぁ」


　……ま、あれだけ元気があるなら途と中ちゆうで力つきることもなさそうだけど。


「おい。ところでよ」


　チョコとマシュマロを奪われた仏ぶつ頂ちよう面づらでヴァイエルがやってくる。その手には大きめに印刷した紙の地図が握にぎられていて。


「ルートは本当にこっちで合ってるんだろうな」


『はいはい！　ちゃんと私も確かく認にんしてますから大だい丈じよう夫ぶですよ。目の前の森がフェルンの棘森になるので、その拓ひらけた道を道なりに進めばコテージに着くはずです』


「ちっ。てことはこのまま雪道に突つっこむわけか」


　紙の地図をくしゃっと握りつぶしてヴァイエルが嘆たん息そく。


「平原はともかく森の中は獣けもの道みちだろうが。人間オレらが入って平気なんだろうな」


「そこです。わたしも気になって調べてみたのですが、どうもフェルンの棘森の生態系は平原と別物のようなんですよね」


　宙を遊泳する機マ械キ珠ナを呼びよせて華宮が続ける。


「共通なのは雪オオカミ一種。あとは有害な胞ほう子しを撒まき散ちらす氷こおり茸だけ、体長四メートルに達する北極ヒグマがどう猛もうとして知られています。特に北極ヒグマは目についた獲え物もの全すべてに襲いかかってきますから」


「……うぜぇ」


「さらに、これはフェルンの棘森でも滅めつ多たに発見事例がないのですが────」


　そこまで言って華宮が唐とう突とつに口を閉じる。


「おい何だ、もったいぶらずに言えよ」


「コイツですよ」


　華宮が機マ械キ珠ナに触ふれるや、その表面に立体画像が映しだされた。


『これは──』


「っ！」


　青い鱗うろこを持った巨きよ大だいな竜りゆう。しかしその翼つばさは退化し、かわりに巨きよ木ぼくのように重量感のある四つ足が胴どう体たいから生えている。


　その最大の特徴は、三つの蛇へびの頭からなる頭部だ。


「暴風雪ブリザードとともに地上に現れ、暴風雪ブリザードとともに消えていく幻獣『水龍ヒドラ』……その脱だつ皮ぴが最初に見つかった場所がほかならぬフェルンの棘森なのです」


「……教官からそんな注意は受けてないぞ」


　呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで呟つぶやくモニカ。それと対照的に、機マ械キ珠ナを操作する華宮は先と変わらぬ落ちついた様子で頷うなずいてみせた。


「ええ。だって見つかったのは脱皮だけなんです。ほぼ完全な形で残った脱皮の大きさが、確か全長十メートルほどですか。それからは一いつ切さい、本物はおろか足あし跡あとも脱皮も見つかったという報告がありません」


「どっか行ったってことか」


「さあ。でも実際のところどうなんでしょうね」


　意味ありげな口調で華宮がふり返って。


「シェルティス、あなたの時は？　何か特別な警戒はしましたか」


「……どうだったっけ。それがほとんど記き憶おくになくて」


　水龍ヒドラなんて情報があれば印象に残ってるはずなのに、それがない。ということはおそらく、錬れん護ご士しの巡回時にも水龍ヒドラの情報はなかったと思っていいのだろう。


「僕の時は幽ゆう幻げん種しゆがここに逃にげこんだっていう連れん絡らくがあったんだよね。それで討とう伐ばつ隊が結成されたはずで、水龍ヒドラなんかより気にする敵がいたんだと思う」


「ふむ。つまり、もっと現実的な相手に注意しろということですか。水龍ヒドラより北極ヒグマ、北極ヒグマより幽幻種を警戒しろと。モニカ、部隊長としてご判断を」


「その線でいこう。慣れた相手の方がわたしも戦略が立てやすい」


　首しゆ肯こうする部隊長。休憩時間は終わりだと言わんばかりにバックパックを背中に担かつぎあげ────途と端たん、その細身の身体からだが大きく斜ななめに傾かしいだ。


「モニカ!?」


　シェルティスが手を伸のばすより先、彼女の隣に立つヴァイエルがその身体を摑つかまえた。


「っと」


「……す、すまない」


「ったく。おら、そのバックパック貸せや」


「え？」


「休憩したばっかなのにもう息上がってんだろ。その荷物が通信機入って一番重いんだから貸せ、俺のと交こう換かんだ」


　少女が何か言う前に、ヴァイエルが問答無用でバックパックを剝はぎ取った。かわりに自分の背負っていた荷を無言で押しつける。


「おらよ大将、まだ注文はあるか？」


「……い、いや。大丈夫だ。迷めい惑わくをかけた」


　ヴァイエルの荷を背負い、いくぶん余裕のある足取りで少女が歩きだす。


「あ、ヴァイエル！」


「ん？」


　続いて歩きだそうとする青年の背中を摑まえて。


「……ありがと。僕も同じこと考えてたんだけど」


「やめとけ」


　ふり向きざまに返ってきた仲間の言葉。それは普ふ段だんのヴァイエルからは想像もできないくらい、奇き妙みような静けさと緊張感に満ちていた。


「この森と同じだ」


「……え？」


「凍こおってるっつぅことだ。冬とう眠みんみたいに隠かくれて出てきやしねぇ」


　口早にそう呟いてヴァイエルが背を向ける。


　その言葉に……どう応こたえたらいいかもわからなくて…………シェルティスは無言でバックパックを背負い直した。
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　ズ、ズズッ…………


　背後で重いものが落下する音。


『木の上からの落雪ですね。さきほど華宮が言ったとおり針葉樹林の真下は危険です』


「かなり重さあるからね」


　さくっ。雪を踏ふみぬく音がこだまする樹海で、シェルティスはふっと息を吐はきだした。地図に示された道は積雪に埋うもれて完全消失。標高図と周辺図を照合させて、かろうじて拓ひらけた場所を見つけての強行軍だ。


　当然、木々の密生した場所の真下をくぐり抜ぬける時もある。


「最悪、落雪に遭あった時にどれだけ早く助けにいけるかだなぁ」


　四人一列。一人一人の距きよ離りは普段なら二メートル刻みだが、今は三メートルまで間かん隔かくを延ばしての隊列だ。


　……この距離なら全員が一度に落雪に遭うことはないはずだから。


　……あとは、これが杞き憂ゆうに終わってくれますように。


　先頭から最さい後こう尾びまで実に十メートル近く離はなれているせいで、モニカの様子が識別しづらいのが難点だ。いつ大型肉にく食しよく獣じゆうと遭そう遇ぐうするかもわからない獣道の先頭、それも雪まじりの風にさらされながら歩き続ける疲ひ労ろうは半はん端ぱでないはず。


「……さすがに……コレ、きついですね」


　バックパックを背負う背中をくの字に曲げる華宮。


「もともと正せい護ご士しと錬護士の選せん抜ばつ隊が派は遣けんされる場所だから」


「わたし……今日ほど候補生のままでいいと思ったの初めてです。……ぅ……はぁ……っ……雪道は慣れてるはずなのに」


　足をからめとる積雪、そして深呼吸を許さない極寒の空気。脳に酸素が行きわたらないまま身体を酷こく使しするという苦行。寒さに耐たい性せいのある華宮ですら厳しいのだから、モニカとヴァイエルもそれ以上に困こん憊ぱいしてるに違ちがいない。


「華宮、こまめに休みをってモニカに伝えて」


「……ぜひ伝えましょう」


　歩調を上げて前のヴァイエルに追いつく華宮。華宮からの伝言を受けたヴァイエルが同じくモニカの横まで走っていって何かを告げて──


「────」


　無言でモニカが手を上げて、続けて自分たちの前方を指さした。


『了りよう解かい、ですって』


「前を指さしたってことは、少し行った先で休きゆう憩けいってことか。だいじょうぶ華宮？」


「な……何とか」


　肩かたに食いこむバックパックを背負い直し、わずかに華宮の足取りが速まった。


　雪をかぶった針葉樹林の密生箇か所しよを細心の注意で通過して、その先に、上空からの日光が直接ふりそそぐ拓けた場所が見えてきた矢先。


「……ひっ!?」


　先を行くモニカが悲鳴を上げて全身を強こわばらせた。


　──今の悲鳴、尋じん常じようじゃない。


「モニカ!?　何が！」


　バックパックを地に投げ捨てて、手に双そう剣けんの柄つかを握って駆かけつける。


「っく！」


　モニカがゆっくりと後ずさる。その彼女と入れかわりに隊列の最前線へ躍おどりでて──


「…………これ……はっ!?」


　シェルティスは、苦々しく頰ほおの内側を嚙かみしめた。





　雪の森林に穿うがたれた、超ちよう巨きよ大だいな「何か」が暴れた痕あと。





　巨大な針葉樹林がマッチ棒のように軽々となぎ倒たおされ、地面は雪が掘ほり返されて茶色の地じ肌はだが露ろ出しゆつしている。


　何より目をひくのは、巨大な何かが這はいずった痕だ。


「……木も地面も、そこら中が食くい荒あらされた感じですね。ほらアレ、木の上から半分が食いちぎられたみたいに無くなってます」


「魔ま笛てき、じゃねぇよな」


　前方数百メートルにわたって雪が消失し、その下の地肌が露出した状態になっている。高熱をともなう魔笛なら確かに雪が大量に消失するのだろうが──


「いや」


　地肌の露出した地点まで歩き、大地の傷きず跡あととも言うべき陥かん没ぼつ部分にシェルティスは自分の指で触れてみた。


　……魔笛じゃない。もっと荒あら々あらしく乱雑な感じだ。


　……あっちの倒れかけた木だって、魔笛特有の腐ふ食しよく作用を受けた感じがまるでない。


『幽幻種ではなさそうですね』


「僕もそう思う。もっと乱暴で強ごう引いんで、大きな何かだよ。それもつい最近」


　木き肌はだについた傷がまだ生々しい。一月前、一週間前といった話ではないだろう。数日前、下手をすれば数時間前でもおかしくない雰ふん囲い気きだ。


「まさかとは思いますが……例の幻獣……」


　華宮の呟きに対する応こたえは沈ちん黙もく。誰だれもが瞬しゆん時じにソレを脳のう裏りに思おもい描えがき、けれど口に出すのを躊躇ためらったからだ。


「で、どうすんだ大将。ここで暢のん気きに休憩ってか」


「……驚おどろきが過ぎて疲つかれも吹ふき飛とんだよ」


　ヴァイエルに向かって肩をすくめるモニカが苦笑い。


「あと二時間ほどで拠きよ点てんに着くと思う。ゆっくりでいいからそこまで行こう。この場の写真を司令部に送って教官たちの判断待ちだ」


「異議無しです」


　華宮が手を挙げ、シェルティスもヴァイエルと顔を見合わせて首肯した。


「決まりだな。それじゃあ行こう」


　そう告げるやモニカがすぐさまに背を向ける。けれど、あまりの切きり替かえの早さのせいでかえって不自然さが露あらわになって……


　……モニカ？


　……今、ものすごく顔色が悪かったような。


「イリス、モニカの様子見ててあげて。僕も注意しておくから」


『ふむ？』


「……たぶん相当無理してるはずだから」


　胸にこみあげる小さな悪お寒かんを押し返し、シェルティスは前の三人を追いかけた。





　やがて、純白の雪原が夕ゆう陽ひ色いろに染まる刻──


『うわっ派手な建物！』


　蛍けい光こうオレンジに塗ぬられた三階建ての円柱形建造物を前にして、機械水晶イリスが真っ先に歓かん声せいを上げた。


「雪をかぶった針葉樹林で視界が悪いですからね。雪山の登山者がオレンジ色のテントを使うのと同じ理由なんでしょうか」


「とにかく入ってみよう。私たちの前の巡じゆん回かい班が残した資料もあるはずだから」


　入り口の扉とびらに員章をかざして解かい錠じよう。


　と、開いた扉の先で自動的に照明が点灯した。それに通路の奥から空調の音まで。


「ここが打ち合わせスペースか？」


　通路を抜けてすぐに広々とした部屋。


　ここが建物のメインフロアにあたるのだろう。中心にはテーブルが一つと壁かべに埋めこまれた巨きよ大だい画面モニター、折りたたみ式の椅い子すも部屋の隅すみに立てかけている。


「ふん。明かりに暖だん房ぼうってのは悪かねぇが、電線もねぇのにどうなってんだ？」


「おそらく蓄ちく電でん池ちでしょう。あと、たぶん建物の上に太陽電池があると思います。それと突とつ風ぷうを活いかした風力発電もサブエネルギーに取り入れてると思いますよ」


　入り口すぐに設置された電力計を見つめる華宮が即そく答とう。


「電池残量もほぼ満タンですね。良かった、電気の無む駄だ遣づかいはできませんが電磁調理器で温かいご飯も作るくらいの余よ裕ゆうはありそうです。ね？　ご飯作れそうですよ？」


「……てめー、そこで俺の袖そでを引っぱるんじゃねぇよ」


　バックパックを担かついだ恰かつ好こうでヴァイエルが腕うで組ぐみ。


「おら大将、休憩なのか報告なのか見回りなのかハッキリしてくれ」


「…………」


「ん？　おい平気か。ぼーっとしてんじゃねぇか」


「あ、……ああ。そうしたら三人はここで休憩しててくれ。わたしは建物の内部を見て回ってくるから」


　マフラーと手て袋ぶくろをテーブルに残し、軽装になったモニカが階段へ向かおうとする。


「待ったモニカ」


　その背中に、シェルティスは今日何度目かの声をかけた。


「何だ？」


　桜色の髪かみの少女はふり返らない。


「このなか見て回るくらいなら僕でもできるよ。モニカは……さっきから顔色も悪そうだし、一いつ緒しよに少し休憩しててもらえればって」


「これは部隊長の仕事だ」


「でも」


「わたしのことを心配してくれるのはわかってる。ありがとう、でも問題ないから」


「…………そっか」


　伸のばした手が空を切るような、そんな感覚だ。


　ここでモニカが強ごう情じように「部隊長命令だ」とか「お前に言われる筋合いなどない」と言おうものなら口論覚かく悟ごで反論もできたかもしれない。けれどその覚悟を酌くまれ、さらに「ありがとう」とまで言われてしまうと反論も何もない。


　……だけど、そうか。


　……モニカは巫み女こ見習いの時からそういう部分がすごく聡さとかったんだよね。





〝モニカ先せん輩ぱい!?　モニカ先輩ですよね！　わ、わたしです！　ピアです！〟


〝ピア……ピアナリス・シーリィ？〟


〝わわっ、やっぱりモニカ先輩だぁ！　うそうそ、なんでこんなところで会うんです!?〟





　ユミィだけではない。Ｓベクター第八種の討とう伐ばつでホルンとともに向かった大だい塩えん湖、そこにも彼女と親しい後こう輩はいがいたことを覚えている。競争相手であるはずの巫女見習いすら心開くほど聡く、そして繊せん細さいな気き遣づかいをしてやれるのがモニカという少女なのだ。


　……僕と二人一組ツーマンセルを組んでくれたのもモニカだし。


　……僕が言いたいことくらい簡単に読まれて当然なのかな。


「好きにさせてやれ」


　消え入るほどの小声で呟つぶやいたのはヴァイエルだった。


「自分からやるっつってんだ。こっちが強引に言ったって言い合いになるだけだ」


「だけど」


「つか、そんなに身体からだ動かしてぇんなら夕ゆう飯めしの準備でも手伝え。行くぞ」


　返事も待たずにヴァイエルがモニカと逆側へと歩きだす。


「モニカの体調は確かに不安ですね」


「……華宮」


「はいはい、わかってますよ」


　機マ械キ珠ナを従えて華宮がモニカを追いかけていく。


『どうでしょうねぇ。多少の体調不良くらいならご飯食べて寝ねれば回復するのですが』


「……疲ひ労ろうって夜に一気に吹き出しやすいから」


　無意識のうちに唇くちびるを嚙みしめていることにも気づかず、シェルティスは遠ざかる華宮の背中を見送った。
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　冷れい凍とうパックしておいた新しん鮮せんな鮭さけのクリームシチュー。


　海かい藻そうとキノコの彩いろどり健康サラダ、特製の生姜ジンジヤードレッシングをかけて。


　こんがりきつね色に焼けた厚切り食パンにバター、お好みで蜂はち蜜みつもどうぞ。


　デザートにはドライフルーツをふんだんに使ったチョコレートケーキ生クリーム添ぞえ。


「…………なにこれ」


　テーブルに盛りつけられたレストラン顔負けのメニューを前にして、シェルティスは思わず溜ため息いきをついた。


「ほんとにコテージの備び蓄ちくでこれ作れるの？」


「てめーも手伝ったじゃねぇか」


「まさか、僕ひたすら野菜切ってただけだし」


　元からあった薄はく力りき粉こに非常食のチョコレートを加えてチョコレートケーキ。ドライフルーツだって想定ではそのまま食べるものであって、間ま違ちがってもケーキの材料にはならないと思う。サラダのドレッシングにしても備蓄はあったのに、この寒さだから身体を温める効果の生姜を使おうと一から作り上げた自信作である。


「シェルティス……わたし……お腹なかが空すきすぎて胃が痛くなってきました」


　華宮にいたってはナイフとフォークを握にぎってテーブルに突つっ伏ぷしているほどだ。


「つかよ、肝かん心じんの大将はまだか」


　エプロン姿のヴァイエルがしかめ面つら。


「……遅おそいね」


　天結宮ソフイアへの定期報告を終えた後、夕食ができるまでの時間で記録をまとめてくると残していったきり音おと沙さ汰たがない。


「……わた、わたし……もうお皿ごと食べちゃいそうです。モニカ……早く」


「んと、僕が見てこようか」


　と。その矢先、二階につながる階段からコツッという微かすかな足音が。


「遅おくれてすまない」


　ぺこりと会え釈しやくするモニカ。先と変わらない儀ぎ礼れい衣い姿ではあるのだが、シェルティスの目にとまったのは儀礼衣にできた不自然に細かい皺しわだった。


　……ただ立ったり座ったりしてもあんな皺はできないはずだから。


　……寝ころんだまま寝ね返がえりとか打たないと。


　仮か眠みんでもしていたのか？　だとすれば寝ね間ま着きかスウェットスーツに着き替がえるのが通常だけれど、そんな余力もないくらい疲れていた？


「やっときたか。おせーっての。飯が冷めちまうだろうが」


「…………」


「おい？　なんだ早く席につけっての」


「……すまない…………その、食しよく欲よくがなくて。後で食べるからわたしの分は冷蔵庫に入れておいてほしい」


　前まえ髪がみを垂らしてうつむいたままのモニカ。まっすぐ立っているだけのはずなのに、その両足は小刻みにふるえをくり返していて──


「おい大将？　いよいよ本格的に顔色悪わりぃぞ」


「少し、寒気がするだけだ…………風か邪ぜ薬ぐすりはさっき飲んだから…………仮眠……す……れば治ると思……っ……思う」


　言葉一つ一つも苦痛であるというように、その表情は痛々しく歪ゆがむばかりで。


「……華宮……悪い、が、夜当番になっ……なったら……起こしてくれ」


　よろよろと背を向ける彼女。膝ひざが小刻みに上下をくり返し、大きく曲がった背中は呼吸が苦しいための症しよう状じようだろう。とても階段を上れるとは思えない。


「モニカ、送っていくよ。階段危ないだろうし」


「いや、いい。……わたし一人で何とかなる」


「うそ！　だめだよ、とてもじゃないけど体調良いように思えない。顔色だって真っ青だし、階段から落ちたりしたら大変だって」


「……平気だ」


「平気なわけ──」





「平気だと言っている！」





　絶ぜつ叫きようがコテージを震ふるわせた。


　声を振ふりしぼっているはずなのに弱々しく、怒ど号ごうのはずなのに泣き声のように聞こえてしまう。そんな声の絶叫で。


「…………あ……」


　我に返ったように首をふる少女。


「す、すまない……でも……本当にいいんだ。わたしには構わないでくれ」


　階段の手すりに摑つかまって階段を上っていく。その姿に誰だれ一人ひとり声を発することのできないまま、モニカの姿は二階の個室へ消えていった。
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　ぉぉぉっ……っぉ……ぉぉぉぉ


　フェルンの棘森に吹ふき荒すさぶ風が、獣けものの雄お叫たけびにも似た声で啼ないている。





『シェルティス』


　薄うす暗ぐらい部屋に響ひびく機械水晶イリスのささやき。


『シェルティス起きて、朝一時五十分。交代の二時まであと十分です』


「……ん」


　厚手の毛布にくるまった姿勢から身体を起こし、ベッドから跳はね起おきて身体を伸ばす。


『その様子だと全然寝てない感じですね』


「まあ、ね」


　暗がりに点てん滅めつする機械水晶イリスを首にかけ、シェルティスはふっと息を吐はきだした。


　──白く濁にごる息。


　空調が完全稼か働どうしたコテージでも寒気はぬぐい去れない。この深夜、外はいったいどれほどの極寒なのか想像するだに恐おそろしい。


『防寒着持っていった方がいいですよ』


「ぬかりないよ」


　支給の白マフラーを首に巻き、手て袋ぶくろをポケットに押しこんで部屋の外へ。黒一色に染まる通路を、幽かすかに点ともる非常灯の明かりを目印に進んでいく。


　さぁぁぁっっ……


「外、風強いね」


『かなり吹ふ雪ぶいてます。明日あしたは巡じゆん回かいの前にコテージの雪かきが必要ですね』


「風で窓ガラスが割れなきゃいいけど」


　かつて錬れん護ご士しでこの地に派は遣けんされた時は、割れた窓から外の寒風が入りこんで凍とう死ししかけた記き憶おくがある。


「華宮、窓ガラス割れてない？」


「……割れたら今ごろ助けを求めてますよ」


　一階、メインフロア。


　その中央で外がい套とうにくるまった少女がふり返る。唇は紫むらさき色いろ。両手に握った大きなマグカップも、今はすっかり冷えて湯気の欠片かけらも見られない。


「ふぅ、ようやく見張りも交代ですね」


「お疲つかれさま」


　華宮の隣となりの椅い子すを引き、シェルティスはそれに腰こしかけた。


「引ひき継つぎは？」


「特にありません。風の音を獣の鳴き声と間違えて何度か席を立ちましたが……実際に害がい獣じゆうだったことはありませんでした。あとは寒さとの闘たたかいですね。ホットミルクかホットティーの用意を勧すすめます」


「うん、眠ねむ気け覚ざましにお茶たくさん淹いれておくよ」


　生ビ態オ生ト育ー野ブの巡回、そのもっとも難しい時間帯が深夜とされている。


　隊員の大半が寝ている時間とはいえ、いつ害獣あるいは幽ゆう幻げん種しゆが出現するかわからない。その時にどれだけ迅じん速そく的確な対応がとれるかで部隊の運命が決まるのだ。


「それじゃ六時までだね。華宮も後は休んでて」


「ではお言葉に甘えて」


　脱ぬいだ機メ械ツ帽トを小こ脇わきに抱かかえて横を通り過ぎようとして──


「……本当にいいのですか」


　隣に立つ少女の足が止まった。


「何がさ」


「これからの四時間、全部あなたに任せてしまってもいいのですか。モニカの分の二時間、三人で均等にわけるべきだと思うのですが」


「──いや」


　こちらを見上げる華宮に微び笑しようで応こたえる。


「僕はほら、前にも来たことあるから慣れてるし…………とか言ったら信じてくれる？」


「全然」


　真顔で首をふる少女。


「あなたがモニカに対して、そうですね、罪悪感とまではいかなくても責務に近いものを感じているのは誰だれだってわかります」


「…………」


「夜十時から朝六時までの八時間。四人で割れば二時間ずつなのに、体調不良のモニカにかわってあなたが計四時間の見張りを名乗り出たのも、結局はソレが理由でしょう？」


「……それもあると思う」


　テーブルに肩かた肘ひじをつき、おぼろげな視線で天てん井じようを見上げた。


「モニカ、ずっと体調悪かったの？」


「さあ。あなたもユメルダ教官から聞いているかもしれませんが、彼女、ずっと自分の部屋に閉じこもっていたみたいですから」


　お手上げ──そう言わんばかりに華宮が肩かたをすくめてみせる。


「精神的に衰すい弱じやくしていた節はありました。ずっとあなたの件で不ふ眠みん症しようが続いていたようだから、今回の不調も、その状態で寒気にあてられたのが原因かもしれません。ただこれは予測であって、あなたが気に病やむものではないですよ」


「うん」


「おや意外。もっと反応が鈍にぶいか口ごもるかと思ってたのに」


「気に病むというか、考えるけど考えすぎないようにするつもり。もちろんモニカと話はしたいけど、それまでに僕が潰つぶれたら意味がない」


　……そうだろイグニド。


　……これが、これこそがお前の目的なんだろ？


　ここで重圧に潰されたら、それこそ空白イグニドの術中に嵌はまったことになる。僕を解放しようと天結宮ソフイアで奮ふん闘とうしているユミィやエリエの努力も水すい泡ほうに帰してしまう。


「……ですね。そうであれば私も気を揉もむ必要もなさそうです」


「迷めい惑わくはかけないよ。って、もう十分迷惑かけてるけど」


「貸しにしておきますよ。いつかお昼でもご馳ち走そうしてくれれば十分ですから」


　機マ械キ珠ナを従えて華宮が身をひるがえす。小さな足音を響かせて二階へ上がっていく彼女をしばらく見つめ────シェルティスは静せい寂じやくの空間に一人佇たたずんでいた。


　……考えるけど考えすぎないように。


『春蕾のこと考えてます？』


「ん……考えたり別のこと考えたりね」





〝……情報が錯さく綜そうしているな〟





　この任務に出かける前、ユメルダ教官に春蕾とユミィを頼たのんだ時のことだ。珍めずらしいほどに苦々しく表情を歪めて彼女は教えてくれた。


　──春蕾様は、まさにお前のいう異い篇へん卿きようとやらに捕つかまった後だ。


　と同時に、重体の身ながらレオンが救出されたことも教えてもらった。





〝お前が情報を伝えたというネスカルシアには私から話を聞いておく。お前は巡回の任務にだけ集中すればいい。……忘れるな。この任務はお前を塔とうから追放するための口実作りだ。ゆめゆめ下手を打たぬよう〟





　……春蕾が捕まったとすれば、おそらくは例の浮遊島ラグーンだ。


　……危険を承知で救出に向かうのか、それとも。


『しばらくは様子見でしょうね。なにせ千せん年ねん獅しを含ふくむ布ふ陣じんで落とせなかった要よう塞さいです。いくらメイメルでも結論には時間を使うと思います』


「──そうだろうね」


　春蕾の身を案じたところで、上層部に拘こう束そくされた自分には何もできない。とにかく今はユメルダ教官の言うように、この任務を確実に遂すい行こうすることだ。拷ごう問もんに近い監かん視しのなかで、万に一つ億に一つ巡めぐってくる逆転の可能性を決して逃のがさぬよう…………


　……それに、ユメルダ教官も言ってた。この任務が最後の機チヤンスだって。


　……潰れかけたモニカを支えられるかどうか、その最後の機会なんだ。


　静寂。


　空気の対流すら凍こおりついた無音の世界で、湯気立つカップに手をそえて精神を集中させる。害獣が近づく気配、あるいは幽幻種特有の悪お寒かんめいた予兆ざわめきを感じとるために。


　……とん、ととん。


　階段から誰かが下りてくる足音。


「華宮？　忘れ物？」


　椅子から立ち上がってふり向いたそこに、立っていたのは寝ね間ま着きを着た桜色の────


「……モニカ」


「……あ…………」


　普ふ段だんは束ねている後うしろ髪がみをほどいた少女。熱っぽく潤うるんだまなざしと紅潮した頰ほお、まだ寒気があるのか肩が小さくふるえているのが一目でわかった。


「あ……い、いや…………水を…………飲みに、きただけだから」


「──それならこれ」


　断られるのを覚かく悟ごでシェルティスは白さ湯ゆの入ったポットを指さした。注いだ時より冷えてしまっているけれど、まだわずかに湯気も残っている。


「水だと冷たすぎるよ。白湯こつちの方が身体からだも温まるし口当たりもいいはずだから」


「……わかった」


　拍ひよう子し抜ぬけするほど素す直なおに、よろめく足でモニカが近づいてくる。テーブルのポットを手にとって白湯を注ぎ、それをコップ一いつ杯ぱいこくんと飲み干す。


「ポットごと持ってく？」


「……あと一杯だけ、部屋に持っていく分だけで十分だ」


　そう言ってポットに再び手を伸のばそうとした瞬しゆん間かん、彼女が不意に姿勢を崩くずした。


「あっ──」


「モニカ！」


　硬かたい床ゆかめがけて倒たおれる。そう頭で理解するより早く、シェルティスはモニカを正面から受けとめて抱だきかかえていた。


「…………………………………………」


「……っと、平気？」


　けれど、うつむく彼女が発した返事は。





「ユミィにも、こんな優やさしくしてやってるのか？」





「──モニカ？」


「お前が……お前が、こんなに優しすぎるから！」


　抱きとめる腕うでを強ごう引いんに振ふりはらって仁に王おう立だちになる少女。その大きな双そう眸ぼうが、まるで宝石のように涙なみだに濡ぬれて輝かがやいていて。


「………………………………なんで、なんで教えてくれなかったんだ！」


「────」


「わたっ……たし……っ、本当にお前のこと……力になってあげたかったのに。なのに、どうして教えてくれなかったんだ！」


　少女の嗚お咽えつは止まらない。


　あふれる涙が頰を伝ってこぼれ落ち、床に跳はねて水たまりと化してもなお、悲想の叫さけびは留とどまることを知らなかった。


「穢歌の庭エデンのことだって魔ま笛てきのことだって、打ち明けてくれれば一いつ緒しよに考えてやれたはずなのに……わたしはそんなに信用できない女なのか？　同じ部隊の仲間なのに……同じ部隊の仲間なんて理由にもなりはしないのかな」


　徐じよ々じよに弱く、そしてかすれていく声。


「わた……わたし……こんなかたちでお前の秘こ密とを知りたくなかった」


　泣き笑いのような表情で。


「お前の口から言ってもらって、ユミィからもお前との関係を教えてもらってたら……こんな惨みじめな気持ちにならずにすんだのに。……その日は辛つらくても、こんなに引きずることもなかったはずなのに」


「…………」


「……ううん、それだけだったらお前を嫌きらいになって終われたんだと思う。だけどお前もユミィのことも、わたし、本当に大好きだから」


　あふれる涙を指ではらうモニカ。


「嫌いになんかなれないんだ。今も、これから先も。だからこそ、なおさら辛くて……お前のこともユミィのことも大好きなのに、わたしはそのどちらからも信しん頼らいしてもらえずに、これからも仲間はずれにされ続けるのかなって」


「…………それは……そうだね、ずっと謝ろうって思ってた」


　永い、永い静寂を断たちきるようにシェルティスは顔を上げた。


「モニカにも、それにヴァイエルにも何一つ伝えられないまま今回みたいなことになって、……モニカが悲しい気持ちになるのも当然だと思う」


「────」


「それで、僕がモニカに話せる秘密ってもう無いんだ。穢歌の庭エデンに堕おちたことも魔笛のことも、ユミィとのことも全部イグニドに話されちゃったから……モニカの言うように、僕が自分から打ち明けられる秘密なんて何一つ残ってない」


「……そうか」


　唇くちびるを嚙かみしめてうつむく少女。


「いや、それはわかってる。わたしに話してくれる秘密なんて……そんな都合よく残ってるわけないんだ……そんなのわかってる」


　そう、打ち明けられる秘密なんて残ってない。口で言って伝わる秘密は全すべてイグニドに奪うばわれた。だから────


「手、貸して」


「え？」


「握あく手しゆ。モニカ、ちょっと僕の手を握にぎってみて」


　呆あつ気けにとられる彼女の手をとって、軽く力をこめて握った。


「なっ!?　ちょ、ちょっと!?　い、いきなり……なにを……」


「僕の魔笛に汚お染せんされたと思ったなら後で浄じよう化かでも何でもして。だけどコレだけ確かめてほしいんだ。僕とモニカは……触さわれるよね」


「だから何なんだ！　そ、そんないきなり女の手を握ってくるなんて、いつものお前じゃないじゃないか！」


　熱っぽい顔をさらに真っ赤にしてモニカが慌あわてる。けれど、そう応こたえながらも、彼女は握られた手を離はなすどころか自ら握りかえしてきてくれて────


「伝えたよ」


「……え？」


「僕とユミィの最後の秘密。僕が天結宮ソフイアの上層部に危険視される一番大きな理わ由け」


　握っていた手をそっと離し、シェルティスは幽かすかな微び苦く笑しようでもってそう告げた。


「さっきモニカ、ユミィにもこんなに優しくしてるのかって聞いたよね」


「あ、あれはものの弾はずみというか……」


「してないよ。今の僕はユミィに何一つしてあげられない。こんな風に握手もできないし、今のモニカみたいに倒れた時も受けとめられない」


「……どうしてだ」


　理解できない──訝いぶかしげな顔つきで目をつりあげてモニカが呟つぶやく。


「ふしぎ？」


「だって、お前とユミィは……ずっと昔からの仲だって異篇卿が言っていたじゃないか。わたしと会うより前から恋こい人びと同然だったんじゃないのか？」


「うん、十年来の幼なじみ」


「なら──」


『モニカ、察してあげてください。貴女あなたならわかるはずですよ』


　水すい晶しようをほのかに赤く点ともらせて、沈ちん黙もくしていた機械水晶イリスが穏おだやかな口調でそう告げた。母が子を教おしえ諭さとす時のように静かな声で。


『反発しあう魔笛と沁しん力りよく。中でも、強すぎる沁力と魔笛が触れ合った時に生じるきわめて珍しい物理現象、目にしたことはなくても聞いた覚えがあるはずです』


「……それはエルベルト共鳴のことか？　あれは本当に稀まれな現象で、現実に起きることなんて想定してないから習いもしないぞ。教本の端はしに参考扱あつかいで書か……れて……」


　その言葉が徐々にかすれ、対照的に少女の目が驚きよう愕がくに見開かれていく。


「まさか、お前」


「────」


「本当に？　まさかあれが、よりによってお前とユミィで？」


「これで、僕とユミィが教えてあげられる秘密は本当にもうお終しまい」


　モニカの問いには沈黙を選び、シェルティスは大きく息を吐はきだした。


「これがモニカのこと信じてるって直接の証しよう拠こになるわけじゃないけど……伝えたよ。二年前に僕が天結宮ソフイアから追放された一番の理由」


　エルベルト共鳴。


　近づけば近づくほど強く拒きよ絶ぜつする世界の理ことわり。これだけは二年前から何一つ変わっていない。……今も、これを理由にいつ塔とうを追放されたっておかしくない。


「僕もユミィも、全部打ち明けられたらって何度も考えたよ。モニカやヴァイエルのこと蔑ないがしろにする気なんてなかった、それだけは信じてほしいって思ってる」


「…………」


　少女は黙もくして語らない。


　ただ自らの右手を──互たがいの手と手がふれた部分をじっと見つめていた。


「わたしは……エルベルト共鳴なんて見たことない。さっき言ったとおり教本の端に書いてあったものを知識として知っているだけだ」


「うん」


「その現象にだけは、どれほど強力な人も幽ゆう幻げん種しゆも抗あらがえないと書いてあった。火花が散るような拒絶反応に灼やかれて、人にも幽幻種にとっても危険な現象だって」


「そうだね」


「……痛い、のか」


「痛かったよ。でもそれ以上に苦しかった」


「……本気で抵てい抗こうしたのか？　なのに、お前と巫女ユミイですら抗えなかったのか？」


　無言で。


　シェルティスはただ一度だけ頷うなずいた。


「……そうか」


　瞳ひとみの奥に揺ゆれる感情を漂ただよわせ、モニカが見上げたのは薄うす暗ぐらい天てん井じようだった。


「…………わたしは………………しは…………っ…………」


　同時、ふらりと姿勢を崩す彼女の身体。


「モニカ!?」


「……………………っ……………………」


　応えない。桜色の髪かみを振り乱すように膝ひざを折り、そのまま硬かたい床ゆかへとゆっくりゆっくりとくずおれていく。


「モニカ、聞こえる、モニカっ!?」


　受けとめた少女の身体からだは驚おどろくほどに柔やわらかく、そして軽かった。


『汗あせの量が異常です。張っていた緊きん張ちようの糸が切れて、極度の衰すい弱じやくからの昏こん倒とうでしょう。速すみやかに彼女の寝しん室しつへ』


「わかってる」


　目をつむって浅い呼吸をくり返すモニカを抱だき上げ、シェルティスはコテージの二階に続く階段を駆かけ上がった。





　──モニカを抱いた少年が階段を駆け上がった後のこと。


「…………」


　一階、メインフロアに接した通路の陰かげにて、息を堪こらえて腕うで組ぐみする人ひと影かげが一つ。しばし二階の様子を階下から見上げるも、やがて通路の奥へと踵きびすを返す。


「見られたもんじゃねぇな」


　こぼれる吐と息いきに混じる感情は怒いかりか、それとも──


「どいつもこいつも……くそっ、俺に手間かけさせるんじゃねぇよ」


　不ふ機き嫌げんそうな表情で呟いて、ヴァイエルは足早に自室へと引き返していった。




　終章　『少女わたしの選択』







　　　　１





　朝五時。


　予定の集合時間を過ぎても、メインフロアに部モ隊ニ長カが現れることはなかった──





「モニカ、完全に衰弱してますね」


　小刻みなステップで階段を下りきるや、華宮カグラは両手を大きく交こう叉さしてみせた。


「体温38・８度。症しよう状じようは寒気と頭痛、それと目め眩まい……これらは風か邪ぜ薬ぐすりが効けば多少は良くなるでしょうが、今日の巡じゆん回かいは絶望的です」


「今日っつぅか明日あしたもじゃねぇの」


　仏ぶつ頂ちよう面づらで外出用の儀ぎ礼れい衣いを脱ぬぎ捨すてたのはヴァイエルだ。


　フェルンの棘とげ森もり。朝四時の段階で、外気は零下マイナス23・７度を観測していた。日中に日ひ射ざしが出れば気温も上がるが、吹雪ふぶきとなれば気温はさらに低下する。


『ねぇシェルティス？　こういう時ってどうするんです？　司令部に連れん絡らく？』


「……迷うね。本当にまずい時は救助班を呼ぶこともできるけど、それ以外はどれだけ連絡しても指示なんて出ないだろうから」


　現場の巡回班が司令部に指示を仰あおぐことは意味がない。現場のことは現場の隊員たちが一番熟知しているという理由から、どんな状じよう況きようであれ自らが決断し自らが対応していくのが鉄の掟おきてとなっている。


「検討すべきなのはただ一つ、救助班を呼ぶかどうかです」


　こちらも外出用のマフラーを脱ぎながら華宮。


「救助班は呼べば確実にやってきます。しかし要よう請せい理由は後で相当詳くわしく問いただされますよ。しかも今回はモニカの体調管理不足と判定される可能性がきわめて高い。モニカが正せい護ご士し試験を受けるにあたって、それは結構なマイナス要素です」


「肝かん心じんの大将は何と言ってんだ」


「それが……明日には復帰すると」


「なら今日一日は様子見だな。意味不明の病気でも持病でもないんだろ、衰弱って理由がわかってんなら焦あせることはねぇよ」


　上着を脱いだヴァイエルが不機嫌面で腕うでまくり。


「おや、腕まくりなんて寒くないですか？」


「しょうがねぇだろ。あの病弱人は昨日から何も食ってねぇんだろうし、粥かゆでも作って無理にでも食わせないといつになっても復帰しないだろうからな」


「ふーん……優やさしいんですね？」


「暇ひま潰つぶしだ。俺らだけで巡回に出るわけにもいかねぇんだろうが」


　大おお股またで調理場へ歩いていってしまうヴァイエル。広いメインフロアにぽつんと二人残されて、シェルティスは華宮と顔を見合わせた。


「モニカのこと、司令部には連絡したんだろ？」


「ええ。ユメルダ教官は留守で別の教官が通話に出てくれたのですが、やはり自分たちで何とかしろと。ただ、フェルンの雪山は吹雪になると救助が遅おくれるから、救助隊を申しん請せいする時はその遅ち延えんも考えて申請しろとのことでした」


「あっちの方は？　えと、あの途と中ちゆうで見た大きな足あし跡あとみたいな」


「それは昨日モニカが連絡していました。えっと、その時はユメルダ教官が出てくれたのかな。実はフェルンの棘森は年に一回くらい同じような連絡があるそうです。でも九割くらい、地じ肌はだごと削けずれる大規模な雪崩なだれと判明したと追加報告があるんだとか」


　……雪崩？


　……あれが自然現象だっていうのか？


　かつて一度だけ見つかったという水龍ヒドラの脱だつ皮ぴ。それ以降、フェルンの棘森では脱皮も何もかも見つかっていないというけれど。


「九割方って言ったよね。残り一割は？」


「原因不明のまま追加報告なしだそうです。ただ、お前の部隊にはシェ……もとい、優ゆう秀しゆうな特とつ攻こう要員がいるんだから、不測の事態になればソイツに覚かく悟ごを決めさせて特攻させろと」


「なにそれひどいっ!?」


「つまりは普ふ段だんどおりの返事だったというわけですよ。お前たちで何とかしろと」


　お手上げと言いたいのか華宮が両手を上げてみせる。


「それで、どうしましょう？　私たちもヴァイエルの手伝いでもします？」


「…………」


　しばし考えて────正しく言うのなら迷ったフリをした後に、シェルティスは厚地のマフラーを首に引っかけた。


「少し外回ってくるよ。華宮は中で待ってて」


「……一人で巡回のつもりですか」


「コテージの近くを一周だけね。どのみち玄げん関かん周りの雪かきしないと、今晩も吹ふ雪ぶいたら積雪で扉とびらが開かなくなる」


　幽幻種や水龍ヒドラだけではない。雪オオカミや北極ヒグマにコテージが襲しゆう撃げきされる可能性も零ゼロではないのだ。そうした害がい獣じゆうの足跡がコテージ近くに残っていないか。森林の巡回ができなくても最低限の見回りは必要だろう。


「わかりました。……しかし員章は忘れずに。何か不ふ審しんなことがあれば一報を」


「約束するってば。行くよイリス」


『え～……機械は雪とか水分多いの苦手なんですよぉ』


「文句言わないの」


　鈍にぶく輝かがやく機械水晶イリスをなだめ、シェルティスは首元のマフラーを何重にも巻き直した。





　灰色に濁にごった太陽光。


　今にも雪の降りそうな曇どん天てんを通過するからだろう。地上に届く日射しまでも灰色に染まり、フェルンの棘森は灰色の世界と化していた。


　さくっ……


　一歩踏ふみ出した足が、膝の高さまで深々と新雪の中に潜もぐりこむ。


「っ！　ここまで深いとさすがに……」


　埋まい没ぼつした足を引ひき抜ぬくだけで一仕事だ。雪が足にからみつき、このままだと跳ちよう躍やくはおろか走ることもままならない。


『昨夜の吹雪で積もった新雪ですね。見た目は純白で綺き麗れいだけど、これ以上深く積もってしまうと手に負えなくなるかも』


「いよいよ本格的に雪かきが必要だろうね。っと、でもその前に少し歩くか」


　拓ひらけた場所から一転、白い雪をかぶったまま凍こおりつく大樹のそびえたつ森林へ。


『どこまで見て回るんですか？』


「いや、本当にちょっとだよ。コテージに近づいてくるような足跡がないかだけ確かく認にんするつもりだから」


　地表の雪がやわらかいほど足跡も残りやすい。そしてもちろん、その足跡は次に雪が降った時点で跡あと形かたもなく隠かくれてしまう。今のうちに巡回するしかないのだ。


『ねぇねぇ、小さな足跡見つけましたよ。あれは？』


「あの縦長の形はウサギだね。オオカミはもっと大きいし、ヒグマなんかも見れば一発でわかるから」


　乱雑にそびえ立つ針葉樹の間を縫ぬうように歩き、一定区間ごとに雪面の状況を撮さつ影えいして記録していく。


　……歩く距きよ離りは少ないけど、きちんと記録を取ればこれも巡回に認められるはず。


　……巡回にさえ認められれば任務も成功扱あつかいになるから。


『シェルティス、任務の失敗ってマイナス判定大きいんでしたっけ？　私、確認してみたけどそんな条じよう項こうは無かったような』


「正護士試験の時に経歴出すじゃん。あの欄らんの任務一覧て場所に載のるんだよ」


　携けい帯たい用の撮影機器をポーチにしまいつつ。


「任務失敗にもランク付けがあるって噂うわさがあって、それは割と信しん憑ぴよう性せい高くてさ。猛もう烈れつな悪天候で巡回が遅れたとかならマイナス要素ほとんど無し。だけど候補生自身が失敗理由を作っちゃうとマイナスも大きいっていうね」


　華宮も言っていたように、今回はモニカの体調不良という理由がハッキリわかっている。自らの体調管理不足が原因となって部隊が任務に失敗した──こうなると部隊長の信しん頼らい面が大きく歪ゆがんでしまうことはわかりきっている。


『あー、そっか。モニカ報告書に書きそうですよね。悪いのは体調崩くずした自分であって、残りの三人の隊員は十分に自分の仕事をしましたって。彼女の性格だと絶対、みんなのこと庇かばう報告書にしちゃう気がします』


「うん。だからなおさらね」


　倒たおれた部隊長のかわりに隊員が計画を練り直し、実行可能な範はん囲いで巡回を行ったとなれば判定はプラスに傾かたむく。


『さすが、そういうところは抜け目ない』


「機転が利きくって言うんだよ」





〝だけどお前もユミィのことも、わたし、本当に大好きだから〟


〝嫌きらいになんかなれないんだ。今も、これから先も。だからこそ、なおさら辛つらくて……〟





「…………」


『どうかしましたか？』


「ううん、ちょっとウサギの足跡見てただけだから」


　ふしぎそうに訊たずねてくる機械水晶イリスに首を振ふり、シェルティスは探たん索さくを再開した。


　無音の銀世界。


　零れい下か数十度という極寒の地に、自らの足音だけがこだまする。虫の音も鳥の声も小生物の足音も聞こえない。あまりの静けさに気が遠くなりそうだ。


『すごい静か……』


　そう呟つぶやく機械水晶イリスの声は、まるで何か懐なつかしいものを見たかのようで。


『こんな静かなところで声を出したら、その声はどこまで届くのでしょうね』


「イリスの得意な演算分野じゃない」


『……もぅ、詩的な意味で言ったんですってば』


　拗すねたつもりなのか、光を失って機械水晶イリスが暗くなる。


　そのまま時はゆっくりと流れていって──


　探索から二時間を過ぎた頃ころ。前方の雪原にふと何者かの足跡が見て取れた。


「足跡……あ、でもこれって」


『シェルティスの足跡ですよ。一周してきたんですね」


　拠きよ点てんとなるコテージの周辺を一周。時間は短めではあるが、これなら十分に正式な巡回として認められる実働時間である。


「暑っ。こんな寒さでも動くと暑くなるね」


　手や顔の表面は氷のように冷たいのに、その内側である身体からだの芯しんは熱を帯びているのがわかる。汗あせばむ額を拭ぬぐい、首に巻いたマフラーをわずかに緩ゆるめ────瞬しゆん間かん、その首元に何か冷たいものが触ふれた。


「ん？」


『おや』


　額に、鼻の先に、頭上から降りそそぐ白い結けつ晶しようが次々に触れては消えていく。


「雪？」


『雪ですね。まだ朝十時なのに降り出すなんて』


　まるで花びらのように宙を舞まい、大きな塊かたまりとなって降ってくる白の結晶たち。一つ、また一つ肩かたや腕、首筋に落ちては消えていく。


『今日の巡じゆん回かいはここまでですね。戻もどりましょう、そろそろ華宮たちに心配されます』


「……そうだね」


　渦うずを巻いてみるみる厚みを増していく頭上の曇天。いつしか吹ふいてきた横よこ殴なぐりの突とつ風ぷうに、急いでマフラーを巻き直す。


　──今日も天気が荒あれる。


　そんな予感を胸に、シェルティスはコテージへと引き返した。





　　　　２





　パチ、チッ……パチッ……


「きた！　上う手まくいきましたよ、ちゃんと火がつきました！」


　弾はじける火の粉。真っ赤に燃え上がる炎ほのおを指さして華宮が歓かん声せいを上げた。


『へぇ、これが暖だん炉ろなんですね。私、この手の暖だん房ぼう装置は画像データでしか見たことがなかったので新しん鮮せんです』


「そういや僕も初めてだ。前に来た時は使わなかったし。ていうか暖ソ炉レ、本物だったんだ。てっきり部屋の装飾か何かだって思ってた」


　部屋の隅すみに耐たい熱ねつ煉れん瓦がをいくつも組み合わせた小型の炉ろを設置し、コテージの屋上まで延びた煙えん突とつと連結させてある。あとは薪まきをくべて火をつければ良いわけだ。


「騒さわぐのは結構だが、それは本当に必要なんだろうな」


　調理場の先で、夕食の準備中であるヴァイエルがぼそり呟いた。


「空調があれば十分なんじゃねぇの？」


「暖炉は予備です、電気が使えなくなった場合の」


　予備の薪を抱かかえながらふり向く華宮。


「蓄ちく電でん池ちの残量は十分です。だけど、たとえば屋外の配線機器が雪で凍りついたりする可能性は考えておいた方が良いでしょう。電気に頼たよらない暖房手段も必要です」


「まあいい。それより飯だ、さっさと席につきやがれ」


　テーブルに用意された食事は三人分。


「華宮、モニカは……やっぱりまだ起き上がれない？」


「その点は心配無用です。私が部屋に行った時は座って会話できるくらい回復してました。ただ、念には念をということで夕食はお粥かゆで済ませたいそうですよ」


　胃に負担をかけない食事をとり、あとは身体を休めるということなのだろう。今朝まで高熱に悩なやまされていたことを考こう慮りよすれば相当な回復具合と言っていい。


「ヴァイエル、そのお粥だけど」


「今朝のうちに鍋なべいっぱいに作って二階の寝しん室しつに運んでおいた。腹が空すけば起きて好きなだけ食うだろ。あとは薬飲んで寝ねてりゃ治る」


「……そっか、それなら良かった」


「問題はその後だろうが」


　その最後の一言が。


　さながら独り言のように小さく絞しぼられていたために、ヴァイエルが何かを口にした──シェルティスにはその程度しか聞こえなかった。


「ん、今なにか」


「何でもねぇよ、さっさと食え。後片付けはてめーらが自分でやるんだからな」


　ぶっきらぼうにそっぽを向く彼。


　腕うで組ぐみした姿勢で背を向けて、じっと無言で壁かべに寄りかかる。その姿はまるで、なにか深い思し索さくに耽ふけっているかのようだった。
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　夜の風が泣いている。





　すきま風のように甲かん高だかい音かと思えば、獣けもののうなり声さながらの重低音へ。音とも声とも区別のつかないソレに耳を傾けているうちに……突風はいつしか、凍いてつく雪をはらんだ吹雪ふぶきへと姿を変えていた。


「……すごい音だな」


　窓に付着する雪の欠片かけらを目で追って、モニカはぼそりと呟いた。


　──わたし、どれくらい寝ていたんだろう？


　朝の六時に華宮が様子を見に来てくれたのは覚えている。それから昼頃ごろ、やはり華宮が食事にと鍋いっぱいに粥を持ってきてくれて……それを少し口にしたら強きよう烈れつな眠ねむ気けが襲おそってきて、目を覚ましたらもう真夜中になっていた。


「…………」


　熱は下がったと思う。寒気もほとんどないし、気が狂くるいそうになるほどの目め眩まいも頭痛も綺き麗れいに消えている。


　──丸一日、みんなに迷めい惑わくをかけてしまったな。


　ベッドから起き上がり、一歩一歩、自分の体調を確かめながらテーブルへ。


『ヴァイエル自信作のお粥だそうです。朝までに残さず食べておけとのことでした』


　鍋の下に敷しかれた華宮からのメモ。


「なんだ、こんなにたくさん食べれるわけないじゃないか」


　小鍋三つ分、これでもかと入った三種類の粥に思わず苦く笑しようしてしまう。


　塩だけで味付けした白しろ粥がゆに、卵を落とした黄色の粥、さらには野菜を煮にこんだ緑の粥。お粥だけで三種類もあるのに、さらに塩と七しち味み唐とう辛がら子し、ゆず胡こ椒しようまで調味料が取りそろえてあるから驚おどろきだ。


「──ありがたく頂くか」


　昨夜からほとんど水分しか補給していないので胃が空っぽだ。熱も下がったし、あとは食事と睡すい眠みんで体力を回復させないと。


　白粥。


　お椀わんに半分ほど取りわけて、さらにそれをスプーンに半分ほどすくって口へ運ぶ。


「……おいしい」


　素す直なおに、そして自然にそんな言葉が唇くちびるを伝っていった。


　塩でしか味付けしていないからだろう、嚙かむごとに米の甘みがはっきりと伝わってくる。塩味を感じるか感じないかの繊せん細さいな味付けも、弱った胃腸にちょうど良い塩あん梅ばいだ。


「これは、おいしいな」


　卵粥はわずかに魚出だ汁しがきいていて、野菜粥は香こう草そうの香かおりが心地ここちよい。三種類の粥がどれも違ちがう味、違う趣しゆ向こうで作られているから飽あきることがない。


「……料理、これだけできれば楽しいだろうな」


　人には意外と言われるけれど、自分は料理がまるでできない女だ。料理なんて練習する歳としになる前から巫み女こ見習いで、食事はひたすら塔とうの食堂を利用していた。候補生になってからもそれは変わってない。


　──わたしが作れる料理ってなんだろう。


　まず第一に、料理のレシピがまるで頭に入っていないのが問題だ。


「目玉焼きとゆで卵と……そうだ、レトルトのカレーを温められるな」


「阿あ呆ほう、そりゃできた内に入らねぇよ」


「っ!?」


　ふり返った扉とびらが開き、呆あきれた顔でヴァイエルがこちらを見下ろしていた。


「ヴァ、ヴァイエルっ!?　お、お前……女の部屋に勝手に、は、入っ……っ！」


「あん？　何度ノックしても返事しねぇのはてめーだろうが。ぶっ倒たおれてんじゃねぇかと思って入ってみたらこのザマか」


　言われてみれば。確かにさっきノックのような音と、自分の名前を誰だれかが呼んでいたような気がしないでもない。


「ま、まて！　あっちを向け！　上着を着るまで待て！」


「てめーみたいな貧ひん相そうな体型の寝ね間ま着き見て誰が喜ぶっつぅんだ」


「うるさい！　と、とにかく向こうを向け。隊長命令だ！」


　大あわてでクローゼットから儀ぎ礼れい衣いを取りだし、寝間着の上から羽織って前を閉じる。珍ちん妙みようこのうえない重ね着ではあるが、こんな寝間着姿を見られるより百倍マシだ。


「……よ、よし。もういいぞ」


「なんだ、それだけ騒げるなら万ばん全ぜんじゃねぇか」


　ふり返るヴァイエルは相変わらずの呆れ顔だ。


「飯は食ったみてぇだな」


　蓋ふたの開いた鍋を見下ろす彼。


「……食べた。ありがとう、こんなにたくさん」


「暇ひまつぶしみてーなものだ。どのみち大将がぶっ倒れてりゃ身動きとれねぇからな」


　部屋の端はしに置かれた椅い子すをちらりと一いち瞥べつするも、それに腰こしかけるわけでもなく彼の方はその場に直立したままだ。


　──座らないのか？


　意外だ。普ふ段だんなら椅子が空いてれば真っ先に座ろうとするくせに。


「……何かあったのか？」


　黙だまってこちらを見下ろすヴァイエルへ、モニカは怖おず怖おずと訊たずねることにした。


　こんな夜ふけに見み舞まいとも思えない。見舞いだとしても、昼間までは華宮が代表で部屋に入ってきていたというのに。


「ヴァ──」


「てめーはよ、いつまでそうしてるつもりだ？」


　静せい謐ひつ。普段のこの男からは想像もできないくらい、モニカがある種の寒気を感じるほどに物静かな声こわ音ねで彼は言ってきた。


「……待て、意味がわからない。何のことを」


「今日な。あの野や郎ろう、俺が粥を作ってる間に一人で拠きよ点てんの周りを巡じゆん回かいしてたんだと。このまま帰ると誰かさんの成績にマイナスがついて昇しよう格かくに苦労するからってな。あの寒さの中を延々と一人でだ」


　淡たん々たんと、紳しん士し的とも思えるくらい静かで落ちついた口調。


「昨日の夜は夜で、誰かさんが抜ぬけた分の見張りを引き受けてたぜ。あの時だよ、てめーが夜中に降りてきて騒いだ後に気ぃ失って倒れた時だ」


　彼の言葉に。


　昨日のやり取りの全すべてが、一いつ瞬しゆんで頭の中を駆かけぬけていった。





〝なんで、なんで教えてくれなかったんだ！〟


〝わたっ……たし……っ、本当にお前のこと……力になってあげたかったのに。なのに、どうして教えてくれなかったんだ！〟





「……見て……たのか？」


　見られてたのか？


　昨晩、シェルティスに向かって泣なき崩くずれたわたしの姿が────


「らしくねぇんじゃねぇのか」


「っ！　お前に、わたしの何がわかるっっっっ！」


　──気がつけば、モニカは喉のどを嗄からして絶ぜつ叫きようしていた。


　らしくない。その言葉がまるで、今の自分の全てを否定しているような気がして、叫さけばずにはいられなかった。


「知らねぇよ」


「なら──」


「じゃあ、てめぇはあの野郎シエルテイスの何を知ってたんだ」


「っ!?」


　漏もれかけた絶叫が喉の奥で凍こおりついた。


「お前の知ってるあの野郎シエルテイスは、理由もなく部隊オレらに隠かくし事ごとをする奴やつか？　ちげぇだろ、あの単細胞ガキにそんな小こ賢ざかしい真ま似ねできるわけねぇだろうが」


「…………」


「本気で言えない理由があったんだろ。事実、見ろよ今の状じよう況きよう、穢歌の庭エデンに堕おちて幽幻種バケモンみたく魔ま笛てきに取とり憑つかれた奴がいるってだけで浮ふ遊ゆう大陸中が大おお騒さわぎじゃねぇか。頭の悪わりぃ候補生どもがこぞって浄じよう化か室に走ったせいで、本当に浄化の必要な患かん者じやの治ち療りようができないって巫女見習いどもが愚ぐ痴ちってたの知ってるだろうが」


「……知ってる」


　候補生たちがどんな状況か、ヴァイエルが知っていて自分が知らないわけがない。


　まだ巫女からの正式な発表も出ていないのに、噂うわさに踊おどらされた人間が周りを扇せん動どうして混乱が悪化してしまってる。


「華宮が言ってたぜ。あの会話そのものが異い篇へん卿きようの罠わなでしたって。どいつもこいつも良いように動どう揺ようさせられちまったなかで、罠に嵌はまったあの野郎シエルテイスを誰が庇かばってやれるんだ？」


「……それは」


「お前なんだよ大将。てめぇが、一番近い位置でアイツを見てきたてめぇが庇ってやらないで誰がアイツを庇ってやれる」


　…………一番近い。


「一番近いのは────」


　わたしじゃなくてユミィなんだ。そう言いたかったはずなのに、喉が痙けい攣れんしてどうしても先の言葉が紡つむげなかった。





〝今の僕はユミィに何一つしてあげられない〟





　……わたしの手を取ってそう言った時のシェルティス。


　……あんな寂さびしそうな顔……そういえば、初めて見たかもしれない。


　エルベルト共鳴。


　沁しん力りよくと魔笛──絶対の理ことわりに拒きよ絶ぜつされた、世界で一番近くて遠い犠ぎ牲せい者しやたち。


「だいたい無む駄だに頑がん固こなんだよてめぇは。なにが『わたしの部隊』だ、俺や華宮を部隊に引っぱっておきながら、いざとなったら隊員一人庇ってやれねぇ。そんなに仲間が信じられねぇのか、てめぇはよ」


　一歩。直立不動の男が一歩だけ足を踏ふみ出した。


「三度は言わねぇぞ。いいか？　てめーはよ、いつまでそうしてるつもりだ」


　……たった一歩のはずなのに。


　……なぜこうも。


「てめぇが作った部隊だろ。てめぇが願った部隊なんだろ」


　……なぜこんなにも近い位置にヴァイエルがいるの？


　……こんなにもヴァイエルの声が高らかに響ひびいて感じるの？


「てめぇがあの野郎シエルテイスと始めた部隊だろうが、ならなんで最後までアイツを信じてやらないんだよこのクソガキがっ！」


　ヴァイエルの怒ど号ごうが、音の津つ波なみとなって部屋の隅すみ々ずみにまで響きわたった。


「隠し事をしてたから？　自分に秘密を黙ってたから？　くっだらねぇ、じゃあアレか、何でもかんでも馬ば鹿か正直に話す奴なら無条件で部隊に誘さそうのか？」


「……そ、それは……」


「そうじゃねぇだろ。てめぇがあの野郎シエルテイスと部隊を組んだのは、そんな秘密なんかどうでもよく思えるくらいの別の何かに惚ほれこんだからだろうが！」





〝憧あこがれてたんだろ、いつかはその双そう剣けん使いの彼みたいになりたいって。いいかげん気づきなよ。今がその時いつかなんだよ！〟





「わ、わたし……は……」


　…………憧れていた。


　好きとか嫌きらいとか、そんなの抜きで彼みたいな人間になりたいって焦こがれてた。恋こいなんていう年とし頃ごろじゃない時から、尊敬する人として彼を見ていた。





〝モニカ、言ってたじゃないか。憧れてた護ご士しがいるんだって。穢歌の庭エデンに堕おちて殉じゆん職しよくした少年だけど、自分は彼のようになりたいんだって〟





　巫み女この最終試験に落ちた時のこと。積み重ねた全てが崩れて真っ白になった時でもただ一つ、護士になって彼を追いかけるという夢だけが褪あせずに残ってた。


　……その夢だけがわたしを支えてくれた。


　絶望の淵ふちをさまよっていた自分の手を取って、立ち直らせてくれた。


「そいつは今どうしてる？　てめぇを見捨てて別の部隊に行ったか？　裏切って天結宮ソフイアを出たか？　違ちげぇだろ。倒れたてめぇの分まで夜警するって手を挙げたのを、ほかでもないてめぇ自身の目で見てただろうが！」


「…………」


「そいつを信じられずに誰だれを信じる？　そいつが罠に嵌ったなかで、やっぱり見て見ぬフリをする？　それは違ちがう、違ぇんだよ！　てめぇの隊員を同じ視線で庇ってやれるのは、────部モ隊ニ長カ、お前がやらなきゃいけない仕事なんだよ！」


　彼が好きだからも嫌いだからも関係ない。


　自分の部隊の隊員だから、それが部隊長である自分の務めなのだから。


「わたしの、義務……」


「同時に権利でもある。いいか、てめぇだけの義務で権利だ……後は好きにしろ」


　後ろ頭あたまを搔かきむしり、やおら彼が背をひるがえす。


「くそがっ……面めん倒どうくせぇ、これだからガキのお守もりは嫌いやなんだ」


「ヴァ、ヴァイエル、待て！　待っ──」


　椅子から立ち上がって手を伸のばす。


　……足がふるえて動かない。それでも身体からだを前のめりに限界まで手を伸ばし、その指先が彼の背中に一いつ瞬しゆん触ふれて──


　返事もなく、その背中は扉とびらの向こうに消えてしまった。


「…………あ……っ……」


　前のめりになったせいでバランスを崩し、モニカはそのまま床ゆかに膝ひざをついた。硬かたい感かん触しよく、打ちつけた膝の痛みに耐たえながら────


「……そんなの」


　誰だれ一人ひとりとして聞く者のいないその部屋で、モニカは嗚お咽えつまじりに呟つぶやいた。


「わたし、どうすればいいんだろ」





　　　　３
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「それ何の歌？」


　背中から聞こえてきた声に、ユミィは反射的に口をつぐんでいた。


「あれ、やめちゃうの」


「……続き知らないの。さっきから同じところばっかりくり返してただけだし」


　目をこすりながら訊たずねてくるエリエに微び笑しようで返事。


「ユトちゃんはもう寝ねてる？」


「熟じゆく睡すいだよー。ユミィのベッドふかふかで気持ちいいって喜んでた。あたしもウトウトしてて、それで寝ね返がえり打ったら『あれ、ユミィいないじゃん？』って」


　そう言うエリエはクリーム色の寝ね間ま着き姿、小こ脇わきに自分の枕まくらを抱かかえていた。


「……んー、ユミィは疲つかれてないの？」


「目、覚めちゃった」


　強化ガラスの窓によりかかる。普ふ段だんの法ほう衣いは脱ぬぎ捨すてて、今はワンピース型の薄うす地じの寝間着だから少しだけ肌はだ寒ざむい。何か上着でも羽織ろうとも考えたけれど、もう少しで寝るからとついつい薄うす着ぎのままでいてしまってた。


「ふむむ。そんじゃあたしも頑がん張ばって起きてよっかな」


「え……」


「だってさー、せっかく友だちの家に泊とまりに来てるんだもん。あたしだけ寝てるなんてもったいないじゃん」


　枕をぎゅっと胸に抱だきかかえるエリエが、自分も椅い子すを窓のそばまで引き寄せる。


「おー、すごい眺ながめ。昼は眩まぶしいけど夜は真っ暗なんだ？」


「ここ塔とうの一番上の方だから。地上の明かりもほとんど届かないみたい」


　窓ガラスに手をつき外の景色を見つめるエリエ。そんな彼女の横顔をじっと見つめ、ユミィはぐっと息を呑のみこんだ。


「あ、あのね？　エリエに……変なこと聞いてもいい？」


「ん。なに？」


「…………シェルティスのこと、エリエはどう思ってるのかなって」


　ドクン、と緊きん張ちように高鳴る胸の音。


　握にぎった拳こぶしが汗あせばむくらい緊張しているからだろう、一秒一秒が一分にも一時間にも感じられるくらい永い。


　……モニカ先せん輩ぱいっていう実例もあるくらいだもん。


　……ずっとシェルティスと居住区で一いつ緒しよにアルバイトしてたエリエだって。


　今もこうして天結宮ソフイアに入いり浸びたっているほどだ。好意がないわけない。


「それ、あたしがシェルティスのこと好きかって意味？」


「え？　いや、その……ええと、そこまで直線的でなくても……」


「あはは、ユミィ可愛かわいい！」


　枕をお腹なかに抱え、身体をくの字に折ってエリエが声を上げて笑いだす。


「だーいじょうぶだよ。あたしの中だとね、シェルティスは一緒にいて楽しい友だちなの。ユミィみたいに大好きで我が慢まんできないって感じじゃないから」


「っ！　が、我慢できない!?」


「違うの？」


「…………それはその、言葉にできない繊せん細さいな仲と言うか……ええとぉ……」


　思わず目線を背そむけてしまう。大好きかと聞かれ、肯こう定ていするのは恥はずかしすぎるし、かといって否定するのは絶対嫌だ。


「あー面おも白しろい。おかげですっかり目が覚めたよ」


　落ちついて座っていたのと一転、好こう奇き心しんに目を見開いてエリエが乗りだしてくる。


「だいじょぶだいじょぶ。ユミィってば可愛いし良い子だし、億とか兆に一つくらいであたしがシェルティスに惚れちゃっても相手にならないから」


「そ、そんなことないよ！　エリエすごく可愛い、わたしが保証するってば！」


　普段から化け粧しようっけもなく髪かみもボサボサのエリエだけれど、今日、部屋のシャワーを浴びて出てきた彼女を見てドキッとしたのは内ない緒しよである。


　──エリエ、髪を梳とかすとこんな可愛かったんだ。


　──もしもエリエが髪を伸ばして、それでお化粧して綺き麗れいに着き飾かざったりしたら。


　太た刀ち打うちできる女の子なんていなくなるかもしれない。ユミィが思わず白旗を揚あげたくなるくらい、シャワー後に髪を梳かしたエリエは抜ばつ群ぐんに可愛かったのだ。


「で、何かあったんだ？」


「……わかる？」


「だってさー、ユミィからそんなこと聞いてくるなんて思わなかったもん。もしや誰かに先こされちゃった？」


「先というか……わたしがちゃんと言わなかったのが良くなかったの」


　エリエがいてくれて良かった、ここまで強くそう感じたのは初めてだ。


　──すごく話しやすい。


　これが天結宮ソフイアの知人なら、何かの弾はずみに内ない緒しよ話ばなしも塔に漏もれてしまうかもしれないという不安がつきまとう。居住区の友人だからこそ、こんな個人的プライベートな話も内緒にしてくれるという安心感があるのだ。


　……最初はシェルティスのこと考えてたんだけど。


　先輩モニカのことは後で考えるつもりだったのだ。まずは拘こう束そくされたシェルティスを解放し、同時に塔の混乱も収束させることを考えようとして。


　……でも、今のわたしも半分見張られた状態で……容易に下の階にも行けないし。


　……一番大事な、塔の様子とシェルティスの現状の情報が得られない。


　数少ない情報源だった錬イ護シ士ユ筆タ頭ルも千せん年ねん獅しの代役で動けない。そんな時、自分の脳のう裏りをかすめていったのが、やはりモニカの顔だった。


　……モニカ先輩は、シェルティスが何してるのかも知ってるのかな。


　先輩と仲直りして彼の情報を手に入れようとかそんな下心じゃない。ただ……どうしても何かあるたびに、自分と先輩を比べてしまうのだ。


　自分とシェルティス。


　先輩とシェルティス。


　こうして比べた時に、近い位置にいるのは……どっちなんだろう。


「…………」


「ユミィ、その人と喧けん嘩かしちゃったの？」


　控ひかえめな口調で訊たずねるエリエに、ユミィは黙だまってうなずいた。


「その人、シェルティスのことが気になるって打ち明けてくれたの。なのにわたしは……驚おどろいたのもあったけど、わたしとシェルティスのこと言うと、その人と仲が悪くなっちゃうんじゃないかってすごく怖こわくて……」


「言えなかったんだ」


「……後こう悔かいしてるの」


　言うべきだったのだ。たとえ互たがいが喧嘩になってしまうことになっても、もしあそこで勇気を出して言っていれば先輩も今ほど傷つくことはなかったはずだから。


「だ、だからね！　もしエリエがシェルティスのこと何か考えてるなら、今度はちゃんとわたしも自分のこと打ち明けようって思ってて」


「ほぅほぅ。なーるほど、だからさっきの質問なのね」


「うん」


「はー……ユミィも大変だね。あたし巫み女こ様にはなれないなぁ、考えること多すぎて頭がパンクしちゃいそうだもん」


　勢いよく背を反ってエリエが椅子に寄りかかる。


「でも知られちゃったんでしょ、その人にも」


「？」


「ほら、天結宮ソフイアに異い篇へん卿きようとかいう人の会話が流れたってやつ。その時にユミィとシェルティスの情報も入ってたんでしょ？　ならさっきのシェルティスが気になるっていう人も、当然ユミィが隠かくしてたこと知っちゃったんじゃない？」


「え……ああ、そうなの。だからこそ謝りたいから」


　わたしがモニカ先輩に対して打ち明けられなかったこと、あの時の自分の勇気のなさを面と向かって謝ると決めた。


　そうしないと、わたしとモニカ先輩の仲は捻ねじれたまま消しよう滅めつしてしまう。そんな最悪なかたちで終わるならいっそ、たとえ決定的な亀き裂れつが入ったとしても、全すべてを彼女に打ち明けて捻れた縁えんを正して終わりたい。


　……モニカ先輩。


　……先輩は、やっぱり、わたしの大切な先輩なんです。


「だから──」





　　　　４





「ひゃぁっ、やっぱりマフラー無しじゃわたしもダメです。寒いです！」


　白い息を吐はきながら戻もどってくる華宮。


「シェルティス、シェルティスってば！……はは、早く！　早くミルクティー！」


「はいはい。めちゃくちゃ熱くしてるから舌火傷やけどしないようにね」


　せがむ彼女を落ちつかせ、シェルティスはテーブル上のカップを指さした。湯気立つカップからは蜂はち蜜みつとハーブ、そしてミルクの甘い匂においがほのかに香かおる。


「……あー。この甘さに癒いやされます。至福の一時」


「お疲れ、それで外は？」


「晴れてますよ。雪は嫌いやというほど積もってますが、昨日の吹雪ふぶきが噓うそみたいな快晴です」


　ティーカップを両手で抱える華宮がうなずく。


「空は雲一つなし。今が午前九時だから……ええと、行き帰り六時間くらいの巡じゆん回かいで午後三時過ぎに帰き還かんという計画でいかがでしょう」


「悪くないんじゃないか」


　部屋の壁かべ際ぎわ、巨きよ大だいな通信機器の前にうずくまるモニカがふり向いた。


「さっき、フェルンの棘森の別区画を巡回する別部隊とも連れん絡らくがとれた。向こうは錬れん護ご士しが一人に正せい護ご士しが三人の部隊で、あっちもじきに出発する予定だそうだ。わたしたちも負けてられないから」


　そう言う彼女の横には、既すでに巨大なバックパック。


「……言いそびれたが、昨日はみんなに迷めい惑わくをかけた」


　ばつの悪そうな顔でおずおずとモニカが頭を下げた。


「言われる前に言うけれど、体調は……万ばん全ぜんとはいかないまでも七割八割までは回復したと思ってる。今日の巡回は控えめに六時間で切りあげて、明日あしたは七時間、明後日あさつては八時間と少しずつ時間を延ばしていければいいと思う。巡回は一週間あるから焦あせらなくていいと判断したわけだけど、それでどうかなシェルティス？」


「…………」


「だめか？」


『ほらシェルティス、聞かれてますよ』


「──っ！　あ、い、いや全然！　僕もそれでいいと思う！」


　機械水晶イリスの声に、シェルティスはあわてて首を振ふって首しゆ肯こうした。


　……びっくりした。


　……モニカが僕の名前を呼んでくれたの、この三日間で初めてだ。


　自分の耳を疑うあまり放心状態になってしまって、肝かん心じんの彼女からの呼びかけに応こたえることも忘れていた。


「華宮は？」


「良いですよ、天候が崩くずれた時はまた臨機応変に」


「ヴァイエル」


「好きにしろ、ただし後からの泣き言は受け付けねぇぞ」


　ソファーに寝ねころんでいたヴァイエルが弾はずみをつけて起き上がる。その姿にモニカも自分のバックパックに巨大な通信機を収納して──


「あのさ……モニカ」


「なんだ？」


　今まさに彼女が背負おうとした荷物をシェルティスは指さした。


「それ僕が持っちゃだめかな。たぶんその荷物が一番重いから」


　員章にも簡易な通信機能はあるが、なにしろ今回は天結宮ソフイアから離はなれているうえに豪ごう雪せつ地帯。吹雪のなかでも救難信号が届くよう、強力な独自回線の通信機をわざわざバックパックに携けい帯たいしての巡回だ。


「モニカは、えっと、ほかにやることがあるというか。ほら、荷物運びなら僕もできるし。そんなことよりもっと────」


「部わ隊た長しは指揮命令に集中しろと？」


「たぶんその方がいいかなと思うんだけど……体調のことも考えると」


　十中八九断られる。ここ数日のモニカとの関係を考えれば問答無用で拒きよ否ひされて当然、そう思っていたにもかかわらず。


「すまない。それじゃ荷物は任せる」


　拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりとうなずく部隊長。


「わたしの分の水と食料、あと防寒具だけ自分で持つ。残りの共通装備を頼たのむ」


　──モニカ？


　なんだろう。昨日まで感じていた棘とげが抜け落ちたような、ふしぎな印象だ。口調の端はし々ばし、立たち振ふる舞まい一つ一つも柔やわらかい気がする。


「あ……そ、そうだね。じゃあそのバックパックに僕の分の荷物も詰つめるから」


　最低限の荷物だけ別の鞄かばんに入れかえるモニカ。ずしりと重みのあるバックパックを彼女から受けとって、余りの収納スペースに今度は自分の荷を積めていく。


『おー重そう。なんかこう、女の子一人くらい誘ゆう拐かいして中に入ってそうな大きさです』


「……もう少しまともな喩たとえはなかったのかな」


　内部からの荷圧で岩のように堅かたくなったバックパックを背負い、既にコテージの入り口まで進んでいる華宮とヴァイエルを追いかける。


「くそがっ、相変わらず寒さみぃじゃねぇか」


「昨日一日コテージの中でしたし、外に出るのがなおさら億おつ劫くうに感じますね」


　コテージの外へ一歩出るや身をふるわせる二人。


「昨日外に出ていたシェルティスはともかく、モニカ……あなたは平気ですか？」


「わたしか？」


　華宮の問いに、モニカが自分の儀ぎ礼れい衣いをつまんでみせる。


「もちろん寒いけど、儀礼衣これの下も発熱繊せん維いの防寒着を何枚も着てるから」


「ほぅ。ではもちろん毛糸のパン──」


「華宮、それ以上は……わかってるな？」


「……はい」


　凍いてついた笑え顔がおでせまるモニカに圧おされ、華宮がおずおずと後ずさる。


『出発ですかぁ』


「出発だ。隊列は一昨日おとといと同じ、私が一番で二番がヴァイエル、三番が華宮で最後がシェルティス。みんなそれぞれ自分の役目があるけれど……特にシェルティスは」


　小さく咳せき払ばらいするモニカの瞳ひとみが、ちらりとこちらに向けられた。


「わたしの分の荷物を持ってもらったうえに、最さい後こう尾びで部隊の安全確かく認にんをしてもらう役目だ。かなり負担になると思うが」


「ああ、こっちは大だい丈じよう夫ぶだから気にしないで」


　……むしろ僕の方が気き遣づかう側だと思ってたのに。


　……モニカ？


　決してうわべだけの言葉じゃない。本当にこちらの負担を案じて声をかけてくれたのがわかるほど、彼女の表情は穏おだやかに澄すんでいた。


「そうか。じゃあ行こう、目的地は東の湖こ畔はんだ。以前に幽ゆう幻げん種しゆが見つかった場所で、そこを一周する巡回コースになる」


　小型のバックパックを背負ってモニカが雪道を歩きだす。


「あー、くそ。だりぃし眠ねみぃ……いらねぇ説教のせいで」


「どうしました？　昨日一番に自分の部屋に寝にいったくせに」


「……何でもねぇよ」


　眠ねむたげにまぶたをこすってヴァイエルが続き、その後ろにぴったりと華宮がついていく。


「シェルティス、早くしないと置いていかれますよ」


「了りよう解かい、いま行くってば」


　徐じよ々じよに小さくなっていくモニカの背を、追いかけた。
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　……さくっ。


　足の爪つま先さきが雪にめりこみ、そのまま深々と膝ひざの高さまで雪の中に両足が沈しずみこむ。


『うわっ、寒そう。シェルティスよく平気ですね。足が冷えませんか』


「それは我が慢まんするけど、動きづらいのがしんどいよ。華宮はどう？」


　前をゆく少女の背中に呼びかける。シェルティスですら膝の高さまで雪が来るのだから、小こ柄がらな華宮にいたっては太ふと股ももの位置近くまで雪に埋うもれることになる。


「……ひどいものです。ただ、モニカが最初に歩いてくれてますので」


　先頭のモニカが歩いた足あし跡あとだけは既に雪が除去された状態だ。それを正確にたどっているらしく、華宮の歩調は意外なほど滑なめらかだった。


「こうなると大変なのは先頭のモニカですが、彼女は荷物が少ないから雪道もそれほど苦でなさそうですね。彼女の荷物、シェルティスが背負ってくれて助かりました。ちなみに私の荷物も運んでくれるとさらに素す敵てきなのですが」


「……ごめん厳しい」


　肩かたに食いこむバックパックを背負い直し、深々と雪に沈んだ足を力ずくで持ち上げる。


『ねぇねぇ、シェルティスもモニカの足跡のところ歩けばいいのに』


「僕とモニカだと歩ほ幅はばが違ちがうから難しいんだって」


　モニカと華宮、少女二人と自分ではさすがに歩幅が違う。モニカの足跡に自分の歩幅を合わせようとすると歩調が狂くるってしまう。かわりにヴァイエルの足跡をたどろうとも考えたけれど、大おお股またで歩くヴァイエルの歩幅もこれまた自分と合わないのだ。


『で、結局は自分の歩調に合わせて雪をかき分けていくと』


「それも仕方なしってことで」


　どのみち帰り道も同じ経路ルートを使うのだ。自分が歩きやすいよう今のうち雪をかき分けておいて損はない。


「あとはモニカの体調次し第だいか」


　後ろから見ていても歩みは力強いし、その速度も安定している。


　……体調良いってのも噓じゃないんだろうけど。そのぶん頑がん張ばりすぎて、ってならないように。


「華宮、悪いけどモニカのこと」


「わかってます。彼女の頑張り癖ぐせが出すぎないよう制せい御ぎよしましょう」


　額の汗あせを拭ぬぐいながらの華宮。さすがに機メ械ツ帽トをしたままだと暑いのか、今の彼女は特とく徴ちよう的な長耳をさらした素す顔がおの状態だ。


　────と。


「ん？」


　不意に、雪を踏ふむ足から伝わる感かん触しよくに変化があった。


　雪が浅い。


　膝まで雪に埋まってしまうほどの積雪から一変、せいぜい足首までの高さしか雪が積もっていない地点へ。


「目的地の湖が近いですよ。ほら、見えてきました」


　立ちならぶ針葉樹の隙すき間まを指さす華宮。彼女が示す方向から差しこむ陽光、そしてその先にうっすらと灰色の湖面が覗のぞいていた。


「シェルティスは以前もここに？」


「いや、この湖は初めてだよ。前に来た時は別のエリア見て回ってたから」


　冬のフェルンでも凍こおらぬ不ふ凍とう湖があるというのは聞いていたけれど、実際こうして来たのは初めてだ。


「ここか」


　針葉樹の森林を最初に抜けたモニカが、その場で足を止めて湖をぐるりと見わたす。続いてヴァイエル、華宮もその場に立ち止まって──


「……意外、かなり広い湖なんだ」


　視界一いつ杯ぱいに広がる灰色の湖面。


　静けさに満ちた不凍湖の水平線を眺ながめ、シェルティスは額の汗を手でぬぐった。


「雪も少ないし見晴らしも良い。ここで休きゆう憩けいだな」


　背中のバックパックを下ろしてモニカが溜ため息いき。地面から突つきでた岩を見つけ、表面の雪をはらって座りこむ。


『さすがに静かですねぇ。湖なのに鳥の声も聞こえません』


「この寒さだから。華宮、そっちは？　魚とかいそう？」


「全然。水が濁にごってるせいで水深一メートル先も見通せないんです。これだけ濁ってると魚も住めない気がします」


　湖の岸辺に立って、華宮がやおら手で水をすくいだした。濁っているというだけあって、手から零こぼれる水も灰色に染まって見えるほどだ。


「でもほらシェルティス、モニカも。アレ面おも白しろいですよ」


「気き泡ほう？」


　岸辺から数メートル離れた湖面を指さす華宮。


　ぽこっ……湖の深部からわき上がっては弾はじける無数の気泡。小さな泡あわから大きな泡まで様々だが、どれだけ見ていても止やむ気配がない。


「地中のガスでしょうね。私が事前に調べたかぎり毒ガスが噴ふきだすような地域ではないと思いますが────機マ械キ珠ナ」


　華宮の司令を受け、浮ふ遊ゆうする機マ械キ珠ナが湖面をわたり気泡の上を通過して戻もどってくる。


『お、もしや大気検査キットかな？』


「といっても簡易なものですよ。……ふむ、窒ちつ素そと二酸化炭素が多めですが大気の成分とほぼ同じかも。吸いこんだ瞬しゆん間かんに窒ちつ息そくするような毒ガスではないと」


　言って、華宮も自分から岸辺のほとりへしゃがみこむ。


「あー疲つかれた。寒いと体力使いますね。お昼でもないのにお腹なかが空すいたし。……モニカ、ちなみにお昼まであとどれくらいですか」


「一時間とちょっとだ。予定どおり、湖の一帯をちょっと探たん索さくしてからにしよう」


「うぅ……仕方ありません。紅茶で我慢します」


　ひもじそうな表情で水すい筒とうに口をつけて華宮が溜息。


『シェルティスはいいんですか？』


「え？　あぁ、そだね。いくら寒くても汗かいたし水分補給しておかないと」


　下ろしたバックパックの口を開け、ぎっしりと詰つまった中身をかき混ぜながらスポーツ飲料の入ったボトルを探して。


「……あれ？　おっかしいな、ここらへんに入れたはずなのに」


　食料も衣料も、救急ボックスも通信機も全部あるのに。最後に入れたはずのボトルケースだけが見あたらないのだ。


『あ、ほら。シェルティスってば、自分の荷物をモニカのバックパックに詰めた時ですよ。荷物を入れかえた時にボトルだけ忘れたんじゃ』


「え、ほんと？　でも全部入れかえたと思ったんだけど」


『でもその時しか考えられないですって。最初のバックパックにボトルを詰めてたのは私も見ましたもん』


「げ？　じゃあそうかも」


　だとしたらボトルはコテージに置き忘れ。今日一日の巡じゆん回かいを水分補給ほぼゼロで過ごさなくてはいけないということに。


「ん……まあ一日なら何とか」


「シェルティス」


　呼ばれた方向にふり向いて────すぐ目の前に、桜色の飲料ボトルが放物線を描えがいて落ちてきた。


「わっ!?」


「私の予備だ。今日一日それを持っていてかまわないから」


　白い呼気を漂ただよわせ、モニカがじっとこちらを見つめていた。微笑ほほえんでいるように、そして泣いているようにも見えるふしぎな双そう眸ぼうで。


「いいの？」


「むしろ忘れたのなら早く言ってくれ。飲み物の予備くらい用意してある」


「そっか……ありがと」


　桜色。彼女の髪かみと同じ色のボトルを見下ろして小さく会え釈しやく。


　……なんだろ。


　……前までなら、きっとこんなにも嬉うれしいなんて思わなかったのに。


　自分の周りに部隊の仲間がいる。それがどれだけ恵めぐまれたことか、ここまで強く感じたのは初めてかもしれない。


「…………」


　桜色の髪の少女は無言のまま微び動どうだにしない。


　風に吹ふかれるまま髪をなびかせて、それが目にかかっても振ふりはらうことも忘れたように、ただただ静かにこちらを見つめていた。


「……モニカ？」


「……っ……シェルティ────」


　シェルティスが呟つぶやいたその名に、初めて彼女の唇くちびるが言葉を発し────





　雪まじりの突とつ風ぷうが、二人の間をすり抜ぬけるように渦うず巻まいた。





「冷っ!?」


「……なんだ、急に冷えてきやがった」


　自分の肩を抱だいて身体からだをふるわせたのは華宮とヴァイエルだ。その二人の頭や肩に、みるみる白いものが降り積もっていく。


『吹雪ふぶき？』


「いや、これは……暴風雪ブリザードだよ！」


　斜ななめ上から機き関かん銃じゆうさながらに降ってくる猛もう烈れつな降雪。払はらっても払っても、雪が儀礼衣に付着するスピードの方が早いという異常な量だ。


「お、おかしいです！　なんですかこの異常気象、さっきまで雲一つなかったのに！」


「話はあとだ華宮。とにかくみんな荷物を！　この場所じゃどうしようもない……森の中まで戻れば吹雪も弱まるはずだから、そこにテントを張って避ひ難なんする！」


　モニカが叫さけぶ間も吹雪はますます強くなっていく。


　……なんだ……この雪。


　……ここまで強い吹雪、前に来た時はなかったはずなのに。


　白化ホワイトアウト。


　世界が真っ白に覆おおいつくされる暴風雪ブリザードに視界を奪うばわれて、わずか数メートル離はなれた先にいる仲間を見つけるのがやっとなほどだ。


「モニカ、みんなが離れないよう気をつけて！　この暴風雪ブリザードじゃ誰だれが誰だか────」


　言いかけた矢先、ふと『ある存在』がシェルティスの脳のう裏りをかすめていった。


　暴風雪ブリザード？


　この異常な気候の変わり方………………。





　……こぽっ。





　背後の湖面で、暴風雪ブリザードの轟ごう音おんにまじって響ひびく小さな小さな泡の音。


「────」


　普ふ段だんなら聞き逃のがしていただろう。暴風雪ブリザードの轟音に搔かき消けされる寸前の気泡に反応できたのは、シェルティスにとっても偶ぐう然ぜんの要素が強かった。


　そして見た。


　真っ白に染まった視界の奥、湖面から浮ふ上じようした『何か』の巨きよ大だいな影かげを。


「────っっっ!?」


　見られている。


　脳天から爪つま先さきまで、全身から冷ひや汗あせが噴きだした。


　頭上をはるかに上回る高さまで持ち上がった黒い影。それはまるで、巨大な蛇へびが鎌かま首くびをもたげている姿に酷こく似じしていて──


　……まさか。


　……華宮の言っていた幻げん獣じゆう。


　思い当たるのは、初日の休憩ポイントで発見した大規模な破は壊かい痕あとだ。何かが這はいずって暴れたような、あの大地の傷きず跡あとの主。





〝暴風雪ブリザードとともに地上に現れ、暴風雪ブリザードとともに消えていく幻獣『水龍ヒドラ』……その脱だつ皮ぴが最初に見つかった場所がほかならぬフェルンの棘森なのです〟





「モニカ、華宮、ヴァイエル、湖から離れろっっ！」


　声に反応したか、あるいは単に同時だったのか。


　吹雪のなか喉のどを嗄からせてシェルティスが絶ぜつ叫きようするのと、浮上したソレの頭部が凄すさまじい速度で襲おそいかかってくるのはまさに同瞬の出来事だった。


「あぁ？」


「何です、こんな時に」


　ややあってふり向く二人。


「──っく！」


　走っても間に合わない。脳裏をよぎった直感そのままに二人を突き飛ばし、かろうじてソレの攻こう撃げき圏けん外がいへ逃にがす。


『シェルティス！』


　迫せまる巨大な質量を背中に感じとりながらも、バックパックを外して自分も真横へ回かい避ひしようとして──直後、右みぎ肩かたに締しめ付つけるような負荷がかかり、シェルティスの身体が大きく傾かたむいた。


　……これは。


　外したはずのバックパックの金属部が儀礼衣に引っかかって重しとなり、シェルティスの身体を地面に縫ぬいつけていた。


「くっ!?」


　普段ならばそれでも対応できていただろう。


　だが視界を奪う暴風雪ブリザード、足の機動性を鈍にぶらせる積雪、さらには体温を奪う極寒の風という最悪の状じよう況きようが重なった結果、バックパックを儀礼衣ごと脱ぬぎ捨すてる挙動が遅おくれ、さらにそこからの回避行動に隙すきが生じた。


　その一いつ瞬しゆんの隙に、背後のソレはすぐそこまで迫っていた。


『シェ──』


　機械水晶イリスの警けい鐘しようも双そう剣けんの構築も間に合わない。


　自力では回避不能な距きよ離りまで水龍ヒドラの頭部が迫った、その刹せつ那な。


　……とん。


「え？」


　誰かに肩かたを突つき飛ばされ、シェルティスの身体は真横に弾はじかれた。完全な白一色と化した世界の奥、幽かすかに見えたのは桜色の────





「……良かった。間に合った」





　にこりと微笑むモニカの横顔。


　それは実に、生ビ態オ生ト育ー野ブに来てから彼女が見せた初めての笑え顔がお。たった一いつ片ぺんの曇くもりもない優やさしい双眸にシェルティスは思わず言葉を失って……


　次の瞬しゆん間かん。
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　少女は、怪かい物ぶつの顎あぎとになぎ払われて吹雪とともに宙を舞まった。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　…………


　……あれ、わたし……何をしてるんだろう。


　消えかけた意識の底で、モニカはぼんやりと遠いどこかを見つめていた。空なのか雪なのか、木の葉のように吹き飛ばされて宙を舞う自分にはわからないけれど。


　……たしか……シェルティスを庇かばって…………


　……でも、どうして彼を庇ったんだ……っけ……


　部隊の仲間だから？


　単純な正義感？


　それとも何か、特別な理由があったっけ？


　……どうしてだっけ。


　……どうしてわたし……彼のこと庇ったんだっけ。


　わからない、思いだせない。


　だけど──


「……良かった。間に合った」


　気づいた時には、自然と笑みがこぼれてそう口にしていた気がする。


　…………まあ、いいか。


　胸にこみ上げる気持ちの正体はわからないけれど、それは決して悪い気も分のじゃない。ようやく自分の居場所を見つけたような、そんな感覚。





〝てめーはよ、いつまでそうしてるつもりだ？〟





　どこか遠くで聞こえる残ざん響きよう。


　いつ誰が言ってたか、消えかけた意識のせいでわからない。





〝てめぇが作った部隊だろ。てめぇが願った部隊なんだろ〟


〝てめぇがあの野郎シエルテイスと始めた部隊だろうが、ならなんで最後までアイツを信じてやらないんだよこのクソガキがっ！〟





「そんなの、最初から……知ってる」


　最初から知ってる。わかってる。


　わたしが憧あこがれた「彼」にそっくりの双そう剣けん士しで、向こうから二人一組ツーマンセルの相手に選んでくれて、なぜかレオン師隊長との遠えん征せいにも同行させてもらうことにもなった。


　……ほかに考えられなかった。


　……シェルティス、あなた以外……わたしにはいなかったから。





〝そいつを信じられずに誰を信じる？　そいつが罠わなに嵌はまったなかで、やっぱり見て見ぬフリをする？　それは違ちがう、違ちげぇんだよ！　てめぇの隊員を同じ視線で庇ってやれるのは、────部モ隊ニ長カ、お前がやらなきゃいけない仕事なんだよ！〟


〝わたしの、義務……〟


〝同時に権利でもある。いいか、てめぇだけの義務で権利だ〟





　わたしの義務でわたしの権利。


　…………いま、わたしが彼を庇ったのも……わたしが庇いたかったから。ほかの誰も持ってない、わたしだけの権利だったから。


　わたしが選んでわたしが決めた。





「モニカ！　モニカ、目を開けてっ！」





　こだまする「彼」の声。


　……この声……不安そうな声……わたしを心配してくれてるの？


　…………


　……良かった……彼のこと庇えた、よね？


　なら、いい。


　それだけで満足だ。


　────あれ？　じゃあわたし、何に怒おこってたんだっけ？


　何か、彼のことですごく辛つらい想おもいをした気もするけれど…………ううん、もういいや。そんなの気にしなくたって。





　valen =C kis towle.──祈り、儚く。


　　shel =C eyen roo.願うもの、遠く


　　　Kyele =C sion tis.実、理を超え


　　　　phia =C delis elma.思念、一切を忘れ


　─────────────────────────────ole =C kis eyen noe夢、あの日のように





　巫み女こ言語を用いた巫女の術式。


　薄うすれていく意識のなか、流れていたのは自らが歌い上げる開放序詞だった。





　Ris sia 決してsophia, yupa 曲げず、Sez =C 決してcia dies, 揺るがず、r-warb, als 決してvel dia.立ち止まらず。





　Ris sia 全てsophia, elma あの日のcia kis ように。eyen bie ……そうqo.……Is io ありますmiel.ように。





　この祈り儚くとも。


　この願い遠くとも。


　悪い思い出なんか全部遠く遠くに忘れて、もう一度、全すべてあの日のように彼と……


　どうか、そうありますように。





　　　　５





　フェルンの棘森が鳴動する。


　一歩、また一歩、湖からはい上がったソレが歩くだけで大地が砕くだけて陥かん没ぼつし、地鳴りが生じる。それほどの質量を持った怪物だった。


「こいつが……っ！」


　倒たおれたまま動かないモニカに駆かけよりたい衝しよう動どうを抑おさえ、シェルティスは未み曾ぞ有うの生物と対たい峙じした。


　──水龍ヒドラ。


　青い鱗うろこを持った巨きよ大だいな竜りゆう種。竜種でありながらその二枚翼よくは小さく退化し、かわりに巨きよ木ぼくさながらの太い四つ足が胴どう体たいから生えている。


　そして何より、三匹びきの蛇へびとして三つに分ぶん岐きした頭部。それぞれが独立して動き、計六個の眼球でこちらを見下ろしている。


　……でかい。


　……見つかったさなぎは十メートルと聞いてたけど、どうみてもその五割増しはある。


「おい、シャレになんねぇぞ……このバケモン」


「ヴァイエル！」


　倒れたモニカともっとも近い位置にいる男の名を叫さけぶ。


「モニカを森の中へ。華宮も一いつ緒しよに行って救命と気付け、天結宮ソフイアへの連れん絡らくは後回しでいい！　一秒でも早くモニカの止血と治ち療りよう！」


　コートがわりの儀ぎ礼れい衣いに続いて首元のマフラーをも脱ぎ捨てる。黒の上着だけを羽織った通常の軽装に戻もどり、腰こしのホルダーから双剣の柄つかを握にぎりしめた。


「ば、馬ば鹿か！　なにやってるんですか、あなたも一緒に……」


「全員で逃にげたら、こいつは森まで追ってくる」


　ゴッ……ゴゴッ……


　丸太のような脚あしを引きずりながら、その巨きよ体たいで迫せまってくる水龍ヒドラ。


　初日の森の破は壊かい痕あとを見れば嫌いやでもわかる。一年のほとんどを不ふ凍とう湖に身を潜ひそめて過ごすこの怪物は恐おそろしく臆おく病びようで、そして恐ろしいほど執しゆう念ねん深ぶかいのだと。


　……きっとどこまでもやってくる。


　……自分の眠ねむりを妨さまたげた敵を壊かい滅めつさせるまで。


『────────────』


　幻げん獣じゆうの咆ほう哮こう。


　津つ波なみのような衝しよう撃げき波はが湖面に巨大な波は紋もんを生み、荒すさぶ暴風雪ブリザードをも吹ふき飛ばす。それこそが開戦を告げる鐘かね。


「……行くぞ。おら、走れ」


　モニカを抱だき上げるヴァイエルに睨にらまれ、華宮がおずおずと首しゆ肯こうする。


「す、すぐ戻ってきますからね！　それまでに食べられてたなんてナシですよ！」


「──心配いらない」


　ふり返らずに、ただ一言告げる。


「負けるつもりはないから」


　雪の下の大地を蹴けってシェルティスは駆けた。


　迎むかえ撃うつは三匹の蛇からなる水龍ヒドラの頭部。ゆらりと緩かん慢まんな動作で鎌かま首くびを持ち上げて────直後、そこから弾だん丸がんさながらの勢いで襲おそってくる。


『シェルティス、回かい避ひ！』


「っ！」


　真横に跳とんで左の首を避さけた途と端たん、その首の陰かげから二つめの頭部が真っ赤な口こう腔こうを開いて襲ってくる。さらに右へ跳ちよう躍やくして突つきでた大岩の上へ飛び移る。それを土台にさらなる上空へ。


「やっぱりか」


　……本体の胴体は巨体すぎて動きも鈍どん重じゆう。


　……そのぶん、蛇みたいな首の攻こう撃げきは鞭むちみたいにしなって恐ろしく速い。


「イリス！」


『双そう剣けんの刀身を構築────銀単子を核かくに固定、その周囲に氷結鏡界の蒼そう氷ひようをコーティング。竜種の体表にある鱗は特とく殊しゆ装そう甲こう車しや並みの頑がん丈じようさです。破は壊かい限界を七倍から十四倍まで強化しますがよろしいですね』


　剣の柄から氷ひよう結けつ晶しようの青い刀身が構築され、それが魔ま笛てきを帯びて紫むらさき色いろに変化する。


「はっ！」


　十分な高さから体重と腕わん力りよくを剣にのせ、水龍ヒドラの首の付け根を狙ねらう。三つの首が胴体とつながった連結点。神経系が集中した急所だ。


　──ギンッッッッ！


「痛つぅ!?」


　が、痛みに苦く悶もんの声を上げたのはシェルティスだった。ふり下ろした刀身が水龍ヒドラの鱗を叩たたいた瞬しゆん間かん、想像を遥はるかに上回る衝しよう撃げきが返ってきた。


　……ただの一刀で、もう手が痺しびれて感覚がない？


　……こっちの攻撃が全部衝撃になって返ってきたみたいな感じだ。


　鋼鉄さながらの鱗が何十枚と積み重なった装そう甲こうに、その下は強きよう靭じんな筋肉と分厚い脂し肪ぼう。機き関かん銃じゆうはむろん、下手をすれば装甲車の砲ほう撃げきすら防ぎかねない。


「なにが幻獣だ……っ、この怪かい物ぶつ」


　同じ竜種でも群生が確かく認にんされている疾竜ワイバーンや地ち竜りゆうと比べて数が少ない。それだけで幻獣と言われているが、いざ対峙してみてハッキリわかる。


　──この三つ首の幻獣は、そんな竜たちをも凌りよう駕がする圧あつ倒とう的てきな怪物だ。


『真上！』


「ぐっ……」


　奥歯を食いしばって真横に身を投げ出した。しびれの残る両りよう腕うでのせいでまともに受け身も取れず、雪の積もった平原を何度も転がる。


　ずんっ。


　その直後、今まで自分がいた大地が消しよう滅めつした。水龍ヒドラに踏ふみぬかれて地じ盤ばんが砕かれ、そのまま真っ黒い陥没ができあがる。


　……恐ろしく挙動の速い三本の首と、踏まれた時点で終わりの脚。


　……こんな奴やつと体力勝負したって話にならない。


『双剣の刀身を強化することを推すい奨しよう』


「いや……」


　統政庁の第一ゼアドールやイグニドの呼びだした重装機兵でも同じ感覚を味わった。刀身をどれだけ長く大きく鋭えい利りにしたところで、双剣であるうちは効果が薄い。


「刀身を零れいまで分解。大剣サイズに設計しなおして」


『両手持ちの剣ですか。……なるほど、双剣での連れん携けいでなく大剣による一いち撃げき必殺を狙うと。了りよう解かいしました。右の剣を再設計しますので左の剣は捨て──』


「左の剣もだ」


『え？』


「大剣を二本、両手に一本ずつ使えば何とかなる」


『──二本っ!?　両手持ちに設定されている大剣を片手で、それぞれ双剣として扱あつかうということですか？　そんな無茶な」


「生ビ態オ生ト育ー野ブで一回、地竜を相手に試ためしたことがある。それぐらいしないと双剣じゃ竜種に勝てない」


　柄だけとなった双剣を握りしめる。


「言ったじゃん、こいつはここで倒さないとダメだって」


　湖からはい上がってまで敵を追いかける執しゆう念ねん。


　……ヴァイエルたちだって、モニカを抱かかえてそう遠くへは行けないはず。


　数百メートル先。いや、ここまで戻ってくることを考こう慮りよすれば数十メートル先にしか行っていない可能性が高い。水龍ヒドラにとっては目と鼻の先にある距きよ離りだ。


『大剣二本をふりまわす双剣使いですか、まったくもう……』


「じゃ、お願い」


　小さくうなずき、シェルティスは正面の幻獣へと疾しつ走そうした。


　求める大剣の規格は一いつ切さい言わない。刀身の長さから大剣の総重量まで、全てを機械水晶イリスの調整に委ゆだねる。自分が片手の腕力で振ふるえるギリギリの重量、そのうえで極限まで鋭利な刀身を構築するための最適解を。


『最適解を求めるための自動プログラムの構築、演算計算までに五秒。その後の設計までに五秒を要します。カウントスタート』


「了解」


　──大剣を二本も抱えてれば機動力は確実に落ちる。


　与あたえられた猶ゆう予よは十秒。機械水晶イリスが大剣サイズの双剣を構築したと同時、そのまま大剣を振り下ろせる位置に立っていなければならないわけだ。


『残り九、八──』


「ふっ」


　軽く跳躍して岩に飛び移り、さらに三角飛びで岩を蹴って右へ急降下。岩ごと押しつぶす勢いの左の首をかろうじてかわす。


　岩から雪原に着地、その勢いのままに純白の大地を駆けぬける。


『残り七』


　……真正面だと三つの首の集中砲ほう火かにやられるだけだ。


　怪物の胴体の左側面へ回りこむ。鈍重な胴体が自分を追いかけて旋せん回かい、その震しん動どうだけで地表の雪が吹き飛び大地に亀き裂れつが走る。


『残り六、五────最適解の演算を終しゆう了りよう。大剣の設計プロセスに移ります』


　……まだだ。


　……まだ位置が悪い。できるだけ後ろの位置から。


　あまりの巨体ゆえ、どれだけ大地を駆かけても背後を取れない。そうしている間にも、右の首が巨大な口を開けて頭上から──


『残り四』


　機械水晶イリスのカウントダウンも折り返しを迎え、残された猶予はわずか四秒。


　──これ以上は時間を消費できない。


　再び大地を蹴って空中へ。岸辺にそびえる大岩の絶ぜつ壁ぺきに片手を引っかけて、そこを基点に一息で岩の上部へとはい上がることで右首の牙きばを回避。


『残り三』


　機械水晶イリスの宣告と時同じく、シェルティスは大岩を蹴ってさらに上空へ身を投げ出した。





　ひゅぅぉぉっぉぉっ……





　全身で感じる風の声。


　上空へと舞まい上がる吹雪ふぶきにのってさらなる高度へ。湖に突きでたどの大岩よりも高く、フェルンの棘森にそびえ立つあらゆる針葉樹よりも高く、眼前の怪物の三つ首よりも高く高く舞い上がり────


『残り二』


　意識が遠くなるほどの高度から、吹き下ろす暴風雪ブリザードとともにシェルティスは水龍ヒドラめがけて落下した。





〝あなたの周りの大切な関係、全部メチャクチャにぶち壊こわしてあげる〟





「──イグニド」


　自分の周りの人間を、あの異い篇へん卿きようは全すべて邪じや魔まと言いきった。全てを排はい除じよすると。排除したうえで自分を孤こ独どくに追いこむと。


「……確かにお前の計画どおりだよ、半分までは」


　空白イグニドの洗礼によって浮遊大陸の全域が不安と混乱へと堕おちていった。ほかならぬ自分だって仲間であったはずの護ご士しと巫み女こ見習いたちに捕とらえられ、上層部の意向によって塔とうの一室に軟なん禁きんされるという処分を受けて。


　だけど──





〝……良かった。間に合った〟





　あの少女の微笑ほほえみに全てが詰つまってた。


　……モニカ。


　……ありがとう。そう、モニカのいうとおり間に合ったと思う。


　不安そのものはまだ何も解決していない。自分の魔笛の問題も、塔の混乱も、攫さらわれた春蕾シユンレイの身み柄がらも。けれど、それらの元げん凶きようたる空白洗礼によって全てが洗い流された後に、残っていたものは絶望でも孤独でもなく──


「モニカは、モニカの意志でお前の洗礼を乗りこえたんだ」


　まだ何一つ解決していない状じよう況きようで、けれど、自分がこの凍いてついた大地で見つけたものは必ず大きな力になる。


『残り一』


　両手に剣けんの柄つかを掲かかげ、水龍ヒドラめがけ一直線に落下する。


　機械水晶イリスによる最後の宣告が響ひびきわたるなか、最後に残った中央の頭部が真上に向かって首を伸のばす。


　巨きよ大だいな口こう腔こうに輝かがやく牙が標的シエルテイスに照準を合わせ、その落下を迎むかえ撃うつ体勢へ。大の大人よりも巨大な牙が横よこ殴なぐりに迫せまり────


「イリス！」


『組成プログラム、展開。再構築を開始』


　空も地上も白一色に染まった世界で、紫むらさき色いろに輝く二振りの巨大な刀が生まれた。


　自らの背せ丈たけをも上回る超ちよう重量の刀身が構築され、柄を握にぎる手にかつてない負荷と質量をもたらす。


　みしっ……


　極度の負荷がかかった両りよう肩かたと手首から鈍にぶい音。


『シェルティス、左！』


「っっ、っっっっっっっ────っ────！」


　手首に走る激痛を絶ぜつ叫きようにかえ、左手の大剣を全力で振り上げた。


　水龍ヒドラの牙と氷ひよう結けつ晶しようの刃はが正面から衝しよう突とつし────直後、衝撃に耐たえきれず吹ふき飛んだ左の大剣とともに、高らかな音を響かせて竜の牙が千々に砕くだけ散ちる。


　幻獣の咆ほう哮こう。


　怒いかりと悲鳴が入り交じった雄お叫たけびがフェルンの棘森にこだまする。


　……見てるかイグニド。


　……僕は絶対に諦あきらめない。塔に戻もどることも、千せん年ねん獅しになることも。





〝お前は自らの命を張って巫女様を助けたのさ。


　ならば何を恥はじることがある、堂々とその名めい誉よを誇ほこればいい〟





　背中を押してくれる人がいる。


　空白イグニドの悪意をもってしても砕けなかった意志の連れん鎖さ。ツァリという女性が教えてくれた。それこそが真の楽園につながる可能性であることを。


「僕は、ユミィを一人にさせる気はない」


　悲鳴を上げてのたうつ水龍ヒドラの三頭。


　その頭部が胴どう体たいと連結する中心へ、シェルティスは残る右の剣を振り下ろした。





　　　　６





「…………」


　気がついた時には、雪の上に敷しいたマットに寝ねかされていた。


「あ、モニカがようやく目を覚ました。良かった、意識が戻れば一安心ですね」


「……ここ……は外？」


　頰ほおにふれる冷たい風。自分の顔を覗のぞきこんでくる華宮の後ろには雪をかぶった針葉樹林が何本もそびえ立っているのがわかる。


「ええ、さっきの不ふ凍とう湖からちょっと離はなれた森の中ですよ。あなたが脳しんとうを起こしていたようなので、とにかく動かさないよう安静にって」


「脳しんとう……」


　……直前までの記き憶おくがない。


　……わたし、どれだけ気を失っていたんだろ？


「華宮、すまないが事情…………痛っ！」


　起き上がった拍ひよう子し、割れるような痛みが頭の隅すみから背中へと伝っていった。


「モニカ、まだ歩いちゃだめです！　あなたは水龍ヒドラに襲おそわれて背後の木に衝突したんです。全身打だ撲ぼくで……まだどれだけ傷が深いかもわからないんですから」


　……思いだしてきた。


　……わたし、さっきの不凍湖で水龍ヒドラに襲われて一いち撃げきを受けて。


「そうだシェルティス！　シェルティスは!?」


「彼はまだ戻ってません」


　まだ戻っていない？


　どういうことだ。目の前に華宮がいて、その少し離れた先にヴァイエルがじっと腕うで組ぐみして立っていて……そしてわたしがここにいる。


　なぜシェルティスだけがいない？


「……どういうことだ」


「あ、いえ。心配はいらないと思います。さきほど彼から連れん絡らくがあって、この場所も伝えてありますからそろそろ──」


「僕？　僕ならここだけど」


　さくっ──新雪を踏ふむ音とともに、針葉樹の陰かげから見覚えある少年がひょっこりと顔を覗かせた。


「あ、モニカ。良かった気がついて。さっき華宮に連絡した時にはまだ脳しんとう起こしたままだっていうから心配で」


「……お前は、無事だったのか」


「うん。何回か危なかったけど結果的には無──あっ……痛っ！」


　肩かたを振ふり上げようとするや、左ひだり肩かたを押さえてシェルティスが表情をしかめる。


『あーあ、だから言ったのに。これ完全に左肩脱だつ臼きゆうしてますよ。手首だって痛めてるだろうし』


「あー……でも大だい丈じよう夫ぶだから」


　疲つかれきった表情で彼が苦笑い。


　……よかった。


　……みんな無事だったんだ。


「あの、モニカ？　さっきは──」


「いいんだ」


「え？」


　おずおずと何か言いかけたシェルティスに、モニカはゆっくりと首を横に振ってみせた。倒たおれた時からここまでの記憶はないけれど、一番大事なことは覚えてる。


「……わたしは、お前を庇かばえたか？」


「そ、そうそう！　だから僕のせいでモニカが──」


「いいんだ。さっきもそう言っただろ」


　……そう、わたしが彼を庇えたのなら、きっとそれがわたし自身の答えなんだから。


　……わたし……今でもやっぱりシェルティスのことが──。


「シェルティス」


「なに？」


　聞き返す彼の顔をしばし見上げて。


「…………すまなかった」


　深く、深く深くモニカは頭を下げた。


「え」


「わたしの……ごく個人的な感情をぶつけてしまったと反省している。部隊長にあるまじき行こう為いだった。お前に嫌きらわれても仕方がないと思ってる」


「そ、そんなことないってば！　僕だって──」


「だけど」


　あわてて手をふる彼の瞳ひとみをじっと見つめる。


「こんなわたしだが……もし、その、よ、よけ、けれ……ば……」


　どうしようどうしよう、声が震ふるえて言葉が出ない。


　……顔が熱くて火傷やけどしそうだ。


「その、よければ────」


　真っ赤になった顔でうつむいたまま、モニカはもじもじと右手を差しだした。


「わ、わたしと仲直り……しないか？　い、いや！　言い直す、仲直りしてくれ！　このとおりだ！」


「────」


　彼からの返事はない。


　差しだした手を握りかえしてくれる気配もない。


　…………やっぱり怒おこってるのか？


　……わたし、あんなひどいことばかり言ってしまったから。


「シェ──」


「あ、ようやくこっち見てくれた」


　思わず顔を見上げたすぐ目の前にシェルティスが立っていた。


「はい握あく手しゆ。モニカがこっち見てくれるまで待ってたの」


「…………」


　精せい一いつ杯ぱい伸のばした右手に触ふれる彼の指先。


　──魔ま笛てきを帯びているはずの手。


　それがこんなにも温かいなんて、わたし……知らなかった。


　…………


「……嬉うれしい、ありがとう」


　頰を伝っていく雫しずくを指でぬぐってモニカは笑った。


　落ちる涙なみだ。


　それはフェルンに吹きこむ寒風に攫さらわれて、いつしか輝く氷の結けつ晶しように姿を変えていた。




　エピローグ　『そうありますように』







　静かな夜だった。


　塔とうの上部へ吹ふきこむ突とつ風ぷうも姿を潜ひそめ、ぶあつい雨雲に覆おおわれた天上は星の瞬またたきすら眠ねむっているかのように暗く澱よどんでいる────そんな夜。


「…………そろそろかな」


　消灯した広大なリビングで、ユミィはテーブルに顔を沈しずめてうつぶせになっていた。


　夜三時。


　人も動物も、そして草も木も眠りに就つく真しん夜や。天結宮ソフイアのフロアも多くが消灯し、明かりのついた階にもほとんど人は残っていないだろう。


　コツッ……


　やがて、無人のはずの通路にこだまする幽かすかな足音。


　──来た。


　徐じよ々じよに近づいてくるソレが、警備員のものでも事務員のものでも、そして巫み女こや護ご士しのものでもないことをユミィは知っていた。


　トン、トトン。


　巫女の部屋に設けられた重厚な機械扉とびらがノックされる。


「わたしだ。その……こんな時間に済まない」


「いえ、無理言って先せん輩ぱいに頼たのんだのはわたしですから」


　扉を開けたそこには桜色の髪かみを一つ結びにした少女。今は儀ぎ礼れい衣いを脱ぬいだインナーだけの軽装で──


「先輩!?　その包帯、どうしたんですか！」


　現れたモニカの姿を目にして息が詰つまった。頭と首、それに肩から腕うでにかけて幾いく重えにも巻かれた包帯があまりに痛々しく、そして生々しい。


「ああ、これか」


　包帯とギプスで固定された左手を上げる彼女。


「ちょっとした打ち身と擦すり傷きずさ。生ビ態オ生ト育ー野ブに行った途と中ちゆうで大物に出くわして……でもアレを相手に命が助かっただけ良かった」


「生ビ態オ生ト育ー野ブに？」


「うん。……どこかに座っていいかな、軽傷だけど立っていると傷が痛むから」


「あ、は、はい！　そこの椅い子す使ってください！」


　ありがとう──小さな微び笑しようをうかべて腰こしかける彼女。


　……あれ。


　そんなモニカの穏おだやかな笑えみを間近で見つめ、ユミィは内心狐きつねにつままれたような感覚だった。





〝なんでっ！　なんでお前もシェルティスもわたしに黙だまってたんだ！〟





　数日前、念話による会話はほとんど喧けん嘩か別わかれで終わってしまっていた。


　……だけど今の先輩、なんだかすごく優やさしそう。


　喧嘩する前の穏やかで落ちついていて、自分が大好きなモニカ先輩に戻もどっている。それがユミィにはふしぎで仕方なかった。


　……今日はもう、会ってすぐに怒られるかと思ってたのに。


　最悪、もう二度と会ってくれないのではないかと覚かく悟ごしていた。けれど実のところ、今日ここに来てくれるというのも彼女からの提案だったのだ。


〝今夜一時過ぎに天結宮ソフイアに帰れると思う。その後になるけれど、会って話す時間が作れないかな。話したいことがある〟


　彼女からの念話が来たのが二時間ほど前。


　それからは大急ぎで部屋を片付けて、じっと椅子に座ってその時を待っていた。


　……先輩から話。


　……なんだろう。聞きたいけど怖こわいよ。


　でも、心の奥で覚悟はできていた。シェルティスと自分の関係も包つつみ隠かくさず話すし、今まで黙っていたことは謝ろう。そのうえでなお亀き裂れつが深まるなら、もうそれは仕方のないことだと受け入れる覚悟すら胸に秘ひめて臨のぞんだつもりだ。


　けれど──





「……ありがとう」





　包帯を巻いたモニカの微笑に、秘めていた覚悟が全て綺き麗れいに霧む散さんしてしまった。


「……え。あ、あの？」


「この前、あれだけわたしが一方的に心ないことを言ったから……もう会いたくないと言われてもしょうがないと思ってた。だけど、こんな忙いそがしい時に会う時間を作ってくれてありがとう」


　言葉が出ない。


　……先輩……そんな、何を勝手なことを。


　……だってそれは、わたしの方こそ言いたかった言葉です。


「この負傷のことだけど、さっきも言ったとおり生ビ態オ生ト育ー野ブに行ってきた。部隊で行ったんだが、わたし一人がこのザマだから先に戻ることになったんだ。……わたしも明日あしたで治ち療りようを終わらしてまた部隊に合流するつもりだけど、これだけは医者の診しん断だん次し第だいか」


　肩かたに巻かれた包帯を指先でつまんで彼女が苦く笑しよう。


「シェルティスが心配か？」


「え」


「心配ない。……たった一人で、それも無傷同然で水龍ヒドラを仕留めてしまうんだから呆あきれた奴やつだよ。いくら元錬れん護ご士しだからって無茶もいいところなのに」


　水龍ヒドラ？　一人で？


　気になる、シェルティスが生ビ態オ生ト育ー野ブで何をしたんだろう。


「その生ビ態オ生ト育ー野ブでの巡じゆん回かい中に……わたし、彼と喧嘩したんだ。ちょうどお前と念話で話したのと同じ感じかな」


「……シェルティスとですか」


「うん。喧嘩というか、もっぱらわたしが癇かん癪しやくをおこして叫さけんでただけだったと思う……いま思えば本当に子供っぽい真ま似ねだった」


　懐なつかしむように口元をやわらげて、くすっと小さくはにかむ彼女。ユミィが思わず息を呑のむほど、その双そう眸ぼうは落ちついた優しさに満ちていた。


「エルベルト共鳴」


「っ!?」


　……偶ぐう然ぜんに出てくるような単語じゃないよね？　それをモニカ先輩が知っている。だとすれば、考えられる心当たりは一つしかなかった。


「……シェルティスが？」


「うん。お前とシェルティスのこと、本人から教えてもらった。わたしのわがままで話してもらったようなものだから、個人的プライベートな部分まで深入りしていたのなら謝る。……でもわたしは聞いて良かったと思ってる」


　傷だらけの腕で自らの胸を押さえるモニカ。そして彼女は、テーブルの端はしに頭がつくほど深々と頭を下げた。


「そのうえで今日はお前に謝りたいんだ…………本当に、本当にごめん。お前の気持ちをまるで考えずにあんなことを言ってしまって。心から反省している」


「…………先輩？」


「わたし、お前とシェルティスの関係が羨うらやましかったんだと思う。たとえそれが穢歌の庭エデンに堕おちて魔笛を宿したなんて辛つらいものであっても、それを知っていることが親しさの証あかしみたいに思えてたから」


　すっ、と音もなく立ち上がる桜色の髪の少女。


　わずかな月明かりに照らされる彼女の横顔は寒気がするほど澄すんでいて、それでいてどこか寂さみしげなものだった。


「その考えに囚とらわれすぎて、アイツの秘密を背負っていたお前の気持ちを理解できていなかった。……わたしがお前の立場ならきっと苦しかったと思う。そのことに気づいてやることができなかった」


「…………」


「だから、そのことに気づいて……すぐにでも謝りたかったんだ。お前にとっては迷めい惑わくな話だったかもしれな──────」


「ちがいますっ！」


　心の叫ぶまま、ユミィはその場で声を振ふりしぼっていた。


「そんなの……そんなの全然違ちがいます！　モニカ先輩、やっぱりわたしのこと理解してくれてないじゃないですか！」


　椅子から立ち上がり、テーブルをわたって彼女の方へ大おお股またで歩いていく。


　……もう限界だ。


　……これ以上黙ってなんかいられない。


「もう嫌いやです。いいかげんにしてください」


「……ユミィ？」


「嫌いやなんです。先輩に、勝手にわたしの気持ち想像されて、あげくの果てに全然的外れなんだもん」


　力いっぱい拳こぶしを握にぎった。血の気を失って真っ白になるくらい強く、強く。


　驚おどろきに目を見開くモニカのすぐ前まで迫せまり、ユミィは自らの唇くちびるをぎゅっと嚙かみしめた。


　……もう……だめ。


　…………我が慢まんできない。


「だって、だってわたし────っ！」


　言葉の続きは声にならなかった。


　だからせめて、少しでもその気持ちを伝えたくて。


「ユミィ？」





「……わたし、今でも先輩のこと大好きなんですよ？」





　力いっぱい、ユミィは目の前の彼女に抱だきついた。


「ごめんなさい……本当にごめんなさいっ！　先輩、わたしの方こそ……先輩にずっと隠し事してて、そんなつもりじゃなかったんです……でもわたし……バカだから……一いつ生しよう懸けん命めい考えたけど、どうやって打ち明ければいいかわからなくて…………」


「────」


「わたしこそ先輩に謝らなくちゃって思ってて……でも結局、先輩にこんな迷惑かけちゃって……本当にごめんなさいっ！」


　頰ほおを流れる涙なみだの理由がわからない。


　安心？　緊きん張ちようがほどけたから？　それともこうしてまた話せたことが嬉うれしかったから？　いいえ、答えは全部。きっとそれら全すべてが混じりあったものだから。


　だからこんなにも涙があふれて止まらない……


「だから──っ」


「もういい」


　不意に、頭の上に何かが触ふれた。


「ありがとユミィ。わたしたち、もう仲直りできたじゃないか」


　包帯を巻いたモニカの手が、自分の頭を撫なでてくれていた。


「もう謝るのも礼を言うのも終わりにしよう。そういうのもやめて、全部元通りに」


「……はい」


　モニカを抱だきしめていた腕うでがふっと脱だつ力りよくし、ユミィはふらふらとテーブルの方へ後ずさった。


「────────」


　互たがいに相手を無言で見つめるばかり。


　どうしよう、かける言葉が見つからない。涙と一いつ緒しよに胸の中のものが全部流れてしまって、何を言えばいいかわからない。


「あ……あの……」


　何かないか、そう思って反射的に出てきた言葉は。


「先せん輩ぱいは……シェルティスのこと……あの、やっぱり」


「────」




[image: ]


　と。静かに微び笑しようをたたえていたモニカが、妙みようにいたずらっぽいまなざしでこちらを見返してきた。


「お前にだけは正直に言う。今でも、お前に打ち明けた時のままだ」


　……やっぱり。


「そ、……そうですよ、ね。モニカ先輩すごく綺麗だし落ちついてるし──」


「だからユミィ、お互いに抜ぬけ駆がけは無しにしよう」


「へ？」


　まったく予想外の反応に、ぽかんと口が半開きになってしまった。かたや当の本人は、包帯だらけの指先をビシッとこちらに突つきつけて。


「お前とシェルティスの関係が深いことはわかってる。だからわたしも考えて……結果、お前に正々堂々と挑ちよう戦せん状をたたきつけることにした。これからは恋敵ライバルだ！」


「……えっ、えっ、ええええぇぇぇっぇぇぇぇぇぇっ!?　ちょ、ちょっと先輩!?　ど、どうしちゃったんですかイキナリ!?」


「どうしたもこうしたもあるか。わたしは裏で仕組んだり出し抜いたりなんて性しように合わない。相手がお前ならなおさらだ」


　……た、確かにそれはわかりますけどぉ。


　……だからって恋こいのライバル？


「先輩、いくらなんでも直球すぎて」


「わ、わたしだって恥はずかしいんだ！　察してくれ！」


　顔を真っ赤にしてぷいっ、と明後日あさつての方を向いてしまうモニカ。


「だからわたしは、今までどおりシェルティスと接するし、お前とだって今までどおりだ。そのうえで……シェルティスがわたしにふり向くよう全力を尽つくす！　お前もわたしにアイツを奪うばわれないよう全力で死守しろ！」


「え、いやその……でもわたしとシェルティスは…………」


　まだ幼なじみの関係で、恋というか何というか────。


　……いや言うまい。そんなこと言えばまた話がややこしくなるだけだ。


　……覚かく悟ごを決めるんだわたし。


　こんなところでくじけちゃだめなんだから。


「～～～～っ！　わ、わかりました先輩。その勝負受けて立ちます！　わたしだって負けませんから！」


「……あははっ。やっぱりお前は可愛かわいいなぁ」


　くすくすと、口元に手をあててモニカが肩をふるわせる。


　そして。


「わたしが言うのも何だが、アイツなら心配いらないと思うんだ。まだ塔こつちの状じよう況きようは何も改善されてないけど、シェルティスは必ず天結宮ソフイアに戻もどってくるよ。わたしたちは、それにほんの少しだけ手を貸してやればいい」


「────はい」


　モニカの微笑に、ユミィはそっと拳を握りしめた。


　……そうだよね。


　……今のモニカ先輩なら絶対そう言ってくれると思ってた。


　シェルティスなら心配いらない。きっと、あの時みたいに今回だって塔に帰ってくるに決まってる。わたしとモニカ先輩は、その背中を少しだけ押してあげる役なんだ。





　──だから待っててシェルティス。


　また一緒に塔にいられるよう、わたしも先輩も頑がん張ばるから。




　秘章　『緋ひ想そう共きよう鳴めい─クルーエル・シャウト─』







　　　　１





　……ぽちゃん。


　どこか遠くで聞こえる水しぶき。たった一ひと滴しずくの水すい滴てきが硬かたい何かに触ふれ、弾はじける音色。渇かわききった無音の空間に沁しみわたる潤うるおい。


　暗い水底を思わせる空間に、やがて響ひびくものは詠うただった。





　En Se始まりの et rein歌の cornis夢を clar見た





　vel harp riris noiそれは大いなる悲しみの elmei bediws, Uhw kis内に約束をもたらす tinny lef hypne tes meli眠りと抱擁の物語





　Ec pheno心の記憶 r-isel書き noi記した elenisあなたの kamyu,名前 nefitたとえ Uhz消えて yulis──しまつても──





　こだまし、残ざん響きようとなって穢歌の庭エデンに広がっていく緋ひ色いろの旋せん律りつ。


「…………」


　自らの力の具現──幽ゆう幻げん種しゆと魔ま笛てきと穢歌の庭エデンとを凍いてつかせる旋律を口ずさみ、禁断水すい晶しようは黒の世界をただよい続ける。





　Ris sia願わくば sophia, De elmei全ての詠よ、 nett, yehle幾多恵の valen steras祈りを結べ tury Kyel-fesいつの日か





　Ris sia願わくば sophia, De clue緋色の詠よ、 nett, shela全ての子供の elmei-l-pheno歩みを願え dio Kyel-fesいつの日か





　meh getie lishe,一つの小さな愛、 meh mutis evhe,一つのまばゆい旋律が Ahw edel noi EgunI linsy空つぽの世界へそつと沁みて





　Sera clar yehle Rioだからこそ、歌はわたしたちを結び　Sera, van bie clarその歌だけがわたしの望みで d-l-ele pha Sec lihitありつづけているのです





　……もうどれだけ詠い続けてきたことだろう。


　何千、何万、何億回？


「……紗シヤ砂サ、あなたなら覚えてる？」


　自らの力を分けあたえ、そして第七天音律ソフイア・コードの原型となるこの詠を授さずけた少女。ともに千年の祈りを詠い、浮遊大陸オービエ・クレアを守護してきた彼女なら覚えてる？


　……だけど……わたしは。


　……もう時間が……ないの。





　Ao/ De Orbie Clar,ああ、約束の歌よわたしに nemne Ses colin hypne安らかな眠りを与えて





　Ec pheno, steris phenoあなたの名前、数多の名がわたしの yum yulis fel Sec nuel, ende律から消えていくでしよう、そして





「…………姉…………さ、ん」


　瞳ひとみを閉じて詠い続ける少女が、苦しげに表情を歪ゆがませた。咳せきこむように身体からだをくの字に曲げて、喘あえいでいるかのように肩かたを小刻みにふるわせる。





　Sew yum r-vequs孤独な時の noi shadilis kaon黎い牢獄にわたしは lef solitis xin縛られる、そして





　Sew ele sis xeph-Ye-clar ria Eeo,全ての子供の眠る夜わたしは nefit elmei pheno delis Seo独り、歌い続ける





　Elma sia Risis e─────………………





　一いつ瞬しゆん。否いな、一瞬にも満たない幽かすかな時。


　けれど確かにその時、空間に響いていた詠がかき消えた。穢歌の庭エデンを眠りに閉とざす旋律が消えたその刹せつ那な。


「────────っ！」





　リッィィ、ィ……ィィィッッッ……ンッッッ……ッ…………





　嘆きの共鳴クルーエル・シヤウト。


　何か硬かたい物が、泣き声を上げるように砕くだけ散ちった音がこだました。


　それは聞く者の胸を空白からつぽで埋うめつくす切ない音色。人の聴ちよう覚かくでは決して聞き取れぬ領域で奏かなでられる、蜃しん気き楼ろうのように透うすい音。


「……ぁ……っ……く…………！」


　禁断水晶がその手を伸のばし、黒い水で満たされた空間を握にぎりしめる。


　ッッ……ンッッッ……ッ………………


　鎮しずまる音色。


　徐じよ々じよに弱く小さく、最後には穢歌の庭エデンのなかに沁みて消えていく。


「……三……体…………虚きよ像ぞう……」


　自らの頭上。


　どこまでも続く穢歌の庭エデンの深しん奥おうから気の遠くなるほどの距きよ離りを経て、そこに浮うかぶ浮遊大陸オービエ・クレアを少女がじっと睨にらみつける。


「…………ごめんなさい…………わたしに力が残ってないばかりに」


　唇くちびるを嚙かみしめて。


「……浮遊大陸の子供たち……ごめんなさい。どうか無事で」


　頭上を見上げながら、禁断水晶は自ら祈るように手を組んでいた。


「あなたたちのまだ知らない、穢歌の庭エデンの本当の悲想かなしみが……浮ふ上じようする」





　　　　２





　浮遊大陸から遠く離はなれた浮遊島ラグーンにて。


　最初にソレの気配を感じとったのは、とある双ふた子ごの姉きよう弟だいだった。


「ねえノエシス、なんだか変だよ？　背中がムズムズするね」


「うんノイエ、なんだか変だね。背中がムズムズする。……それに何だろう、この音」





　リッィィ、ィ……ィィィッッッ……ンッッッ……ッ…………





　自分たちの足あし下もとから聞こえてくる音色。浮遊島ラグーンの土ど壌じようからではなく、それよりもっともっと下のところから。


「……穢歌の庭エデンから聞こえるよ？」


「うん、穢歌の庭エデンから聞こえるね。なんだか氷が割れたような音」


　蒼あおい服を着た少年と碧みどりの服を着た少女。


　生き写しのような顔立ちと背せ丈たけ。仲良く手をつないだまま、さらに浮遊島ラグーンの奥へ進んでいこうとした矢先。


『ノイエ、ノエシス。聞こえますか』


　二人のポケットから同時に、聞き覚えのある声が伝わってきた。


「あ、イグニドだ。ちゃんと聞こえるよ」


「うん聞こえるね。それよりどうしたの、なんか突とつ然ぜんだね？」


『……いまの音、聞こえましたね』


「うん、聞こえ──」


『いけない。いますぐその浮遊島ラグーンからお逃にげなさい。早く。今、一瞬ですが穢歌の庭エデンの深部を閉じる結界反応が消えました。もう間もなく「アレ」が浮上してきます』


「んー……意味がわからないよ？　アレって幽幻種？　確かに変な気配が浮上してるのはさっきから感じてるけど」


「イグニドどうしたの？　らしくないね。ボクらが幽幻種なんかに────」


　同時だった。


　イグニドとの通信が何らかの干かん渉しようを受けて強制的に切断するのと、浮遊島ラグーンにまで達した『ソレ』が双子の前に現れるのとは。





　arma Selah, ■、■…　…mille-s-dia ■■■■、phenoria ■　…　Se hec …　…ema ele 　…、■、peq Es…　…■





　ずっ……ずずずっずずっっっずずっ…………ずずっずずずぉっ、ぉ…………


　大気が悲鳴を上げる。


　ソレの触ふれた大地がゼリー状に溶とけていき、ソレの魔笛の触れた大樹が真っ白に枯こ渇かつして枯かれていく。


「……ぇ……っ……あぁ…………っっ!?」


　……声が……声が出ない？


　目の前に現れた存在を前にして、双子のどちらもが声を嗄からして悲鳴を上げていた。


　見上げるほど巨きよ大だいな一体の幽幻種。濃こ紫むらさき色いろの魔笛に包まれた霧きり状じようの身体で、一対ついの真しん紅くの瞳がこちらを見下ろしているのがわかる。


　……なんて。


　……なんて気味の悪い魔笛。


　それも凄すさまじく悍おぞましい。自分たちが恐きよう怖ふを超こえて気が遠くなるほどの。天結宮ソフイアの巫み女こ見習い程度ならこいつの魔笛を吸いこんだだけで絶息するほどの禍まが々まがしさ。


　──恐怖に涙なみだがこぼれていく。


　たかだか一体の幽幻種。


　いや……これは…………こいつは本当に幽幻種なのか？


　なんだこの……目の前にいるだけで感じる殺意でも敵意でもない…………圧あつ倒とう的てきに純じゆん粋すいで底知れない悪意に満ちた波長。


『──────』


　無言でソレが近づいてくる。


　…………これが幽幻種。


　……だとしたら、ボクらが今まで相手にしていたものは何だったんだ？


『────』


　イグニドの言葉の意味を理解した。


　……勝てない。


　……人では……ううん、浮遊大陸オービエ・クレアそのものが勝てない。


「ね、ねえノエシス……さっき……反応三つだったよね？」


「う、うんノイエ。コイツと同じ反応が……あと二つあった」


　……ねえイグニド？





　浮遊大陸ボクらは、今日、この三体に敗北するかもしれない……





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　それから遥はるかに離れたある浮遊島ラグーンにて。





「──────っ!?」


　ビクン、と少女の身体がのけぞり返った。


「あらどうしたの巫女様？　そんなイイ姿で何を感じちゃったのかしら」


　……珍めずらしい反応ね。


　……さっきまでただ無言でふるえ続けるだけだったのに。


「ねえ春蕾シユンレイサマ？」


　部屋の隅すみにしゃがみこんだ少女を見下ろし、ナタラーシャは蠱こ惑わく的に唇をつりあげた。


　……まるで怯おびえた子犬のよう。


　……なるほど、イグニドが楽に攫さらってこれるわけだわ。


　着物調の法ほう衣いをはおった黒くろ髪かみの少女。春蕾・ピア・ヌクレネン──極度の対人恐きよう怖ふ症しようゆえ滅めつ多たに人前に姿を現さないことで有名な彼女だが、実際こうして顔を合わせてみればそれがよくわかる。


「ねぇ巫女サマ？　そんなに怯えなくてもいいわよ」


「っ……あ……ぁっ…………っ」


「イグニドも言っていたでしょう。あなたは大切なお客なのだから丁てい重ちようにもてなしてあげるって。何なら──」


「待てナタラーシャ」


　背後で、今までじっと巫女を眺ながめていた男が動いた。


「……アルマデル様？」


「様子がおかしい」


　涙をうかべて目を大きく見開いたままの巫女。普ふ段だんは黒曜石のように黒く輝かがやいている彼女の双そう眸ぼうが、いまは碧みどり色の光を帯びて……


「っ！」


　その瞳ひとみの色を一いち瞥べつし、ナタラーシャも白銀アルマデルが暗に告げた意図を理解した。


　──碧、つまりは領域系の沁しん力りよく術式？


　──遠視？　だとしたらいったい何を見ているの？


　双子がいれば強制的に探知も可能だが、あいにく当の二人はしばらく前から遠い浮遊島ラグーンへ出ていったきり戻もどってきていない。


　……双子がいないと巫女の遠視は厄やつ介かいなだけね。


　脅おどしてでも止やめさせるべき。普段のナタラーシャならばそう判断していただろう。


　だが。


　……なに、これ。


　……この巫女……何が起きてるの。


「っ……ぁっ…………ぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　呻うめくように声を漏もらし、頭を抱かかえて────なのに目は見開いたまま、その視線はどこか遠くを見上げたまま動かない。


「さすがは巫女を代表する領域系の申し子。早くもアレの気配を感じとりましたか」


　音もなく扉とびらが開き、現れたのは漆しつ黒こくの装よそおいに身を包んだ異い篇へん卿きよう第七位。


「イグニド、あなたさっきからどこに」


「野や暮ぼ用ようです。……しかし弱りましたね。それよりアルマデルさんもナタラーシャさんも、やや面めん倒どうな話になってきました。双子についても……かなり深刻な状じよう況きようかと」


「面倒な話？」


　……どういうことだ。


　何があっても余よ裕ゆうを崩くずさないこの男が……深刻とまで言いきる？　それも、まるで春蕾のこの異常な様子と双子についても関連があるような言い方ではないか。


「イグニド、簡潔でいい。お前のいう事態とやらを話せ」


「それは──」


「浮上して、きてる…………幽幻種……みたいな……『何か』が三体……」


　いつのまに立ち上がっていたのか。


　涙をうかべた目で天てん井じようを見上げていたはずの巫女が、じっとこちらを見つめていた。


「……幽幻種だけど……幽幻種じゃない…………怪かい物ぶつ」


「怪物とは？」


　問い返す異篇卿第一位に対し、天結宮ソフイアの巫女は悲しげな表情で首を横にふった。








「まるで穢歌の庭エデンそのもの…………浮遊大陸オービエ・クレアもこの浮遊島ラグーンも、何もかも汚お染せんさせる……そんな三体……」






　あとがき







　悲ひ想そう共きよう鳴めい。浮遊大陸に悲しいメロディがこだまして────





　本書を手にとってくださってありがとうございます、細さざ音ね啓けいです。


　ところで制作秘話的な話になりますが、これを書き始めた頃はまだ関東で雪が降っていた時でした。そんなわけで、リアルに寒さにふるえながら書いていたのが今回の極寒の地域のお話です。それが残暑の厳しい時期に刊行されるんだから刊行タイミングってつくづく面白いなって思います。





◆近況のこと


　ブログでは時々報告してたのですが、最近はもっぱら飲料水を炭酸水にしています。砂糖も何も入ってない純粋な炭酸水。飲みすぎは良くないので一日ペットボトル一本にしてるのですが、飲むとシュワシュワ喉に響いて目が覚めます。案外コーヒーより即効性ある気がするので、受験やお仕事で忙しい人はどうでしょう？


　……注意。むせるとやばいです。


　炭酸水が気管支に入った時の苦しさは、水道水のソレの苦しさをはるかに超えます。本気で息ができなくなります。え？　じゃあ飲むな？……うん、むせた時は本当に飲むのやめようかと思いました。今年一番の恐怖だったかも。





◆エピソード２のこと


　８巻まできた『エデン』も第二楽章に突入。後半戦に向けた一巻目でしたが、いかがでしたでしょうか。物語が急展開を迎えてからの久々の部隊編と言いますか。今回はシェルティスともう一人、護ご士しの少女にスポットライトが当たっています。


　第二楽章からはまさしく総力戦。


　緊張感を保ちつつバトルも恋愛も両面で盛り上がっていきますので、どうぞシェルティスやユミィたちを見守っていただければと思います。


　と同時に、始動した第二楽章と並行して、いよいよ「彼女たちの物語」も開幕です。


　主役はもちろん────




    
      

    

  
◆『不完全神性機関イリス　～落ちこぼれの機神少女と傭兵科の少年～（仮題）』


　満を持してと言いますか。


　本作をお読みの方は覚えがあるであろう機械少女が、彼女の主あるじとなる少年と巡り会い、そして人類の希望たる機神へと転生する物語────


　完全新シリーズとして発表できるよう『エデン』当初から少しずつ打ち合わせを重ね、いよいよお披露目の時機となりました。自身、今までのシリーズでやれなかった工夫や試みも全て詰めこんだ挑戦作にできたのではと思っています。


　単体でも楽しめる内容になっている『イリス』ですが、ここまで『エデン』を読んでくださった方には是非読んでもらえればと思うストーリーでもあります。


　どうぞ、両シリーズともにおつきあい頂ければ幸いです。





◆今後の展開（予定）など


『エデン（９月）』→『イリス（12月）』→『エデン（翌年３月）』→という流れで交互の刊行を考えています。出せるかなー、出したいな。でも今後の展開はまだ流動的なので、細音のブログや富士見書房様の告知などでご連絡できればと思います。





◆お礼


　新担当Ｓさん、そしてイラストを担当してくださるカスカベアキラさん。


『エデン』そして『イリス』の立ち上げに力を貸していただきありがとうございます。ダブルシリーズ、どうぞここから先もよろしくお願いいたします。





◆予告『氷結鏡界のエデン９　限界決戦─アマリリス・コーラス─』（翌年三月）


　結界を突破した三体の「穢歌の庭エデンの虚きよ像ぞう」たち。


　その計り知れぬ強さを前に震える天結宮ソフイア。


　不戦か決戦か。誰もが容易に答えを出せないなか、シェルティスは一つの決意に至る。時同じくして統政庁、そして異い篇へん卿きようもまた各々の目的のために動きだして……


　人と幽ゆう幻げん種しゆ、その死闘が幕を開ける。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　それではまた、十二月の『不完全神性機関イリス』でお会いできますように。


　二○一一年　七月下旬




細音　啓




　ブログ：http://sazane.exblog.jp/




氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン８


悲ひ想そう共きよう鳴めい―クルーエル・シャウト―





細さざ音ね　啓けい
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